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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　この前、テレビでやっていましたが、現在の世の中にはゴミ屑男子の方が多いらしい。わたくしとしての理想は、女子が百に対してゴミ屑男子は一で丁度いいと思うんだけれど。

　居ても居なくてもいいゴミ屑の誕生日を祝いたいと楽しげにしている二人の気持ちが全く分からない。梨り香かさんの執しつ事じも余計な情報を教えてくれたものです。

　近いうちにヒイロ君の誕生日があると聞いて、わたくしたちはサプライズパーティとプレゼントをする事になった。

　今日は三人で雑貨屋に、誕生日プレゼントを買いに来た。けれど、どうにも乗り気にはなれない。どうしてわたくしがゴミ屑ヒイロ君の誕生日を祝わねばならないのか。

　そんなわたくしを置いて、梨香さんと奏かなでさんは楽しそうにプレゼントを選んでいる。奏さんは青空を思わせる色のリストバンドを手にしていた。

「最近ヒイロ様は頑がん張ばって運動しているので、奏はこれにするです！」

　何故なぜかヒイロ君は五時頃ごろに起きて、ジョギングや筋力トレーニングをしている。梨香さんが問いかけた時に「死なないように」と青ざめながら返答していましたが、わたくし対策だとしたらまずい。簡単に息の根を止めにくくなってしまう。

「……う～ん。ヒイロに似合うけど、私はちょっと……。それならこっちの方が……。あぁ、でもヒイロへのプレゼントなんだし、私の事はどうでもいいのかな？」

　梨香さんがブツクサ言いながら、二つのネックレスを見比べている。

「どうしたんですの？」

「ちょっと相談なんだけど。このネックレスさ、ヒイロに似合うと思うんだけど、私には似合わないわよね？」

　差し出されたネックレスは、ヘッドパーツが大きめのシルバー製の十じゆう字じ架かを模した物だ。そこまで凝こっているデザインでも無く、男女兼けん用ようも可能と思える。しかし、

「う～ん。確かに梨香さんのイメージではないですわね」

「そうよね。ならこっちの羽を模かたどった方が私に似合うわよね」

　もう一つもシルバー製で、ディテールに手て抜ぬきの見られないフェザーを模したヘッドパーツが付いたネックレスだ。

「梨香さんのイメージでしたら此方こちらですわね。でも、どうしてヒイロ君のプレゼントで自分に合うかどうか考えておりますの？」

　普ふ通つう、プレゼントは相手に似合うかだけ考えるものだと思うのだけれど。何やら殺意が湧わいてきそうな発言を梨香さんがしそうな気がする。

「そ、その……。ヒ、ヒイロに言っちゃ駄だ目めだからね。おそろいのネックレスしようかなって思って。しばらくは恥はずかしいから服の中に隠かくしてって咲さ姫き先せん輩ぱいっ!?　棚たなの柱を握にぎり潰つぶしてどうしたのっ!?」

　気がつくと目の前にある棚が崩くずれかけていた。うん、帰ったらヒイロ君を三十発ほど鉄アレイで殴なぐっておこう。だって殴らないという選せん択たく肢しは存在しないのだから。

　梨香さんが店員に謝っている間、一応わたくしもプレゼント探しをしていた。と言ってもヒイロ君が喜びそうな物を選ぶ気もない。適当に目に付いた物でもプレゼントしよう。

「あら？　これ、いいんじゃないかしら」

　目の前の商品を手に取ってみる。ガラス玉の付いたキーホルダー。ガラス玉がヒイロ君の名前と同じ緋ひ色いろだし、選びに選んだ感じもする。

　……そういえば、あの日。あの人に会いに行く時もプレゼントを持っていった。好物と聞いていたケーキを。結局、渡わたせなくて帰りにコンビニのゴミ箱に捨てた。

「咲姫様。決まったですか？」

　奏さんの声で嫌いやな記き憶おくが搔かき消される。奏さんに笑えみを浮うかべ、わたくしはレジへ向かう。もうあの人の居ない世界にいる。思い出す必要はない。さっさとプレゼントを渡して、いつもの日常へ戻もどろう。







　第一章　スマートフォンから始まる悲劇







　もうすぐ夏休みを迎むかえる七月頭。この時季になると、朝五時には日が出ている。久く檀だん家から商店街までをジョギングするだけで、体が発はつ汗かんしてくる。汗あせばむ額を手で拭ぬぐい、久檀家の門をくぐり広大な敷しき地ちへ戻ってきた。

　始めた頃ころは一時間かかっていたのに、今では四十五分で帰ってこられる。足あし腰こしの筋肉が付いてきた証しよう拠こだ。

　芝しば生ふの上に仰あお向むけに寝ね転ころび、軽快なリズムで上半身を起こし腹筋を鍛きたえる。当初は連続で二十回できれば上出来と思っていたけど、今は五十回ぐらいなら途と切ぎれずにこなせるようになった。少しずつだけど、衰おとろえた筋肉が付いてきたとは思う。けど、まだまだ足りない！　こんなんじゃ足りないんだ！

「ヒイロ様、今日も精が出ておりますね」

　背筋を鍛えようと俯うつぶせになったところに、同じように早朝トレーニングをしている爺じいがやってきた。久檀家に四十年以上も仕えている執事。いつもの執事らしい格好ではなく、上下ジャージ姿をしている。僕とは違ちがうルートをジョギングしていて、僕が筋トレを始める頃に合流するのが最近の日課になった。

「爺も相変わらず早いね」

　最近になってトレーニングを始めた僕とは違い、爺は毎朝していたらしい。あの健康体はこういう日常生活ゆえなんだろう。

「いえ。ヒイロ様ほどではありませんよ」

　爺の腕うで時計を見ると、五時五十分になるところ。僕が起きて一時間近く経たっている。

「まぁ、実家に居た時はこれぐらい普通だったからね」

　一人暮らしを始めてからは怠たい慢まんな生活を送っていたけど、習慣だったことは体に染しみついているみたいだ。あっという間に昔の感覚を思い出して、起きられるようになった。

「そんな早くに起きて何をなされていたのでしょうか？」

　背筋を始めた僕の脚あしを摑つかみ、爺が問いかけてくる。

「ありがとう、爺。起きていた理由だけどね。丸太を胴どうに打ち付けるのを二十回とか」

「申し訳ありません。仰おつしやる映像が想像できないのですが」

「え？　そう？　僕が仰向けになって、上から電柱ぐらいの丸太をドスンドスンって腹筋目め掛がけて叩たたきつけるんだよ」

　そんなに想像しがたい光景かな？

「それは新手の拷ごう問もんですか？」

「ご、拷問って……。そんな事は無いと思うんだけど。他ほかにも柔じゆう道どうの一本背負い──」

「おや、まともな特訓──」

「を受け続ける特訓とか。連続で百回やられた日もあったよ」

「やっぱりまともではありませんね」

　う～ん。確かに普通じゃないのは理解できる。だから反論はしない。

「ただ、どっちも痛かったけどね」

「意外です。ヒイロ様からは『気持ちいい』や『快感だった』という感想が出てくると思っていたのですが」

「やだなぁ、爺。僕はＭじゃないよ」

「申し訳ありません。わたしの耳はおかしくなってしまったようです」

「いや、正常だよっ!?　何も聞き間ま違ちがえてないからっ!!」

　否定したけど、僕も第三者の目線で自分を見ていたら、間違いなく疑問を持つ気がする。

　本当にあの三人が三次元へ来てから、痛い目にばかり遭あっているなぁ。ミスコンの時に始まり、この間のサバゲー然しかり。

　日常的にクラスメイトからの理り不ふ尽じんな攻こう撃げき。Ｍじゃなきゃ耐たえられないと思うけど、僕はＭじゃない……と思う。

「そういえばヒイロ様」

「ん？　何？　僕はＭじゃないよ？」

「本人には自覚がない性せい癖へきもございます。それより先日、自室に飾かざっている抱だき枕まくらカバーが汚よごれてきたというお話をされましたね」

　まるで僕がＭと決めつけた前半部分が気になるけど……。まぁ、とりあえずは置いておこう。僕の性癖なんて、口に出さなければ他人に伝わることも無いんだし。

「昨さく夜や、ヒイロ様のお部屋にあった抱き枕カバーをクリーニングへ出しておきました」

「口に出してないのに、僕の性癖が他人にばれちゃうじゃないかっ!!」

　ちょっと危ないイラストの物だってあるのに！

「ご安心を。しっかりとヒイロ様のお名前と住所と年ねん齢れいを書いた写真を置いてきました」

「何をどう安心しろっていうの、それっ!?　羞しゆう恥ちってレベルじゃないんだけどっ!!」

　十八歳未満購こう入にゆう禁止のやつだってあるのに！　僕の年齢？　十六歳ですけど、何か？

「あっ、失敗しました。福ふく音いん学園とも書いておけば宜よろしかったですかね？」

「そこまでやったら僕の人生が終わるよっ!!」

　上半身を起こす度たびに突つっ込んで、疲つかれた……。爺に抱き枕カバーが汚れてるなんて話をするんじゃなかったよ。

「そういえば、なんで爺に抱き枕の話をしたんだっけ？」

　顔をひねり、僕の上に乗る爺を見ながら問いかける。

「ヒイロ様のお誕生日が近いというお話になり、抱き枕カバーのお話になったのですよ」

　そうだ。誕生日に何が欲しいという話になって、最終的に新しい抱き枕カバーが欲しいって言ったんだった。

　誕生日か。去年は一人でゲームやったりアニメ観みたりと満ち足りた誕生日だった。今年はどうだろう？

「おや、あれは」

　背筋を再開しようとした時、爺が唐とう突とつに声を出す。

「ん？　どうしたの？」

「なんでもありません。ではわたしはお邪じや魔まになりそうですので、これで失礼致いたします」

　僕の問いかけに雑に答え、爺は僕の上からどいて家の方へ歩いて行った。

　仕方がない。背筋はもう少し鍛えたいから一人でやろう。気合いを入れ直す一発と思って、思いきり上半身を反りあげる。そして僕の視界には、白く輝かがやく太ももとチェックのスカートが飛び込んできた。

「梨り香かさん？」

「……ねぇヒイロ。脚だけを見て、私って分かるのはどういう事かな？」

　視界を更さらに上へ上げると、同級生の久檀梨香さんが水すい筒とうを持ち、呆あきれたような顔で立っていた。

「……えっとですね」

　まずい。弁解の言葉が出てこない。『梨香さんの太ももが魅み力りよく的すぎて、毎日、直視しているから分かったんです』なんて素す直なおに言ったら、状じよう況きようは最悪になる。

　上半身を反らしたまま、僕は必死に考えた。この窮地を逃のがれる術すべを。目の前の太ももに意識が集中して、全然考えられないという状況を理解せずに。

「そんな考えないで素直に言っていいわよ。怒おこるから」

「最後に付ける一言おかしいですよっ!?　普通は『怒らないから』じゃないですかっ!?」

「だってこういう場合、私が怒らない返答をヒイロがするわけないじゃない」

　凄すごい。僕と梨香さんの間にこれほどの信しん頼らい関係ができていたなんて。

「まぁ、いいけど。ヒイロがエッチで変態なのは知っているし」

　梨香さんが僕の横に腰こしを下ろす。なんだか筋トレしていたらいけない気がして、僕も体を起こして座った。

　六時になったぐらいだろうか？　梨香さんはすでに制服に着き替がえていて、学校へ行く準備は万ばん端たんだ。それにしても、なんだろう？　トレーニング中、梨香さんが来た事なんて一度も無かったのに。

「はい、これ」

　怪あやしんでいる僕に梨香さんが水筒を差し出してきた。

「これ、なんです？」

「別に変な物じゃないわよ。ただのスポーツドリンク。なんか知らないけど、最近ヒイロ頑がん張ばってるから差し入れ」

　なんだろう。まるでスポ根アニメで女子マネージャーがチームメイトにさりげなく優やさしさを見せ、まさに恋れん愛あいフラグが立つイベントが起きているような。

　僕が何を思っているか分かったのか、梨香さんが顔を真っ赤にして弁解を始めた。

「ち、違うわよ！　べ、別に深い意味はないんだからね！」

「なんだ、違うんですね」

　僕はあからさまに落ち込んでみせる。

「えっ!?　あっ……ち、違ちがくて……じゃなくて、違うんじゃなくて違うのよ！」

　もう梨香さんが何を言っているのか分からないんだけど。

「と、とにかく！　これはヒイロのために持ってきたの！　はい！」

　僕の胸に水筒を押し付け、そっぽを向いてしまった。水筒を受け取り、中に入っている飲み物を口へ流し込んだ。さっぱりとした清せい涼りよう飲料水が喉のどを潤うるおし、体に水分を補給していくのが分かる。

　飲んだことのない味なんだけど……これ、もしかして梨香さんの手作り？

「お、美味おいしい？」

　味を訊きくって事は、やっぱり手作りなのかも。う～ん、もっとしっかり味わって飲めば良かったなぁ。せめて今、口に残っている分はゆっくりと飲もう。

　少しずつ飲みながら、隣となりに座っている梨香さんを見ると、ほんの少し首を落とし、顎あご下に手を添そえて僕を見上げていた。つまり上うわ目め遣づかいで。とんでもない可愛かわいさに動どう揺ようし、口に残っていた分をはき出してしまった。

「ご、ごめん。はき出すぐらい美味しくなかったのね」

「ち、違うんです！」

　落ち込みそうな梨香さんを見て、慌あわてて弁解しようと口を開く。慌てすぎて──

「あまりにも梨香さんが可愛くて驚おどろいちゃったんですよ！」

　何も取り繕つくろわず、思っている事をそのまま口にしてしまった。

「「……」」

　お互たがい沈ちん黙もく。……き、気まずい。

　噓うそは言ってないから、弁解もできないし。これ以上、何か言う様な事も無いし。

「そ、そろそろ咲さ姫き先せん輩ぱいとか奏かなでちゃんとか起きるし、も、戻もどりましょうか」

　僕が立てば梨香さんも合わせると思ったんだけど、梨香さんは芝しば生ふに指を絡からめてモジモジしている。

「も、もう少し二人で……。せっかく爺が気を遣つかってくれたのに……」

「えっ？　何か言いました？」

「な、なんでもないわよ！」

　勢いをつけて立ち上がったせいか、梨香さんがバランスを崩くずす。慌てて梨香さんの手を取ると、そのまま僕に寄りかかり、抱だきとめるような形になってしまった。

　目の前にある梨香さんの顔。ほのかに香かおるシャンプーの香り。僅わずかな息いき遣づかいの音。瞳ひとみに映る僕。間違いなく勘かん違いだけど、触ふれていないのに梨香さんの体温を顔の肌はだで感じているような気がする。

「……ヒ、ヒイロもこ、こういう距きよ離りで私の顔を見るの慣れたでしょ？　わ、私は慣れたわよ？」

　明らかに動揺した様子で、強がった台詞せりふを言う。顔が近すぎて、恥はずかしいんだろう。恥ずかしいなら恥ずかしいって言えばいいのに。

　どうも梨香さんは強がりを言う。この前のサバゲーの時もそうだけど、一人で強がって囮おとりみたいな役を引き受けて。

　ちなみに僕は今、めちゃくちゃ胸が高鳴ってますよ？　梨香さんや奏ちゃんや咲姫先輩の顔は、何度間近で見ても慣れません。

「ほ、ほら。は、早く行くわよ」

「……あっ、はい！」

　梨香さんに急せかされ、家に向かった。

　ダイニングへ入ると部屋着の真っ白なワンピースではなく、制服に着替えた夜や華ばな咲姫先輩の姿があった。長い髪かみを耳にかけるその姿はとても絵になる。

「あっ、咲姫先輩。おはようございまぐふっ!!」

　朝の挨あい拶さつを言い切る前に、こちらに気づいた咲姫先輩が音速を超こえる勢いで僕の目の前に移動し、さっきまで持っていなかった鉄アレイを握にぎった拳こぶしで一発殴なぐってきた。

　どうやら先輩は鉄アレイや砲ほう丸がんを召しよう喚かんする力を持っているらしい。思い当たる節がありすぎる。

「咲姫先輩。何かお気に召めさない事でも？」

　こういう場合、無む駄だに抗あらがわない方がいい事を僕は学んだ。

　抗えば、それが次の一いち撃げきへ繫つながる。咲姫先輩然り、同級生然り。真しん摯しな大人な対応で事を運ぶのが大事なんだ。

　まずはどうして咲姫先輩が怒っているのかを解明しなきゃ。

「ヒイロ君。何か温かい物を握っておりません？」

「へっ？」

　そう言われると、なんか右手が温かいような。

　あぁ、そういう事か。外で梨香さんを引っ張って立たせてから、ずっと手を握ったままだったんだね。それを見て咲姫先輩は怒ったと。

　なるほど、なるほど。……僕はなんて間ま抜ぬけなんだ。

「さて、覚かく悟ごはできておりますわね？」

　こういう行動で、咲姫先輩の攻撃がある事を分かっているのに、間抜けすぎるよ。もう一いつ緒しよに暮らして三ヶ月も経たつのに。本当に懲こりないね、僕も。

「ヒイロ様！　梨香様！　おはようございますです！」

　僕たちのやりとりが聞こえてきたらしく、私服をメイド服にしている一学年下の海み凪なぎ奏ちゃんがキッチンのある方から顔を出す。

「おはよう、奏ちゃ──」

　僕の思考はここで停止する。奏ちゃんの姿を見て、脳が現実を理解するのに処理落ちをしてしまったからだ。

　生まれたままの姿を隠かくす一枚の布切れ。それは純白でフリルのついたハートの形をしており、奏ちゃん自じ慢まんの胸をギリギリで隠している。

「ていっ！」

「痛ぁっ!!」

　梨香さんが手を離はなし、避よける間も無い速度でチョップを僕の目、目め掛がけて繰くり出す。同時に痛みで脳が再起動した。

「何をするんですかっ!?　今、僕には見なきゃならない物があるんですよっ!!」

「あんな奏の姿、見せられるわけないでしょっ!!」

　ひどい、あんまりだ！　男子永遠の憧あこがれでもあるあの姿を見られないなんてっ!!

「咲姫先輩ねっ!!　奏にあんな格好をさせたのはっ!?」

「梨香さんはどうして怒っておりますの？　あんなに可愛い奏さんのどこに不満がありますの？」

「この家には男もいるのよっ!!　裸はだかにエプロンなんて怒るに決まってるじゃないのっ!!」

　裸エプロン。そう、裸エプロン。大事な事なので二回言ったけど、まだ言い足りない。裸エプロンですよっ!!

「ヒイロ様？　大だい丈じよう夫ぶです？」

「か、奏ちゃんっ!?　今、目の前にいるのっ!?」

「はいです！　ここに奏はいるですよ！」

　僕の頰ほおに伝わる柔やわらかい温ぬくもり。どうやら奏ちゃんが頰に触れているらしい。ということは……。さっき一いつ瞬しゆんだけ見えた姿を思い出す。

　頑張って見えない現状を脳内で描えがくんだ！

「……………………………………………………駄だ目めだ！　やっぱりちゃんと見たい！」

　摩ま擦さつで燃える勢いで目を擦こする。早く視力を回復させなきゃ！

「ほら、奏！　ヒイロの変態が復活する前に着替えるわよ！」

「そ、そんな！　梨香さん、少しだけ！　あと少しだけ待って！」

「待つわけ無いでしょ！」

　三次元じゃ絶対にあり得ない裸エプロンが目の前にあるのに！　目の前にあった奏ちゃんの気配が遠のくのが分かる。あぁ、どうして神様はこうも無む慈じ悲ひなんだっ!?





『真しん藤どうヒイロさん




　お久しぶりですね。呼びました？』






「呼んでないよ！」

　瞼まぶたを塞ふさがれ、真っ暗な中に文字が浮うかび上がる。こんな事ができるなら、手紙とか使って試練を伝えなくても良かったんじゃないかなっ!?　っていうか怖こわい！　瞼の裏に文字が書かれ怖いんですけどっ!!

「ビックリしましたわ。いきなりなんですの？」

　まだぼやけているけど、ようやく視力が回復してきた。僕の前にいたはずの奏ちゃんと、強ごう引いんに引き連れていったと思われる梨香さんの姿が無かった。

「さ、咲姫先輩っ!!　二人はどこへ行ったんですかっ!?」

　着替え終わる前に奏ちゃんを見つけないと！

「教えると思いまして？」

　背筋が凍こおる笑え顔がおを見せながら、咲姫先輩が指をポキポキと鳴らす。

「原型が無くなるぐらい殴られてもいいんで、どっちへ行ったか教えてください！」

「裸エプロンが冥めい土どの土産みやげになるのも分かりますが、その必死さは流石さすがに引きますわ」

「その格好をさせた咲姫先輩に言われたくないんですけどっ!?」

　うぅ、視界がクリアになったのに、見たい光景が存在しないなんて。

　まったく朝から酷ひどい目に遭あった。素す敵てきな物が見られそうという期待が裏切られたのは、精神的ダメージが大きい。……あぁ、奏ちゃんの裸エプロン。見られなかったと思えば思うほど、後こう悔かいの念が……。

　よし！　梨香さんがいない時に咲姫先輩に頼たのんで──

『ヒイロの変態！　そんな事をしたらどうなるか分かってるんでしょうねっ!!』

　僕の思考が届いたらしく、どこからか梨香さんの声が轟とどろく。ええ、分かっていますとも。実行したら、死ですね！　それでもじっくりゆっくりと見たい！　ので今は我が慢まんします。いつか必ずっ!!

　あれ？　そういえば皆みんな、起きるのが早いな。こんな朝早くから何をしてるんだろう。

「そういえばヒイロ君」

「ひっ！」

　咲姫先輩に呼ばれ、思わず構えてしまった。

「なんですの？」

「い、いや……。さっきもいきなり殴られたし、昨日きのうも買い物から帰って来るなりいきなり殴られたんで、体がつい反応を……」

「それは仕方がありませんわ。殴られるような事をしているのですから」

「一応訊ききますけど、昨日は僕が何をしたから殴られたんですか？」

「存在したから」

「この世にいる事を否定っ!?」

「いや、平行パラレル世界ワールドに貴方あなたがいるだけで許せないですわね。そちらで梨香さんや奏さんと仲良くしていると思うと──殴り足りないですわ！」

「僕じゃない僕の事なんて知りません！」

　本当にこの人は理り不ふ尽じんだ。梨香さんや奏ちゃんの為ためには必死になるのに。僕……いや、男子に対して酷すぎる。

「あうぅ……。せっかくヒイロ様に見せようと着ていたのに残念です」

　福音学園の制服に身を包んだ奏ちゃんが戻ってきた。くそう、少し期待していたのに。やっぱり今は、脳内に微かすかに残っている裸エプロンで満足するしかないのか。

「まったく。朝からどっと疲つかれたわ」

　呆あきれた様な声を出しながら梨香さんもダイニングへやってくる。

　気づけば三人ともきちっと制服を着込んでいる。まだ六時半にもなってないのに、皆どうしたんだ？　今日って学校に早く行くような行事とかあったかな？

「皆、どうしたんですか？　こんな早くに登校準備を終えて」

「訊きたい事があるのはこっちなんだけど。ヒイロさ、ここ最近ずっとトレーニングしてるけど、本当にどうしたのよ？」

　梨香さんが椅い子すに座りながら、逆に問い返してきた。

「そうです！　奏もずっと気になってるです！」

「本当に何をしてますの？」

　二人も座りながら続く。そういえばキチンと説明してなかったっけ。

「死にたくありませんからねぇ。そのためのトレーニングです」

「ま、まさかわたくしの考えが当たっているなんて。今すぐに奏さんと協力してヒイロ君を亡なき者にしないとまずいですわね」

「残念ですけど、咲姫先せん輩ぱい対策じゃないですよ？」

「そうなの？　じゃあ田た丸まる対策？」

「いや、違ちがいます」

「じゃあ時々、ヒイロ様を危ない目に遭わせてしまう奏対策です？」

「次々と殺されるかもしれない原因が出てくる僕の生活って一体……」

　しかも今皆が言った死亡要因の二つは同居人ってのもどうかと思う。もっと言えば、その中に答えが出ていないことが尚なお、恐おそろしい。

　僕がトレーニングを始めたのはあの手紙が届いてからだ。神様からの手紙ではなく、僕がもっとも恐れる人からの手紙。




『家賃の引き落としがされてなかった。帰って来て詳くわしく話せ。　父より』




　普ふ通つうなら帰って説明するだけで済む話なんだけどね。僕の場合は違うわけで。

「自分から帰る気は無いけど……前例があるからなぁ」

「何を一人で言ってるのよ。結局、トレーニングしている理由を説明する気ないのね」

「あれが届いたらすぐに破は壊かいすれば……」

「もういいわ。ヒイロは放っておいてご飯の準備するわね」

　死の未来を回かい避ひする方法を考えていたら、いつの間にか朝食の準備が整っており、気づけばいつもの日々になっていた。

　本当に四人でご飯を食べるのが当たり前になったぁ。ちょっと前なら考えられない。時々、夢なんじゃないかと思うことがあるけど。アニメみたいに夢オチとかやめてほしいけど。……あれだけ痛い目に遭ってるんだから、今いま更さら夢オチは無しでお願いします。

「「「ふぁぁ～」」」

　朝食を終え学校へ向かう途と中ちゆう、口を大きく開け、三人が同時に間の抜ぬけた声を出す。相変わらず一挙一動が可愛かわいいなぁ。

　これに関しては、いつになっても慣れたくない。ずっと可愛いと思い続けたい！

「奏、眠ねむいです」

　目を擦りながら、奏ちゃんが大きな胸を揺ゆらしふらついている。

「わたくしもですわ。なんで朝早くからあんな事を」

　咲姫先輩が言う事から推理すると、朝に何かをしていたみたいだ。

「いつまでも続く事じゃないから、二人とも頑がん張ばろうよ」

　そういう梨香さんもどこか疲れたような顔をしている。

「あの～。三人で何をしてるんですか？」

　会話についていけなくて問いかけると、いつもみたいな弾はじける笑顔を見せて、奏ちゃんが嬉うれしそうに口を開く。

「えへへ。内ない緒しよです！」

「乙おと女めの秘密よ。ヒイロは明後日あさつてまで我慢してなさい」

　奏ちゃんに負けず劣おとらずの笑顔で、梨香さんが言った。

「明後日？　明後日に何があるんですか？」

「あっ！　え、えっと……」

　口を滑すべらした事に気づいた感じで、梨香さんが慌あわてふためいている。明後日に一体、何があるんだろう？

「わたくしはどうでもいいので、はやく明後日が終わってほしいですわね」

「そう言いつつ、咲姫先輩も協力的だから感謝するわ」

「梨香さん、勘かん違ちがいしないでくださいね。わたくしは『貴女あなたたち』の為に頑張っているのですわ。どこかのゴミ屑くずの為ではありません」

　本当になんの話をしてるんだ？　咲姫先輩が会話についていけない僕へ向けて不満な顔をしているのは、明後日の事が関係しているからなのかな？

「それで、ヒイロは明後日は暇ひまよね？」

「明後日ですか？　日曜ですよね？　朝、特とく撮さつとアニメ観みて、その後にゲームやって漫まん画が読んでラノベ読んで、ゲームやって、録画していたアニメと今週届いたアニメＢブルーＤレイ観るので忙いそがしいです」

「ごめん。私には『暇です』と言っているようにしか聞こえないんだけど」

　おかしい。こんなに予定が詰つまっているのに、暇と受け取られるなんて。これが一いつ般ぱん人である梨香さんと、オタクである僕との違いなのか。

「皆さん、おはようございます！」

　校門を目の前にした僕たちの後方から、関かかわりたくない声が聞こえてくる。

「「「校長先生。おはようございます」」」

　三人が振ふり返り、お辞じ儀ぎをしながら挨あい拶さつをする。僕も一いつ緒しよに振り返ると、声の主であるスカートタイプのオフィススーツに身を包んだ校長の姿があった。

「おやおやぁ～？　一人、朝の挨拶がありませんが、どうしたのでしょう？」

「……おはようございます」

「はい、よくできました！　おはようございます！」

　朝からテンション高いなぁ、この校長は。不快な顔をしている僕を見て、梨香さんが僕の隣となりに並び、小声で話しかけてきた。

「ねぇ、ヒイロ。どうしてそこまで校長が嫌きらいなの？　確かにお調子者でやり過ぎだってのは認めるけど、そこまで嫌う性格じゃないわよね？」

「……去年の話ですけど」

　それから教室に行くまで僕は梨香さんに理由を話した。

　福音学園が同好会設立に緩ゆるい事を知った僕は、一年生の春に生徒会にオタク同好会の申しん請せいのため向かった。そこに偶ぐう然ぜん居たのが校長だった。僕の提案に「それは素す晴ばらしい活動ですね！　オタクの子は内気な人も多いと聞きますし、人と触ふれあう良い同好会になると思います！」と言われたまではよかったんだ。

　まさか全校集会で全生徒の前に立ち、オタク同好会設立を発表するとは思ってもみなかった。校長が言うには、内気な子も同好会に入れるようにってのが理由だったらしいけど。

　せめて台本を書く時間とかあっても良かったんじゃないかなと、今でも思う。いきなりオタク同好会の会長として名前を呼ばれて、挨拶をしろと言われてできるはずもなく……。

「それでヒイロはなんて挨拶をしたの？」

　教室に着いて席に腰こし掛かけても話は終わらず、梨香さんが突つっ込んだ質問をしてきた。できれば言いたくないんだけど。

「えっと『未いまだに偏へん見けんの多いオタクですが、それを払ふつ拭しよくしましょう！　周囲からの視線を気にしない人を大だい募ぼ集しゆうしています！　漫画が好き！　アニメが好き！　ゲームが好き！　にわかオタ大だい歓かん迎げい！　可愛い二次元キャラを一緒に愛めでましょう！』って言いました」

「どうなの、その挨拶は？」

　それは僕も思うけど、僕の心のままを言うしかなかった。反省はしてますけど、後こう悔かいはしてません。同好会は平均二十人ぐらいだけど、あの挨拶のおかげかオタク同好会は五十人を超こえ（漫画を読みに来るだけの会員多数）会費もずば抜けて多くなった。コミケの為に貯ちよ蓄ちくとかもできるし、少しだけ校長には感謝している。本当に少しだけ。

「おはよう、変た──会長」

「田丸君。今、確実に変態って言おうとしてたよね？」

　登校してきたオタク同好会副会長の田丸君が挨拶をしてきた。

「してないよ、会ちょ──変態」

「やっぱりしてるじゃないかっ!!　しかもさっきと逆だしっ!!」

「だって会長の変態たる所以ゆえんは沢たく山さんあるじゃないか」

　そんなはずはない。僕はオタクで三次元の女の子に興味が無い（二次元から来た三人は除く）という部分以外では普通のはずだ。

「じゃあ訊くけど。久檀さんの第一印象は？」

「ふあぁっ!?」

　いきなり自分のネタを振られ、隣にいる梨香さんが一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にして変な声を上げた。本当にもう、朝も思ったけどめちゃめちゃ可愛いなぁ。

　梨香さんの第一印象ねぇ……。

「太も──ニーソかな？」

「あんたたち、さっきから言い直しをしてるけど、言い直せてないからねっ!?」

「ちょっと待って梨香さん！　それだと僕は変態って事ですよねっ!?」

「「「間ま違ちがってない」」」

「今、会話に入ってなかった皆みんなも同意したよねっ!?」

　いつから僕の扱あつかいはオタクから変態に変わったんだろうか。オタク扱いなら我が慢まんできるけど、変態扱いは流石さすがに嫌いやだな。

「ならヒイロが変態だって事を証明してあげる。私の第一印象をもう一度言ってみなさい」

「ニーソ──生なま脚あしです！」

「あんた、もう隠かくす気無いでしょ！」

　だってしょうがないじゃないか。最初に見た梨香さんの体が太ももなんだから。その白くて眩まぶしい太ももが視界に飛び込んだら、嫌でも印象に残る。

「おら、ガキ共！　さっさと席に着け！」

　先日まで茶ちや髪ぱつだった髪かみを金に染めた二年三組の森もり町まち担任が教室へ入って来た。うん、見事に金髪が浮ういている。喩たとえるなら、顔が見えないモブキャラが金髪になったようなものだ。ぶっちゃけ似合ってない。

「先生は一度、鏡を見るべき。不細工に磨みがきがかかってる」

「委員長は少し俺に対して優やさしくすべきだと思うぞっ!?　お前がそんなだから、クラス全体から俺がバカにされるんだっ!!」

　知能派女史のクラス委員長が、本当のことを噓うそ偽いつわりなく言い放った。間違っていないから仕方がない。その証しよう拠こにクラスの至る所で首を縦に振っているし。

「あぁ、もう分かったから席に着け！　明日には染め直すから！」

　出席を取らずに全員がいるかだけ確かく認にんし、持ってきたプリントを配布する森町担任。そこには次の対たい抗こうイベントが記き載さいされていた。同時に全員に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

「今までこんな公表の仕方あったか？」

　過去の事を振り返ると、一度たりともプリントでの通達なんてなかった。必ず校長が校内放送と電光掲けい示じ板ばんを使うのが基本だったはず。朝に会ったんだから、校長が居ないっていう可能性もない。

「あ～、いやな」

　疑問符を浮かべている僕たちに森町担任が口を開く。

「さっき校長に海外から連れん絡らくがあって、購こう入にゆうしていた宝くじが当たったとかで自家用ジェットを使って海外に行っちまってな。ちと急ぎで公表しなきゃならん理由があるんだわ」

「考えられる理由は、業者にイベントを開くために必要な仕事をすでに頼たのんでおり、延期ができない等が思いつく」

「その通り。流石は委員長だな。今回は学校だけじゃなく、活性化目的で近くの商店街を使う事になってるんだ。それが土日を挟はさんだ月曜なんだよ」

　これまた急な話だ。と言われても、別に焦あせる必要もない。今回のイベントは前準備がないと言っても過言ではない。

「って事で『四人五脚・障害物競走』のパートナーを決めておけよ」

　今度のイベントはクラスイベントではなく、チーム戦。プリントによると自由に好きな人と組んでいいらしい。ん？　待てよ。四人五脚？

「これおかしくない？　一クラス五十人なのに、一チーム四人だと人数が合わないよね？」

　生徒数は全部で七百五十人。どう計算しても二人は余る。

「まさか真藤がそんな暗算をできるなんて意外だ。理由としては簡単だぜ。俺たち教師も参加するからな。余った奴やつは教師と組むってわけだ」

　失礼な。そんな小学生レベルなら僕にもできる。……計算、間違ってないよね？

「他ほかに質問ある奴いるか？　いないなら、景品を書いて放課後までに提出するようにな」

　そう言い残し、森町担任は教室を後にした。どうやら今回は景品が決まっていないらしく、プリントの一番下にこんな一文が書かれていた。





『今回は皆みな様さまの欲しい物をご用意しようと思っています。下記に欲しい景品を記入してください。　※①　景品は五百万円まで　※②　バナナは景品に含ふくまれません』






　この一文を見て、クラスメイトはチーム作りを後回しにして頭を悩なやませていた。

「ねぇ、会長は景品どうする？」

　前の席に座っている田丸君が問いかけてくる。田丸君らしくない。そんな事、訊きくまでもないじゃないか。

「アニメやゲーム。フィギュアやタペストリー。他にも僕が求めるグッズ五百万円分」

　オタクである僕にはこれしか思いつかない。

「流石はにわかオタク。節操ないね。ぼくはフィギュアだけにしたよ。もちろん等身大フィギュア含めてね！」

　こんな事でもにわか言われるなんて……。

「だったら僕はアニメＢブルーＤレイだけにする！」

「ならこっちは『ね○どろいど』だけにしてやるさ！　等身大の『ねんどろ○ど』を特注で作ってもらう！」

　それはもはや『ねんど○いど』じゃない気がする。

「だったら僕は──」

「うるさいわね！　どうでもいいことで張り合ってんじゃないわよ！」

　田丸君のせいで梨香さんに怒おこられたじゃないか。まぁ、言われたとおり不毛な言い争いだったけど。結局僕は最初に書いた『僕のオタク心を擽くすぐるグッズ五百万円分』に戻もどした。

　自分のを書き終え何気なく隣を見ると、梨香さんがプリントを隠すように手で覆おおった。そんなリアクションをされると何を書いたか気になるんだけど。

「お、教えないから！」

　僕の思考を読み取り、断固拒きよ否ひしている。僕の中でどんどん見たい気持ちが膨ふくらんでいく。どんな恥はずかしい事を書いたんだろうか？

「ね、ねぇヒイロ？」

「なんです？　教えてくれる気になったんですか？」

「ち、違ちが……いや、待って」

　少し考える素そ振ぶりを見せ、梨香さんが提案してくる。

「教えてもいいけど。じょ、条件として私とチームを組んで優勝する事！　じゃ、じゃないと教えない！」

「う～ん」

「……ちょ、ちょっと。なんで悩むのよ？」

　悩む理由は簡単だ。梨香さんの書いた景品は気になるけど、僕と梨香さんが組んで優勝できる可能性は低い。

　ルールで『男女二人ずつ』なんてのが付いていれば、勝てる見込みもあるかもしれない。けれど、本気で優勝を狙ねらう人たちは男子だけで組むだろうし、女子も運動神経が良い人たちを集めるのが目に見えている。考えれば考えるほど、僕と梨香さんが組んで勝てる可能性はほぼゼロな気がしてきた。

　思った事をありのまま伝えると、梨香さんは心配無用と言いたげな顔を僕に向ける。

「奏と咲姫先せん輩ぱいも誘さそえばいいのよ」

「？　どういう事です？」

　二人と組んだところで勝てる可能性は──。

「あっ、勝てるかも」

「でしょ？」

　手元にあるプリントに目を送り、ルールを再確認する。『他チームへの妨ぼう害がいも可』と書かれている事を思い出したからだ。

　他の男子チームには咲姫先輩に砲ほう丸がんを投げてもらえばいいし、後方から迫せまるチームには奏ちゃんに撒まき菱びしを撒まいてもらえばいい。

「いけるかもしれませんね！」

「うん！　だから頑がん張ばって優勝を目指すわよ！」

　梨り香かさんがやる気になるって事は相当、欲しい物なんだろうな。これは頑張らなきゃ！




「という訳なんだけど、二人はチームって決まってる？」

　帰ってくるなり、梨香さんが奏ちゃんと咲姫先輩にチームを組もうと提案している。

「奏は誘われたですが、断っていたです！　皆と一いつ緒しよに組む気満々だったですよ！」

「わたくしも奏さんと同じですわ。美少女とくっついて歩けるなんて、至福ですもの！」

　二人から許可を貰もらい、こうしてチームが決まった。同時に僕はある事を理解する。

　四人五脚なのだから、最低でも一人の肩かたを抱だいて歩くなり走るなりをする。……この美少女と？　人前で肩を抱く？　それって凄すごく恥ずかしくない？　いや、競技なんだからそんな深く考えなくてもいいんだろうけど……。やっぱり恥ずかしくない？

「じゃ、じゃあ配置だけど私はヒイロの隣となりね！」

「なら奏は余った方のヒイロ様の隣です！」

　……一人と肩を組むだけでも恥ずかしいと思っていたのに。勝手に僕は内側になっている。しかし、二人の意見を断固否定する人がいた。

「何を言っておりますのっ!!　梨香さんと奏さんはわたくしの隣ですわっ!!」

　そうだよね。咲姫先輩は美少女とくっつきたくて仕方がない変態さんだもんね。

「私は絶対にヒイロの隣！」

「奏もヒイロ様の隣がいいです！　梨香様や咲姫様がどう言おうとヒイロ様の隣は譲ゆずらないです！」

「わたくしもお二人の肩を抱いて、近きん距きよ離りで香かおりを嗅かぐ事を諦あきらめませんわ！」

「それは諦めて！」「それは諦めてほしいです！」

　僕を置いて話がどんどん進んでいく。もう僕はどっちでもいいや。内側だろうと外側だろうと。三人に決めてもらおう。

　口論する三人を置いて、僕は自室へやってきた。毎日の日課であるネットでグッズや本の発売チェックをするためだ。フィギュアなんかはすぐに注文不可になる場合があるからね。スマホでチェックして、帰ってきてＰＣでチェック。これだけは絶対に怠おこたらない。

　新しいフィギュアのチェックも終え、新しいライトノベルのチェックをしていると一つの作品でマウスカーソルが止まる。

　咲姫先輩がやってきた二次元『私は彼女たちを愛せない』の新刊が来月に発売される。しかも表紙が咲姫先輩。あらすじによると、咲姫先輩が男を嫌きらいになった理由が明かされるらしい。

　僕は咲姫先輩が何故なぜ、男嫌いなのか知らない。踏ふみ込んで訊いていいのか迷っていた。

　正直なところ、梨香さんや奏ちゃんとは打ち解けられてきた気がしている。でも咲姫先輩とは未いまだに分厚い壁かべのような物を感じていた。

　もし原因が分かれば、咲姫先輩ともっと仲良くなれるかもしれない。今ある壁を取り除くことができるかもしれない。

「予約っと」

　これで来月まで生きていける。




　ネットでグッズの予約を終えて、ゲームを軽くプレイ。窓の外を見ると、すっかり日が落ちていた。どうりでお腹なかが空いたわけだ。

　……おかしい。普ふ段だんなら空が紺こん色いろになる頃ころ、梨香さんが晩ご飯ができたと呼びに来るんだけど、今日はまだ来ていない。

　ゲームを消し、ダイニングへ戻ると三人の怒ど声せいにも聞こえる声が響ひびいていた。

「いい？　こういうのは息の合っている二人が真ん中がいいのよ。ヒイロの隣に座って三ヶ月。つまり、私とヒイロが真ん中って事よ！　異論は認めないわ！」

「梨香様、それは納なつ得とくできないです！　大体、夜は皆みんなで寝ねているですから、そんなのは理由にならないです！　百歩譲ゆずったとしても、普段は隣にいるのなら、今回ぐらい奏に譲ってくれてもいいはずです！」

「そうですわ！　いつもいつも梨香さんの匂においをクンカクンカしているヒイロ君なんて放ほうっておいて、わたくしにクンカクンカさせてください！」

[image: ]

　……まだやってたんだ。ってか咲姫先輩の理由ってもはや四人五脚きやく関係なくない？　しかも僕、そんな変態行動してないし！

「あっ、ヒイロ！　あんたからも二人に言ってやってよ！　自分の隣は私がいいって！」

　梨香さんがいつもとは違ちがう剣けん幕まくで僕に迫ってくる。気づけば僕の腕うでを摑つかみ、目と鼻の先で真しん剣けんな目をして訴うつたえていた。

　腕に柔やわらかい感かん触しよくと、梨香さんの可愛かわいい顔が目の前。しばらく放置してていいですか？

「ヒイロ様！　ヒイロ様は奏とがいいですよねっ!?」

　続いて奏ちゃんも僕へ言い寄ってきた。梨香さんと同じように逆の腕に抱きつき、上うわ目め遣づかいで僕を見ている。

　うん、これは放置という選せん択たくが正解！　しばらく──いや、無理だ！　正面で恐おそろしい物を持っている咲姫先輩がいる！

　決して軽くはないであろう鉄製のそれは、巨きよ大だいなバットにトゲトゲが付いた禍まが々まがしい得物。昔話で体が赤や青や黄色で、虎とら柄がらのパンツを穿はいたやつが持っている物を想像していただければと。一体、どこからそれ出したのっ!?　本当に咲姫先輩は鈍どん器きとか軽々しく召しよう喚かんしすぎ！

　鬼おにに金棒ならぬ、美少女に金棒。これほど不ふ釣つり合いな組み合わせも無いと思う。咲姫先輩が笑え顔がおを見せながら、金棒を片手で担かつぎ上げる。ドスンという音が聞こえ、床ゆかが沈しずんだのは気のせいじゃないのね？

　……笑顔が怖こわいって表現をよく見るけど、体験すると本当に恐ろしい事が分かる。背筋が凍こおりそうになり、手足の感覚が徐じよ々じよに無くなってきて、内臓が締しめ付けられている様で、死を連想した。今の一いつ瞬しゆんで、これまでの人生を五回も振ふり返ったよ。

「さて、お二人のおっぱいの感触をいつまで楽しんでいるのかしら？」

　咲姫先輩の発言に反応し、二人が各おの々おの反応を示す。

　奏ちゃんは気にせず。いや、むしろ意識して抱きつく力を強めている気がする。胸むな元もとが大きく開いているメイド服。見える谷間が、押し付けられて少しだけ形が変わった。意識して見ないようにしても、ついつい見てしまう。うん、これは男子ＤＮＡが反応しているのだから仕方がない。

　反対の腕に抱きついている梨香さんは、奏ちゃんの様子を見て、負けじと強く抱きついてくる。ただ違うのは、顔が真っ赤になっているので恥ずかしがっているみたいだ。恥ずかしいのなら、止やめれば──いや、止めないでください。

　両りよう腕うでに柔らかい感触。う～ん、流石さすがにそろそろ止めてもらった方がいいのかな。このままだと理性が飛びそうだ。

「はぁ、もういいですわ。存分に感触を味わってください。にしても、三人で話していても埒らちがあきませんわね。ヒイロ君に決めていただきましょうか」

「あっ、それいいです！　ヒイロ様が決めた案なら奏は文句言わないです！」

「……わ、私もそれで納得するわよ」

　三人の視線が僕に集中する。三人が話していたのって四人五脚の事だよね。僕が思う一番いい組み合わせは決まっている。

「僕と咲姫先輩が真ん中がいいと思います」

「却きやつ下かっ!!」「却下ですっ!!」「却下ですわっ!!」

「皆、ちょっと前に言った事を思い出そうか！」

　納得するだの言ってたくせに、考える間も無く却下って……。

「どうして咲姫先輩とヒイロが真ん中なのよ？」

「単純ですよ。今の現状がそのままの答えです」

　梨香さんの問いかけに答えるが、梨香さんと奏ちゃんは頭にクエスチョンマークを並べている。客観的に見る事のできる咲姫先輩には、僕の言いたい事が伝わっているようだ。

「まぁ、考えれば当然の判断ですわね。仕方がありませんわ。わたくしはそれでいいです」

　意外にも咲姫先輩はすんなりと僕の意見を聞き入れた。気のせいかサバゲー以来、咲姫先輩の態度が少しだけ柔らかくなった気がする。少しだけだよ？

　今でも日常的に殴なぐられるし、鉄製の物で殴りかかってくる時はあるし。

　それでも前に比べたら、発言に棘とげが無くなって、丸くなった気がする。そのうち、槍やりでも降ってくるんじゃないかな？

　しかし、僕の腕を支配している本人たちは納得がいっていない様子だ。仕方ない、一から説明しよう。

「単純な話なんですけど。僕、梨香さん、奏ちゃんって身長差があるじゃないですか。なら同じぐらいの咲姫先輩と僕が真ん中の方がバランスが取れると思うんです」

　基本的に二に人にん三さん脚きやくも三人四脚も、身長が近い人が組む。正確には歩ほ幅はばが近い方が息を合わせやすいからだ。テレビ番組で一クラスが纏まとまってやる企き画かくがあるけど、あれも作戦として同じような物をよく目にする。

　例えば、僕と梨香さんが真ん中だと不格好な上に、不安定になってしまう。バランスも悪く勝てる勝負も勝てなくなる。

　密着している二人が、自分と僕との身長差を目測している。しばらくしてお互たがいに顔を見合わせると、僕の腕から離はなれた。……離れなくてもいいのに。

「ヒイロの言った事は理解した。け、けど！　反対側は開いてるわよねっ!?」

「そ、そうです！　反対側は奏ですっ!!」

　再び二人が僕の腕に抱きつく。うん、しばらくそのままで。

　けど、一体どうしたんだろう？　僕の隣を取るのに、何故そこまで躍やつ起きになってるんだ？

「こうなったら奏！　ジャンケンで勝負よ！」

「分かったです！　恨うらみっこ無しです！」

　その後、僕の腕に抱きついたままジャンケンを開始し、息の合った二人のジャンケンはアイコを数十回繰くり返した末。

「やったです！　奏の勝ちです！」

　腕から離れ、奏ちゃんが満面の笑みで僕の手を摑む。奏ちゃんのにぱぁと笑う顔を見るだけでこっちまで気持ちが晴れるから不思議だ。

　対して、未だに腕にしがみつく梨香さんの顔は不満そうだ。……いや、そんな涙なみだ目めの上目遣いで見られても……ドキドキするだけで何も言えないんですが。

「そ、そういえばいい加減にお腹空きません？　ぼ、僕、何か作ってきますよ！」

　話を変えようと夕飯の話題を振る。キッチンへ向かおうと一歩踏み出した瞬しゆん間かん、梨香さんの拘こう束そくが強まった。

「だ、駄だ目め！　ヒイロはキッチンへは行っちゃ駄目だから！」

　さっきの涙目はどこへやら。必死の形相で僕の行動を制止する梨香さん。

「いい？　ヒイロは明後日あさつてまでキッチンへの入室禁止！」

　朝にも出てきた明後日というキーワード。明後日に何があるっていうんだ？

　結局、夕食はデリバリーのピザで済ませた。

　そのピザを食べている時も、その後の雑談の時も、僕の部屋へ来てゲームを皆でやっている間も、同じベッドに入って眠ねむるまでの間も、一つの事が気になって仕方がなかった。

　梨香さんの表情がいつもと少しだけ違う。多分、強がって笑ってる。何に強がっているのか僕には分からない。

　分かっているのは、その梨香さんの顔を見ていると、胸の奥がモヤモヤする。

　もしかして、僕は梨香さんを…………。

　止めよう。これ以上考えるのは。多分、僕が考えつく答えは間ま違ちがっている。もう寝よう。




　いつもと変わらない土曜日の朝。

　七月に入り、すっかり夏らしくなった。半はん袖そでの服が似合う季節になり、梨香さんと咲姫先せん輩ぱいは、制服が夏服に替かわったのに合わせ、薄うす着ぎの服を着用している。奏ちゃんは相変わらずメイド服だけど、あれに薄着も何もない。




『ピ～ンポ～ン』




　ダイニングで薄着の三人に瞳ひとみを奪うばわれていると、不意にインターホンのチャイムが鳴る。家の中に備えられているスピーカーが来訪者の声を僕たちに伝える。

『宅配便で～す』

　いつものように爺じいが外へ応対に向かう。

「またヒイロのフィギュアじゃないの？」

「いや、発送メールとか来てないですけど」

「じゃあ他ほかの宅配便？　珍めずらしいわね」

　ここへ来て三ヶ月。僕のグッズ以外に宅配便が来た経験は無い。三人も買い物は専もつぱらリアル限定だし、ネットショッピングを使うのは僕ぐらいだ。

　戻もどってきた爺が持っていたのは、十センチメートル四方の小さな段ボール箱。

「ヒイロ様宛あてにございますね。本日の日付指定で、前のお住まいに送られた物が転送されてきたようです」

　爺が何かを言っているが、僕の耳には入っていなかった。なぜならあの箱には見覚えがある。それに連なる記き憶おくが、背中に一筋の冷たい汗あせを流す。

　恐る恐る爺から受け取った箱を開く。以前と同じなら中にはあれが入っているはずだ。

「っ！　やっぱりっ!!」

　急に声を上げた僕を見て、三人が箱の中を覗のぞく。

「スマートフォンですわね。どうしてこんな物が送られてくるんですの？」

「そんな事はどうでもいいから、今すぐに鉄アレイでもなんでも出してこれを壊こわして！」

「な、何を焦あせっておりますの？　額に脂あぶら汗あせまでかいてますが？」

　あぁ、もう！　そんな雑談をしている暇ひまは──っ！




『ピ～ンポ～ン』




　……遅おそかった。

『ヒ～イロちゃ～ん。見ぃつけたぁ』

　女性特有の高い声。目の前にいる三人より少しだけ歳としを重ねた感じの声がスピーカーから出力された。僕以外の人には普ふ通つうの声に感じられただろう。

　けど僕には、地じ獄ごくからの手招き声にしか聞こえなかった。




『ピ～ンポ～ン』『ピ～ンポ～ン』『ピ～ンポ～ン』『ピ～ンポ～ン』『ピ～ンポ～ン』




　連打されるチャイム。その音が止やんだ時、僕は死への直行列車に乗ることになる。

「ど、どど、どうしようっ!?　ト、トイレに逃にげ込めば──っ！　いや、ドアなんて超ちよう合金でできていても壊されるっ!!　地下へ逃げても結局は袋ふくろ小こう路じだし！」

　さっきまで連打されていたチャイムが止まる。

『はあああああっ!!　でぇいっ!!』

　スピーカーからではない。壁かべ越ごしにでも伝わった気合いを一発溜ためた声。直後、何かが破は壊かいされた音がダイニングに轟とどろき響ひびく。

　玄げん関かんのドアとダイニングへ続くドアが一気に破壊された。立ち上った土つち煙けむりの中に人ひと影かげが見える。

「ヒイロちゃ～ん！　やぁっと見つけたよぉ！」

　土つち埃ぼこりから人影が飛び出す。ものすごい跳ちよう躍やくで、座っている僕に飛びかかってきた。何故なぜかジャンピングエルボーの体勢で。それも満面の笑えみで。

「ガハッ……！」

　僕の鳩尾みぞおちに肘ひじが直ちよく撃げきする。内臓が圧あつ迫ぱくされ、息ができない上に声も出ない。

「もう半年ぶりぐらいだよぉ！　ち～っとも顔を見せないんだからぁ！」

　仰あお向むけに倒たおれた僕を抱だきしめ、胸に顔を擦こすり付けているのは、とても見覚えのある顔。

　肩けん胛こう骨こつ辺りまで伸のびたふわっとした髪かみ。童顔の丸顔で、顔だけ見れば少なくとも年上には見えない。体つきは奏ちゃんを大きくした感じだが、性的な部分はちっとも反応しない。

「……ちょ、ちょっと何っ!?　何が起きたのっ!?　で、ヒイロは何も言わないでその人を抱きしめてるのっ!?」

　今起きた現実に頭が追いついた梨香さんが慌あわてふためいている。いや、僕は抱きしめてないし、言い訳もしたい。でも声がね、出ないんですよ。

「こ、この女性、三次元の方ですわよねっ!?　わ、わたくしが可愛かわいいと思うなんてどうなっておりますのっ!?」

　……可愛い？　これが？　客観的に見たら可愛いのか？

「ひ、ひどいですヒイロ様。こんな可愛い人と知り合いなのに奏たちを三次元こつちへ呼んだなんて」

「そ、そうよ！　この人とどういう関係よっ!?」

　ちょっと待って。奏ちゃんと梨香さんは何を言っているの？

「あたしですかぁ？　あたしはヒイロちゃんと生しよう涯がいを共にする者ですぅ」

「……な、なな、な、なんですってぇっ!?」

　何を言ってるんだ、この人は。

　内臓がようやく落ち着き、息が吸い込める。

「ちょっとヒイロ！　どういう事かキチンと説明しなさい！」

「説明も何も、さっきあたしが言った通りですよぉ」

「あ、あなたには訊きいてない！　私はヒイロに訊いてるの！」

「そういう貴女あなたはヒイロちゃんの──」

　僕の胸に埋うずめていた顔を梨香さんへ向けると同時、瞳の色が変わる。

「きゃあぁぁぁっ！　何、この可愛いの！」

「へっ!?　きゃっ!!」

　僕から離れ、梨香さんを両手で担かつぎ上げる。なんの比ひ喩ゆもなく、言葉通り。女の子が女の子を軽々と担ぎ上げている。

「わぁ！　こっちも可愛い！」

「な、なんですっ!?」

　梨香さんを片手に抱かかえ直し、今度は奏ちゃんを抱え上げる。

「な、なんなのよ、この人はっ!?」

「あぁ！　そっちも可愛いけど手が足りないよぉ！」

　咲姫先輩を見ながら恨めしそうに叫さけんでいる。

「だったらわたくしが貴女を抱えますわ！」

　なんだか変な流れになってるなぁ。

　気になるのが、抱えられている梨香さんと奏ちゃんの服装。奏ちゃんはいつものメイド服で、梨香さんはフリルのミニスカートなわけで。こっちから下着が丸見えなんだよね。

　……奏ちゃんが水色で梨香さんがピンクっと。

「ちょ、ヒイロ！　あんた、私のパンツ見たでしょっ!?」

「………………………………………………………………………………見てませんよ？」

「今の間は何よっ!?」

　まぁ、二人の下着の色に関しては、脳内ＨＤＤに保存しておこう。いつでも閲えつ覧らんできるようにしておかないとね。

「日ひ月づき姉さん。とりあえず二人を降ろして」

「えぇ～。ヒイロちゃんが買った物でしょ～？　お姉ちゃんに譲ゆずってよぉ？」

「買ってないし！　凄すごく失礼だから、それ！」

　日月姉さんが残念そうに二人を降ろす。床ゆかに降ろされて女の子座りをしている梨香さんが驚おどろいた顔のまま僕を見上げていた。この人を紹しよう介かいしなさいって目をしてる。

　あの手紙を受け取った日から、この日が来る可能性は考えていたけれど、できれば紹介する日が来ないでほしかった。

「改めて紹介します。僕の姉さんです」

「初めましてぇ～。真藤日月で～すぅ。ヒイロちゃんとは生涯を共にする約束をしたものですぅ～」

「はぁ……。ご覧の通り、バカで変態です」

「それはさっき体験したわ。咲姫先輩に近いものを感じたから」

「ちょっと梨香さんっ!?　それはどういう意味ですのっ!?」

「えっ？　あれ？　私が持つ咲姫先輩の認にん識しきって間違ってるの？」

　いや、梨香さんの認識は間違ってない。咲姫先輩は変態というカテゴリーで正しい。

「ヒイロ君のお姉さん。美少女を誘ゆう拐かいして育成したいのって普通ですわよね？」

「普通ですねぇ～！」

「「普通じゃないから！」」

　認めて良い趣しゆ味み嗜し好こうを完全に超こえてるよ！

「そうそう、ヒイロちゃ～ん。そんな事よりぃ～」

　日月姉さんが僕に話をふる。脳内で半年前に経験した事が鮮せん明めいに思い出された。

　年明けに僕は家に帰らず、一人で正月を過ごしていた。両親との約束で年末か年始には帰る約束だったのに、僕はそれを無視し、さらには家族に内ない緒しよで引っ越こしまでしていた。

　冬休みが終わり、学校が始まった後、僕のもとに日月姉さんがやってきて、気づいたら意識が無くなり、目覚めると……。

　おそらく日月姉さんは、前回と同じように僕を……。なんとか逃げないとヤバイ。

「……僕、今から用事が……」

「この三体の高性能アンドロイドをどこで買ったのぉ～？　お姉ちゃんも欲ほしいぃ～！」

「身構えた僕がバカだったよっ!!　三人は正しよう真しん正しよう銘めい、生身の人間だから！」

「ふ～ん。じゃあ誘拐していぃ～？」

「じゃあって何っ!?　いいわけないでしょっ!?　日月姉さん、何言ってんのっ!?」

「だってぇ～、ヒイロちゃんだって誘拐してきたんでしょぉ？　ならお姉ちゃんが誘拐してもＯＫだよねぇ～？」

「弟を犯罪者扱あつかいって……」

　本当に頭が痛い姉だ。たとえ誘拐していても、誘拐していい理由にはならないよね。

「さて、美少女を連れて帰りたいっていう本題は置いといてぇ～。ヒイロちゃ～ん。手紙が届いたはずだけど、どうして帰ってこないのかなぁ～？　お父さんだけじゃなく、あたしも訊きたい事ができたからぁ～。三人にも来てもらうことにするねぇ～」

　日月姉さんの顔が目の前に迫せまる。そして、腹部に痛つう烈れつな痛み。ここで僕の意識は完全にブラックアウトした。







　第二章　嫌いな理由







　意識が途と切ぎれてから、どのぐらいの時間が経たったかは分からない。意識がはっきりしても目を開ける気にはならなかった。

　半年前も同じ流れで、僕は連行されている。地獄という名がふさわしい場所に。僕が恐おそれる『あの人』がいる場所へ。

　嫌いやな記き憶おくを鮮明に思い出し、全身が身み震ぶるいを起こす。

　……こうしていても仕方がない。

　ゆっくりと目を開けると、そこには十五年、毎朝見ていた天てん井じようが広がっていた。

　寝ねているのは僕の部屋にあるベッド。今、皆みんなで住んでいる部屋のではなく実家にある僕の部屋。

「……はぁ。半年前と全く同じか」

　上半身を起こし、辺りを見み渡わたす。自作のＰＣが置かれたＰＣデスク、フィギュアが並ぶ棚たな、タペストリーとポスターが飾かざられた壁かべ、ＢブルーＤレイが綺き麗れいに並べられているケース。何一つとして変わっていない。

「ふふっ、ふふふふっ、ふふふふふふふふっ、ふふふふふふふふふふふふふふふふっ」

　薄うす気き味み悪く笑いながら、背中を丸めて勉強机に向かう人ひと影かげも相変わらずだった。

　ボサボサの髪を誤ご魔ま化かすように、黄色のキャップを深く被かぶり、一心不乱に原げん稿こうを書く姿には狂きよう気きすら感じてしまう。背中にどす黒いオーラが見えるのは気のせいじゃないはず。

「兄さんにクラスの花はな咲さき君が攻せめ『だ、駄だ目めだよ。こんな人が居る場所で……』『本当は嬉うれしいんだろ？』と台詞せりふを返す。そして──」

「陽和ひよりも相変わらずだね」

　僕の声に反応して慌てて振ふり返る妹の陽和。

「……お、おお、起きてたなら、い、いい、言ってよ」

　そして動どう揺ようするような感じで返答するのも相変わらず。僕に対してだけずっとこんな感じなんだよね。

「別に言わなくても。そもそも僕の部屋だし。陽和、訊きたいんだけど」

「……な、なな、何？」

「毎度の事ながら僕が寝ている時に、僕の部屋でＢＬの原稿を書くのは何故なの？」

　昔っからそうだった。二学年下の陽和が自主制作のＢＬ本を書きだしたのは、小学校高学年だったと思う。

　他ほかの娯ご楽らくをやる際には自室を使うのに、何故なぜかＢＬ本を手がける時だけ僕の部屋に来る。それも決まって寝ている時限定で。

　そういえばそのぐらいからかな？　陽和が僕にしどろもどろになりだしたのって。

「……い、いい、意味はな、なな、ない！　ヒ、ヒヒ、ヒイロ兄さんのＮＴＲ寝取られを──」

　そう言って陽和は部屋から出ていってしまう。毎度の事ながら意味が分からない妹だ。

　いや、妹だけじゃないか。三つ年上の日ひ月づき姉さんもよく分からないし、母さんもよく分からない。この家にいる女性陣じんは本当によく分からない。

　まぁ、他人のことはいいか。問題は自分の事だ。……リビングに行くのが憂ゆう鬱うつだよ……。やっぱりもう一ひと眠ねむりするかな？

　二階にある自分の部屋の窓から覗のぞく景色を見て、布ふ団とんに入ろうと思った時だった。

『ヒイロちゃんの好みぃ～？』

「ん？　今のって日月姉さんの声かな？」

　真下にある来客用の和室から日月姉さんのものと思われる声（母さん、日月姉さん、陽和の声は似ていて壁かべ越ごしだと判断に困ることがある）が誰だれかと話している。

『こ、こんな事、本人には訊きけませんし……ヒイロの好みが知りたいんです！』

　今のは梨り香かさん？　そういえば三人にも訊きたい事があるから連れてくるみたいな事を言ってたっけ。ガールズトークっぽいけど、なんの話をしてるんだ？

『そうねぇ～。大人っぽい黒や赤のレースなんてのは駄目ねぇ～。ピンクか水色のストライプが好みだと思うなぁ～』

『な、なるほど。後で爺じいに頼たのんで注文して貰もらわないと』

　寝ていられない！　なんの話をしているか分かったけど！　間ま違ちがっていないだけに放置できない！　後は緑なんかもいいと思います！

　襖ふすまを開け、階段を駆かけ下り和室に顔を出す。そこには畳たたみの上に座る七人の姿があった。

　今、一いつ緒しよに住んでいる梨香さん、奏かなでちゃん、咲さ姫き先せん輩ぱいの三人。

　そして僕の家族が勢せい揃ぞろいしている。三つ年上の日月姉さん。二つ年下の陽和。そして僕の両親である父さんと母さん。

　髪かみの毛を短く角かく刈がりに揃そろえ、膨ふくらんだ筋肉で丸太のような腕うでや足をした四十越えた男には見えない父と、長い髪にパーマを当て、家族を指して言いたくはないが、四十目前には見えない母。

　母さんと日月姉さんは本当に生き写しって感じだよな。歳としを重ねていくに連れ、母さんに似ていく。

　そしてこの父親。この人こそが僕が恐れる『あの人』だ。逆らう事さえ許されない。いや、違ちがうな。幼少期からの刷すり込みで、体が逆らう事を拒きよ絶ぜつしているんだ。そんな父さんがいる前で、僕の好みの下着が何かなんて話をしないでほしい。

「座れ、スパヒロ」

「ちょ、父さん！　その呼び方は──」

「座れ」

「……はい」

　僕の意思とは関係なく、体が言う事をきいてしまう。刷り込みってのは恐ろしい。

　縞しまパンが大好きだという弁解の余地が奪うばわれてしまった。……いや、縞パンは大好きだから弁解する必要ないのかな？

「申し開きの機会は与あたえない」

「ちょ、ちょっと父さん？　せめて何かを言う場ぐらいはいただきたいのですけど……」

「なるほど。聞く気はないが、言い訳があるのなら話してみろ」

「……聞く気がないのに話してみろって」

　父さんが言っているのは、縞パンの事ではなく勝手に引っ越した事だろう。半年前にも同じ事があったから、父さんの怒いかりも納なつ得とくできる。

　口座への仕送りから家賃を払はらっていた僕は、少しでもアニメグッズやゲームを多く買うために、父さんが見つけてくれたアパートより安いアパートへ勝手に引っ越した。それを家族へ連れん絡らくしていなかった。家族から少しでも距きよ離りを置きたかったのも理由の一つだけど。

　そして今回と同じような事が起きる。僕宛あてにスマホの入った宅配便を福ふく音いん学園へ送り、ＧＰＳ機能を駆く使しして引っ越し先を探し当てた。その時も日月姉さんがやってきて、意識を落とされて実家へと連行されたってわけです。

　あれ以降、勝手に引っ越しをしないかの確認の為ために、通帳は実家に預けられ、家賃や光熱費は引き落とし。

　この間、父さんからの手紙が届いても家に帰らなかったのは、痛い目を見るのが分かっていたからだ。

　結局は同じように、気絶させられて連行されてるんですけどね。

「あの時、俺はお前にしっかりとお灸きゆうをすえたつもりだったのだが甘かったな」

「はい。ごめんなさい」

　考えるより先に謝罪の言葉が出る。下手へたに抵てい抗こうしても後が怖こわいだけと分かっているんだ。

「反省とは言葉ではなく、態度で示すものだ」

「はい。そうだと思います」

「そもそもだ。パンツも良いが、活発な女の子が穿はくスパッツには劣おとる」

「は……い？」

　あれ？　この人は何を言い出した？

「戦隊ヒーローの紅一点のピンクがミニスカートを着用し、ちらりとスパッツが見え一瞬しゆん『今のはパンツかな？』と思わせるあの魅み力りよくは計り知れない」

「あ、あの……父さん？」

　若い女の子も居る前で何を語り出した、この人っ!?

　これは止めないと！　親として、大人としての威い厳げんを保ってあげられそうにない！

「あ、あのね父さん。スパッツに対する熱意は伝わったから」

「ではスパヒロ。今度はお前のターンだ。縞パンへの熱意を伝えてみろ」

「二次元にだけ許された装備ですね。三次元にも存在しているかもしれませんが、着用は認められていません。二次元並みの可愛かわいい女の子のみ着用を許してもいいです。三次元は縞パン禁止と法律で決めていただきたい案件ですね。

　二次元にだけ許されたとは言いましたが、二次元のキャラクターなら誰でもいいのではありません。綺麗系のお姉様キャラが穿いてもいいのかもしれませんが、可愛い系の童顔キャラが穿いた時、縞パンの真価は発揮されるのです。

　そして、強気なヒロインが身に着けている場合、縞パンの魅力が引き立つイベント発生です。

　風にスカートが煽あおられラッキーなことに縞パンを見た主人公に、頰ほおを染めたヒロインが蹴けりの一発を放つ。このパターンは非常に多い。

　しかしです！　キック一発の代だい償しようとしてもう一度拝見できるのですから、羨うらやましい限りです。『代われよ、主人公。いや、代わってください』と何度、口に出して言った事か。

　白が地の色なのか、それとも他た色しよくが地なのかという永遠に解明されない、いいや、永遠に求め続ける事のできる神秘があのストライプには詰つまっているんです。

　縞パンで重要なのは縞の太さ。ラインは細すぎては駄目なんです。逆も然しかりで太すぎても駄目。言っておきますが、縞パンは横よこ縞じまだからこそ縞パンなわけです。縦たて縞じま？　おっさんのトランクスです、それ。

　まさに夢やロマン。縞パンと書いてルビはドリームかロマンとが適切かと。

　王道の縞パンは白と水色ですが、僕個人としては白とピンク色が好みです。だが、緑も捨てがたいですよね！」

「ヒ、ヒイロ……。あんた、どれだけストライプ柄がらに思い入れあるのよ」

　し、しまった！　父さんを止めるつもりが、縞パンについて一ページ以上も熱く語っちゃったよ！　梨香さんが完全に引いてる！

「相変わらずアタシの息むす子こは超ちよう弩ど級きゆうの変態さんね」

　父さんの横で頰に手を当てながら、母さんが微笑ほほえんでいた。この家の女性陣にだけは変態って言われたくないけど、置いておこう。

「訊きたいのだけれど、お嬢じようさんたちは年上との百合ゆりはＯＫな子たち？　もしＯＫならヒロちゃんのお姉ちゃんとしてみない？　その光景を見て楽しみたいんだけれど」

「母さん、駄目に決まってるでしょっ!?　そんなの僕が認めないよっ!?」

　ほら、変態だ。

「ヒロちゃんはケチね。ヒロちゃんは毎日、取っ替かえ引っ替えのくせに」

　できる事なら、三人を家族に会わせたくなかった。余計な事を言うし、本当の意味で手に負えないし。僕も被ひ害がいを受けるけど、三人にも被害が及およぶのが容易に想像がつく。

「ヒイロ君、一ついいかしら？」

　僕たちのやりとりを黙だまって見ていた咲姫先輩が口を開く。

「なんですか？」

「お父様が貴方あなたの事を『スパヒロ』と呼ぶのは何故？」

　訊かれるとは思っていたけど、できれば話したくない。すごくばからしい理由だからね。

「理由は簡単だ。こいつの正式名めい称しようは『真しん藤どうスーパーヒーロー』だからな。長くて面めん倒どうだから略して『スパヒロ』と呼んでいる」

「父さん！　堂々と噓うそをつかないで！　戸こ籍せき上も真藤ヒイロだよ！」

　そんな名であってたまるか！　そんな名前を受理する役所があったら見てみたいし、絶対にイジメられるよ、そんな奴やつ！　そんな名前じゃなくても、イジメられているような気はするけど……。うん、気のせいだ。

「違うのよ。この人、スーパーヒーローが好きでね」

　柔やわらかく落ち着いた口調で母さんが説明を始める。

「男の子が生まれたら絶対にヒーローの様に育てるって言ってたのよ。それで長男のこの子が生まれた時『スーパーヒーロー』ってつけそうになったの。お義父とうさんが止めてくれなきゃ、確実になっていたわね」

　まともな爺ちゃんで本当に良かった。って！

「か、母さん！　なんでブラウスを脱ぬごうとしているのっ!?」

「来月のコミケに着てく衣装をヒロちゃんに見てほしいと思って。駄だ目めかしら？」

「駄目に決まってるでしょ！　節度ってものを考えて！」

「ならあたしも着き替がえるぅ～。ヒイロちゃんにせくしぃなあたしを見てもらうぅ～」

「日月姉さんまでＴシャツを脱ごうとするな！」

　なんで恥はじらいってものがないんだっ!?　家族だからって限度があるでしょ！

「では、スパヒロ。隣となりの道場へ行って男同士の会話といくか」

「あっ……」

　……ついに来たか。分かっていたけど。この日に備えて体を鍛きたえてはいたけど。

　子供の頃ころから戦隊物の特とく撮さつに憧あこがれていた父さんは、ありとあらゆる格かく闘とう技ぎを習い始め、今では師し範はん代だいの資格をいくつも持つ格闘技のプロだ。

　僕たちは、物心つく頃には父さんに鍛えられた。けど、日月姉さんや陽和と僕の鍛え方は違っていた。

　二人は攻こう撃げきの特訓ばかりでかなり強い。その証しよう拠こに、梨香さんの家に来た時のドア破は壊かい。一いち撃げきで玄げん関かんと内ドアを一気に破壊するほどの威い力りよくを持つ。陽和もそこまでではないが、僕より強いのは確かだ。

　それに対して僕は防ぼう御ぎよの特訓というか、耐たえる特訓ばかりだったんだよね。殴なぐられて耐える。叩たたきつけられて耐える。ロープで滝たきの上から吊つるされて耐える。おかげで普ふ通つうの人より頑がん丈じようで、回復力が高くなっているから感謝してはいるけど。

「では行くぞ、スパヒロ」

「……はい」

　拒きよ否ひしても気絶させられて道場に連れていかれるだけ。素す直なおに父さんの後をついていく。果たして何本骨が折れるか。いや、残った本数数えた方が早いかも……。

　帰ってくる度たびにこれだもん。そりゃあ、引っ越こした事を黙っていたくなるよ。




　ヒイロ、大だい丈じよう夫ぶかな？　隣にある道場から人が叩きつけられているような轟ごう音おんしか聞こえないんだけど。

「女だけの場になって丁度いいわね」

　窓の外に見える道場を見ていると、ヒイロのお母さんが不意に呟つぶやく。

　なんでも見み透すかしているような瞳ひとみ。正直、この手の人は苦手な部類に入る。

　私は人より素直じゃない。……ううん、素直になれない。それは自分に対しても。だから、自分の気持ちにさえ自信が持てない時がある。

　だから、自分でさえ分からない自分の事を見透かすような瞳は苦手だ。

「で？　誰だれがヒロちゃんの彼女なのかしら？」

　直球すぎる質問に目が点になる。それは奏も、咲姫先せん輩ぱいも同様だったらしく思わず三人で顔を見合わせた。

「なるほどぉ～。誰も弟のヒイロちゃんとは特別な関係ってわけじゃないのねぇ～」

「そ、そうですね。……そ、その……」

「でも久く檀だん梨香さんはウチと同じで兄さんが好き。ヒシヒシと伝わる。滅めつ殺さつしたくなるぐらい」

　お母さんだけじゃなかった。姉も妹もストレートすぎる。この家族、直球すぎて苦手。

「そうですわね。残念な事に梨香さんはヒイロ君が好きですわね」

「ちょ、ちょっと咲姫先輩！」

「何を誤ご魔ま化かすことがあるですか？　梨香様はヒイロ様が好きです！　いいえ、大好きです！　奏もヒイロ様は好きですが、梨香様には及ばないです！」

「か、奏まで……！」

　三人に影えい響きようされたのか、二人がいつもと違ちがう。どうして私、こんな追い込まれてるの？

「え、えっと……その……」

　ヒイロの事をどう思っているかって、そんなのは決まっている。そう、決まっている。

　自分の気持ちに素直になると不思議と落ち着いて、自問自答をしていた。

　さっき私は言い訳をしようとしていた。それってなんの言い訳？　誰に対して、言い訳をするの？

「私は……」

　一人っ子の私は、ヒイロのお姉さんや妹さんみたいに、弟や兄へ好意を持った相手と会う機会はない。

　これは想像だけど、もし大切にしている兄や弟がいて、好意を寄せる相手と会うことがあったら、どんな相手かキチンと見たいはず。

「『私は……』の続きはどんな言葉が出てくるのかしら？」

　微笑みながら、ヒイロのお母さんは私を見つめている。

　いつか、私にも子供ができて同じような心境になる日が来るかもしれない。それを考えると、噓のある言葉は口にできない気がした。

　ヒイロみたいに思った事を口にするのは勇気がいる事だ。

　ミスコンの時、プールから助けてくれたヒイロが言ったように。

　サバゲーの時、単なる景品のような理由で告白された事に怒おこり、ヒイロが叫さけんだように。

　そんなヒイロをどう思っているか。ヒイロみたいに、私も偽いつわりのない言葉を口にしたい。

「……好き……です」

　情けなくなる。ようやく振ふり絞しぼれたのに、今にも消えそうな声しか出ない。

　聞こえなかったと言いたげな顔で微笑みながら、真藤家の女子三人が私の顔を覗のぞく。少し苛いらついた気持ちが湧わいたけど、もう一度チャンスを貰もらえた気がして、

「私は、真藤ヒイロ君が好きです」

　今度こそはっきりと口にした。

　私の気持ちを聞いて、嬉うれしそうに笑うお母さんとお姉さん。

「そう。あんな変態の息子を好きになってくれて嬉しいわ」

「生しよう涯がいモテ期なんて無む縁えんの弟だと思っていたのにぃ～。生身の人間じゃないとはいえ、梨香さんはあたしと陽和ちゃんの正式ライバル決定！　あっ、もしヒイロちゃんの事を諦あきらめたら、いつでもあたしのところへ来ていいからぁ～。いっつでも大だい歓かん迎げいよぉ～！」

　この人は私の一大告白の後に何を言っているんだろう？

「久檀梨香さん。早さつ急きゆうなお願いがある」

「陽和ちゃん、だっけ？　何？」

　キャップの奥で光る眼。どんな頼たのみ事をされるのかドキドキする。

「早いところ兄さんそっくりの子供を産んでほしい。父さんと兄さんの創作物から、兄さんと甥おいっ子の創作物へ早くシフトしたい」

　確信した。この人たちは間ま違ちがいなくヒイロの家族だ。所々に摑つかめない部分が垣かい間ま見える。

　言っている意味、分かってるのかな？　それってつまり……うん、考えるのを止やめよう。絶対に気絶する。

「それにしても、貴女あなたたちのおかげね。中学であんな酷ひどい目にあったヒロちゃんが、二次元じゃなく、現実の女の子と仲良くなれてるのは」

　お母さんの言葉に奏がいの一番に反応する。

「中学の時？　ヒイロ様、何かあったですか？」

　真藤家の女子三人が顔を見合わせ小さく頷うなずく。お姉さんが立ち上がり、キッチンへ向かうとお母さんの表情が少しだけ変わった。

　さっきまでの人を見る目ではなく、昔を振り返っているような目。軽く息を吸い込み、

「三人とも優やさしい子みたいだし。少しだけ長くなるけど話しておこうかしら」

　そう前置きをした。お姉さんがキッチンから人数分の麦茶を持って戻もどってきた。

「どうぞぉ～」

　差し出された麦茶を受け取り、口に含ふくむ。

　もう初夏の陽気で、窓の外から入る太陽の光で室温が高い。エアコンのないこの部屋で喋しやべっていたのと、自分の気持ちを口にする緊きん張ちようで口の中が渇かわいていた。

　水分が喉のどを通り、体の中に染しみ込むように流れていくのが分かる。思わず一気に飲み干してしまった。

「丁度、この時期だったのよねぇ～。ヒイロちゃんが変な事を言ったのはぁ～」

　氷だけが残ったコップから、座り直したお姉さんへ視線が動く。さっきのお母さんと一いつ緒しよで過去を振り返るような目をしていた。

「うん。兄さんが帰ってくるなり『やっぱり二次元の女の子って最高』って口にしたのをはっきりと覚えている」

「……あら？　それってヒイロ君にとっては当たり前なのでは？」

　妹さんの発言に咲姫先輩が疑問を浮うかべた。

　いいや、咲姫先輩だけじゃない。私も奏もだ。

　元々、二次元だった私たちを呼んだ事や、家に届くフィギュアやグッズを見て喜ぶ姿を見ていると「やっぱり二次元の女の子って最高」とヒイロが口にすることになんの違い和わ感かんもなく思える。

「誰に語るわけでもなく、椅い子すに座った途と端たんに言ったとしたらどうかしら？」

　お母さんに言われて少し考えてみる。

　……うん、やっぱりヒイロだ。ゲームをしている時に可愛かわいい女の子を見ては興奮しているヒイロそのもの。特に巨きよ乳にゆうキャラに反応している時は、苛いら々いらして仕方がない。

「どうやら貴女たちの中にいるヒロちゃんはそんな感じなのね」

「失礼ですけど、そうです」

「まぁ、あの子の今現在の変態としての評価はいいとして。二年前の今いま頃ごろ、ヒロちゃんに好きな女の子がいたのよ。……三人とも『あはは、ヒイロが二次元の美少女が好きなんていつもの事じゃん』的な目で見ないでくれるかしら。立派な三次元の女の子よ」

　お母さんが言った言葉に驚おどろいて、持っていたコップを畳たたみの上に落としてしまった。割れなくて良かったけど、驚きは収まらない。

　あのヒイロが？　三次元の女の子を好きになった？　あり得ない。

「後で聞いた話なんだけどね。好きになった相手が悪かったの」

　私が落としたコップを片付けながら、お母さんは続ける。

「あの子、好きって言えなくて好きな子をずっと目で追ってたらしくて。そしたらその子が『私の事が好きとかだったら止めて。キモイから』って」

「は、はぁっ!?　何よ、それ！　ひどいってもんじゃないわよっ!!」

　反射的に敬語になっていない言葉が口に出る。

「そうです！　それってひどすぎです！」

「別に何をしたというわけでもないのにその態度はありませんわね。女性として、人として有り得ませんわ」

　気づくと奏と咲姫先輩も思った事をそのまま口にしてた。奏なんて両手で拳こぶしを作ってまで怒おこっている。

「許せません！　主あるじたるヒイロ様をバカにしたその女はどこにいるですかっ!?」

　昔のことだから、と怒りが収まらない奏を慰なぐさめるお姉さん。

　でも奏の気持ちは痛いほど分かる。私だって許せない。昔のことだからという理由で終わる話じゃない。

「本当にいい人たち。兄さんの為ために怒ってくれるなんて」

「どうしてかしら？　当たり前だと思いますわよ？」

「「えっ？」」

　今、咲姫先輩なんて言った？　普ふ段だんは目に入らない塵ちりや埃ほこり程度にしか思っていないヒイロを擁よう護ごしたように聞こえたんだけど。

「……あっ、いや。あ、あれですわよ？　ヒイロ君をバカにされたから怒っているわけではなく、人として、してはいけない事を友人にされ、腹が立つのは当然という意味で当たり前と言っているのですわ！」

　自分の発言の意味を振り返り、大おお慌あわてで弁解している。

　この場にヒイロがいなくてよかった。いたら咲姫先輩の慌あわてっぷりに興奮しそうだ。

「話が逸それたわね。その子はヒロちゃんがオタクって事を知ってて、嫌いやだったみたいなの。それで終わってれば良かったのだけれど」

「まだ続きがあるんですか？」

　完全な苦にが笑わらいを見せるお母さん。その苦笑いの理由は次の発言で理解できた。

「その女の子がリーダーのような子だったらしくてね。ヒロちゃん、女子から酷いイジメに遭あってたのよ」

　自分の子供がイジメに遭っていたら、誰だれだって嫌に決まっている。まだ子供を産んでいない私にだって容易に想像がつく。

　それを口にするのだって嫌なはずだ。そりゃあ苦笑いにだってなる。

「イジメに遭っていた事を知ったのは、しばらく経たってからだったわ。他ほかにも色んな理由はあったとは思うのだけれど、家から通える高校を選ばず、遠くの福音学園を選んだのは地元にいるのが嫌だったからだと思うの」

　お姉さんに連れられてきたけど、ここまで福音駅で電車に乗って一時間半。駅から車で四十分以上と結構な時間がかかった。どうしてあんな遠くの福音学園を選んだか疑問だったけど、ようやく合が点てんがいった。

　だけど今度は違ちがう疑問が浮かぶ。ヒイロはオタクである事がばれて、嫌な中学校生活をしたはず。それなのにわざわざ福音学園で『オタク同好会』を立ち上げた事だ。

　私なら同じような思いをしたくなくて、ひた隠かくしにすると思う。

　そういえば筒つつ本もとさんが元オタクで、それを隠しているような話を聞いた。筒本さんの味方をする気はないけど、それが一いつ般ぱん的な考え方な気がする。

　その疑問を三人に問いかけると、嬉しそうに笑っていた。

「兄さん、一緒に笑える人が欲しかったんだと思う。中三の時、ほとんど笑わなくなってたから。でも、今ならきっと作らない」

「どうして？」

「だって、楽しそうな生活してるからぁ～。久檀さん、海み凪なぎさん、夜や華ばなさんと暮らして楽しくないわけ無いと思うわぁ～」

　そういえば田た丸まるがぼやいていた。「二年になってから会長の同好会出席率が悪すぎる！」って。それはつまり、妹さんが言った通りなのかもしれない。

　もしそうなら、私は嬉しい。好きな人が、私たちと一緒にいて楽しいと思ってくれるのなら、こんなに喜べる事はない。

「年明けに帰ってきた時も前に比べたら元気だったけど、まだ陰かげがあったから少しだけ心配だったの。でも、今日のヒロちゃん見て、そんなの杞き憂ゆうだって分かったんだもの。それは間違いなく貴女たち三人のおかげね。母親としてお礼を言うわ。ありがとう」

　お母さんの言葉に思わず顔が綻ほころぶ。この人、苦手って言ったけど良い人かも。

「普ふ通つうの子に比べたら、エッチな部類に入る子だと思うけど、ヒロちゃんをよろしくね」

「は、はあ」

　自分の息むす子こをそうやって紹しよう介かいするのはどうなんだろう。普通なのかな？

「早く久檀さんがアタシの娘むすめにならないかしら。露ろ出しゆつの激しいちょっとエッチなコスプレを一緒にしたいわね！」

「嫌です！」

　やっぱりこの人、自己主張が強すぎて苦手。

「だったらそれは奏がやるです！　ヒイロ様は奏と約束したですよ。ずっと一緒に居てくれるって。だからヒイロ様のお母様！　そういう役目は奏に任せるです！」

　奏の表情に僅わずかだけど変化があった。それを見み逃のがすヒイロのお母さんじゃない。

「そう。海凪さんもなのね」

「ほえぇ？　何がです？」

　やっぱり奏の中で、ヒイロに対する気持ちが変わっている。奏自身は気づいてはいないみたいだけど。

　自覚なんてされたら、積極的な奏は手て強ごわいライバルになる！　もっと頑がん張ばってヒイロにアピールしないと！

「後は夜華さんだけかしら」

「残念ですが、お母様。わたくしはヒイロ君に対して好意を抱いだく事は難しいと思いますわ。それはヒイロ君が悪いのではなく……」

　咲姫先せん輩ぱいが口くち籠ごもり、最後には黙だまってしまった。

「そう。でも、これだけは言わせてちょうだい」

　何も言わなくなった咲姫先輩にお母さんが助言をした。それは、私も奏も十分と言えるほど理解している事だった。

「貴女が不安に思うほど、ヒロちゃんは期待を裏切らないと思うわ。親バカと思われるかもしれないけれど、あの子は人の痛みが分かる子だから。きっと、貴女を救ってくれると思うわ。だから少しだけでいいの。あの子を信じてみない？　ね？」

　お母さんの言う通りだと思う。

　ヒイロは他人の痛みを真しん剣けんに考えてくれる。奏の奉ほう仕し癖へきの事も凄すごく真剣だった。私がミスコンでバカな事をした時も、サバゲーの時も。

　咲姫先輩も分かっているはずなのに、どうして未いまだに距きよ離りを置いているのか分からない。時々、私や奏とも一線を引いている気がするのは勘かん違ちがいじゃないと思う。

「……そう、ですわね。他のゴミ屑くずと違うというのは理解しておりますわ」

　それでも超こえられない何かが咲姫先輩の中にあるのかな？

　明日の事で少しは変わってくれれば──。

「あぁ～っ!!」

　お姉さんの登場で忘れてた！　明日の準備を急いでしなきゃ！

「奏！　咲姫先輩！　急いで帰らないと間に合わない！」

　間に合わないと思って昨日から準備していたのに！　予想外の事が起きるなんて！

「なんの話？」

　疑問を持った妹さんが問いかけてくる。私は口早に説明をする。

「そういえば明日がそうだったっけ」

「果報者ね、あの子はぁ～。こんな素す敵てきなアンドロイドに祝って貰もらえるなんてぇ～」

「じゃあ駅まで送っていくわ。ヒロちゃんはあと三時間ぐらいかかるだろうから、一人で帰らせるから」

　いや、あと三時間って……。こうやって話している間もずっと轟ごう音おんが響ひびいてたけど。

　ヒイロ、生きてるわよね？




「うぅ……」

　体中が痛い。随ずい分ぶん前に道場の隣となりにある駐ちゆう車しや場からエンジン音が聞こえたけど、母さんか姉さんが出かけたのかな？

　殴なぐられている僕を放置できるなんて……相変わらずの酷ひどい家族だ。

　次の一いち撃げきに備えるため、立ち上がり正面に立つ父さんへ構え直す。この人、後ろを向いていようが、殴ってくるからな。

「今日はここまででいいだろう」

「……へっ？」

　思いもしない言葉に妙みような声が出てしまった。

「ちょっと待っていろ」

　そう言って、父さんは道場の奥へと姿を消した。

　父さんとの会話が終わって安あん堵どし、僕はその場に腰こしを落とす。静かになった道場を自然と見回していた。この道場は小さい頃ころから何も変わらないな。

　体育館のような床ゆかに木目の壁かべ。柔じゆう道どう用の畳たたみが隅すみの方で重ねられ、その隣には父さんが着る柔道着が綺き麗れいにたたんで置いてある。父さんが向かった奥にはロッカールームとシャワールームがある。

　ここでは色々とあったなぁ。父さんに殴られ、父さんに蹴けられ、父さんに技わざを決められ、父さんにエトセトラ、エトセトラ……。痛い思い出しか出てこないのは何故なぜでしょうか？

　嫌な思い出を消し去る作業をしていると、道場の奥に引っ込んでいた父さんが、座ざ布ぶ団とんを持って戻もどってきた。

「今日は土曜だからな。夕方から空手と柔道と剣けん道どうと合気道の教え子が来る。家賃が引き落とされていなかった理由は、あの娘たちに聞いた。理由はあるようだし、千発殴ったら終わりにするつもりだったのだ。まだ九百九十八発だが終わりにしてやろう」

　桁けたがおかしい事をツッコミたいけど、きっと何も変わらないだろうな。

　広い道場に座布団が二枚。一枚に父さんが座り、もう一つに僕が座る。小さい座布団でそんなに大きくない僕でもギリギリだ。父さんなんて完全にはみ出している。

「さて、訊ききたい事がある。あの三人とはどんな関係だ？　不純異性交遊目的なら、それ相応の対応をしなければならない」

　手て錠じようを目の前に置きながら言われたら、素す直なおに言えるわけがない。

「安心しろ。監かん禁きんはしない。軟なん禁きんをするだけだ」

「さっき座布団と一いつ緒しよに重りの付いた足かせを持ってきてましたけど……」

　それを使用したら監禁だよね？

「えっと……まぁ、不純異性交遊しているわけでは無いけど……異性として凄く魅み力りよく的な人たちで……その……」

「はっきり言え。あの三人をどう思っている？」

　どうしてこう威い圧あつ的なんだろう。和なごやかな父と子の会話ができないものかな？

「う、う～ん。……大切な人たち……かな」

「……ふむ」

　父さんは僕の返答に納なつ得とくもできず、満足もできずと言いたげな感じだ。

　だってしょうがないじゃないか。それ以外に言いようがないんだもん。

「では質問を変えるとしよう。あの中に好きな子はいないのか？」

「……は、はぁっ!?」

　な、なんだ、この気持ちの悪い質問！　父さんからそんな事を訊かれるなんて！

「変な事を言っているつもりはないが？」

「いや、まぁ……そうだけど……なんか違い和わ感かんが凄い……」

「喩たとえるのなら、どんな違和感だ？」

「戦隊ヒーローで、巨きよ大だい化した怪かい人じんを倒たおすのに合体ロボットを出さないで、戦隊五人が怪人と同じように巨大化して戦うぐらいの違和感」

「それは凄すさまじい違和感だな」

　分かって貰えて何よりだ。

「だが、真面目まじめな話だ。お前はあの三人と共に住んでいると聞いた。ならば男としてのけじめをつけるべきではないのか？」

「そ、そうなのかな？」

「そうに決まっている。そもそもの話だが、お前がどうこうではない。相手が求めているのなら、応こたえなければならないだろう？」

　う～ん。父さんが言う事は分かるような、分からないような。

　そもそも、そんな上から目線で三人を見ていない。

「スパヒロは自分を過小評価する所があるが、もっと自信を持っていいと思うぞ」

　僕が何かを言う前に父さんは続けていく。

「大体、何故スパヒロという名を付けたと思っている？　お前にヒーローのようになってほしいと思って名付けたのだ。それにふさわしい行動を取れ」

　思春期の女の子と同どう棲せいみたいな事をしている時点で、その名に恥はじる生き方をしていると思う、とは言わないでおこう。

「そもそも、あんな分かりやすいサインを出されて何故、気づかない？」

「サインって？」

　え？　なんでそんな呆あきれた様な顔をしているの？

「別にアニメが好きなのは構わんが、お前自身がラブコメ主人公になってどうする？　久檀梨香の事だ」

「梨香さん？　梨香さんが何？」

「母さんと日月が見ているラブコメのアニメで、主人公が『出会いが欲しい』とぼやき男友達が主人公を殴る心境が分かる今日この頃ごろだ」

「ちょ、父さんっ!?　さっき殴るのは終わりにするって言ったよねっ!?」

「まだ二発分が残っている」

「そんな律りち儀ぎに千発を守らなくてもいいんじゃないかなっ!?」

「話が脱だつ線せんしたな。久檀梨香がお前に対してかなりの好意があるのは間ま違ちがいないだろう。それにはどう応える気だ？」

　父さんが梨香さんを見て感じた僕への好意。それは決して間違っていない。でもそれは本当の好意ではない。

　梨香さんは、未だに僕に対する偽いつわりの好意を、本当の好意だと思っている節がある。

　時々、それは本当の好意なんじゃないかって思ったりもするけど……。いや、そんなはずはない。梨香さんがする僕への行動は、偽りの気持ちから来るものなんだよ。

「なるほど。自分から好きになるのが怖こわいのだな」

　突とつ然ぜんの一言で思わず動どう揺ようする。

「……ど、どうしてそんな事」

「悪いがお前が福音学園に行くと言った後、学校で何があったか調べさせてもらった。教え子にお前と同じ歳としの子はいるからな。情報を得るには困らない。スパヒロ自身にあった事を客観的に考え、俺なりに理解したつもりでお前が福音学園へ行くことを認めた。お前は前に進む為ために逃にげた。それは恥じる行こう為いではない」

　父さんがあの事を知っていたなんて思わなかった。

　中学三年の夏休み明けに福音学園へ行きたいと言った後、しばらく父さんが返答をくれなかったのはそういう事だったのか。

　気がついたら頰ほおが緩ゆるんでいた。僕の事をそんなに考えていてくれたなんて。

「もう一度訊くぞ。久檀梨香がお前を好きなのは間違いない。それにどう応える気だ？」

　どうしたんだろう、今日の父さんは。直球すぎてどう答えたものか……。

「えっと……梨香さんが僕を好きっていうのは間違いっていうか、勘違いっていうか。だから気持ちに応えるとかそういうのはちょっと違うかなって」

　そこまで言うと父さんは思案顔になり、しばらく道場が沈ちん黙もくに沈しずむ。

　父さんは知らないけど、三人は元々この世界にはいない人だった。

　僕がどうとかじゃなくて、僕には三人を幸せにする責任がある。この世界に呼んだのは他ほかならない僕なのだから。

　未だに破られない沈黙。夏の道場は座っているだけで汗あせが滲にじんでくる。床に滴したたり落ちる汗の音が大きく聞こえた。

「スパヒロ。一ついいか？」

「ん？　何？」

　床に溜たまった汗を見つつ、父さんの次の言葉を待つ。

「勘違いでも、久檀梨香はスパヒロが好きなのだろう？」

「……え？」

　汗から父さんへ視線を向ける。

「いや、だからな。勘違いでもお前に対する『好き』という感情はあるのだろう？　勘違いから始まる恋れん愛あいなんていくらでもある。あの人は自分の事が好きかもしれない、と気に掛かけているうちに、自分がその人を好きになっている事だってある。俺がそうだった。そして母さんと結けつ婚こんした」

　父さんの言葉にただ耳を傾かたむける。

「勘かん違ちがいでもなんでも、久檀梨香はお前が好きなのだ。そしてお前はそれに気づいている」

　あれ？　それは好きに入るのかな？　い、いや……でもそれは……父さんが本当のことを知らないから言えるのであって。あの三人は普ふ通つうと違う──。

　……普通なら、梨香さんは僕の事が好きって事？　いや、でもそれだったら梨香さんの消しよう滅めつ試練はどういう事？　他に好きな人がいるはずだけど……。

　あ、あれ？　混乱してきた……。

「久檀梨香の気持ちにどう応えるか。こうは言ったが、結論を急ぐ必要は無い。どんな答えを出せば名に恥じないか考えてみろ。そうすれば自おのずと導き出されるはずだ」

　男気溢あふれるアニメで出てきそうな台詞せりふを父さんが言った。普ふ段だんならバカな事を言ってるなって思うけど、今日はその言葉が深く突つき刺ささる。

「これだけは言っておく。後はお前が一歩踏ふみ出すかどうかだ。怖がらずに自分の気持ちを打ち明けてみろ」

「……僕は……」
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「師せん匠せい、おはようございます！」

　入り口に剣道の防具を担かついで持った小学生が沢たく山さんやってきた。

「さて、教え子でない人間は道場から出ていってもらおう」

　父さんの言葉に『ここにいたらまた殴なぐられるっ!!』と体が反応し、道場を後にした。




　実家へ戻ると妹以外いなかった。母さんと姉さんが三人を駅まで送り、その後にコスプレ衣装用の布を買いに行くとかでしばらく帰って来ないらしい。

　仕方なく僕はバスで駅に向かう事にした。今からバスに乗れば、十七時ぐらいには電車に乗れそう。晩ご飯までには帰れそうだ。

　一時間に一本のバスに乗って駅へ向かう。代わり映ばえのしない畑や田んぼが続く景色を見ていると、変な事ばかり考える。……父さんがらしくない事を言うからだ。

　梨香さんは素直じゃなくて、強がりだからあんな態度だけど僕の事を好きでいてくれて。でも、それは噓うそで……。でも、噓でも好きな事には変わりがなくて。

　だったら僕はどうしたらいい？　梨香さんは嫌きらいじゃない。……というか……いや、本当にあの態度は僕が嫌いでやっている態度だとしたら……。

　いや、梨香さんの事だけ考えていたら駄だ目めだ。僕は奏ちゃんや咲姫先せん輩ぱいの幸せも考えなきゃいけない。

　でもまずは梨香さんの事を──。

「あぁーっ!!　もうっ!!」

　纏まとまらない考えに思わず叫さけぶ。

　頭を搔かき毟むしる僕に、乗客の視線が集まった。軽く咳せき払ばらいをして、視線を窓の外へ戻もどす。

　帰ったらこれからどうするか、真しん剣けんに考えよう。




　いつ帰ってくるか分からないヒイロを警けい戒かいしつつ、キッチンで明日の準備をしていた。

「それで、梨香さんはどうするんですの？」

　シンクを挟はさんで野菜を切っている咲姫先輩が呟つぶやくように言った。

「どうって？」

「いえ、ですからヒイロ君に好きと告白するのかって事ですわ」

「……な、何を言っているのよ、咲姫先輩」

「でも丁度いいと奏も思うですよ。明日はそういうイベントとしても最適ですし」

「も、もう奏まで。年上をからかうもんじゃないわよ」

　二人ともヒイロの母親に感化されすぎ。

「でも意外だったです。ヒイロ様にあんな過去があったなんて」

「そうですわね。ただの美少女好きではなかったのですわね」

　二人が言っているのは、ヒイロのイジメの事だろう。私も意外だった。

　自分の辛つらい過去を見せないくせに、私の辛かった事から救おうと頑がん張ばってくれて。

　奏も、私と同じ気持ちかもしれない。

　明日の事で少しは恩返しできるけど、個人的に何かしてあげたい。ヒイロが望む事を。

「……ヒイロが一番に望む事」

　ロールキャベツ用の挽ひき肉にくを捏こねながら、考えていた。

　ヒイロが一番に望むのは二次元の女の子と付き合って結婚する事だと思う。そういう願いで私はヒイロのもとへ来た。

　ヒイロの願いを叶かなえるのは、私じゃなくて奏でも咲姫先輩でもいい。でも、何もしないで二人のどちらかがヒイロと付き合うのだけは嫌いやだとはっきり言える。

「私……やっぱり告白しようかな」

「おぉ～っ!!　ついに決心したですねっ!!」

　私の呟きに奏が面おも白しろい表情を見せた。嬉うれしそうにしつつも、少し複雑そうな顔をしている。自覚がないのに、そういう反応はするんだ。ちょっと面白い。

「……裏切られなければいいですが」

「？　咲姫先輩？」

「ん？　なんですの？」

「あれ？　今何か言ったような。気のせい？」

「おかしな梨香さんですわね」

　咲姫先輩はいつも通りで野菜を切っている。私の気のせいだったのかな？

「それで奏はいつまでこれをかき混ぜてればいいです？」

　生クリームの入ったボウルを抱かかえながらかき混ぜている奏が、つまらなそうに呟く。

　これ以上の事を奏にやらせてはいけない。実際に料理をさせた事はないけど、ヒイロ曰いわく相当な腕うでの持ち主らしいからね。

「奏がやっているのも重要な作業よ。それがなきゃ完成しないんだから」

「そうなんですっ!?　じゃあ奏、頑張るです！」

　嬉しそうに一心不乱にボウルをかき混ぜだした。かき混ぜる度たびに奏の巨きよ乳にゆうが揺ゆれている。着用しているメイド服だと、自じ慢まんの巨乳がこぼれてしまいそうな勢いだ。

　そんな事を奏が気にするはずもないけど、もう一つ気にしてほしい事がある。

「か、奏っ!?　ちょっと落ち着きなさいっ!!」

　豪ごう快かいに混ぜすぎて、生クリームがキッチン中に撒まき散らされている。

「あれ？　生クリームって混ぜすぎると無くなるですか？」

「奏さんは少し周りに気を配るべきですわね」

「あれ～？　咲姫様、汚よごれていますがどうしたですか？　梨香様もですね。ちょっと待ってくださいです」

　私たちに付着している白い汚れが、自分で撒き散らした生クリームだと気づいてないらしい。私たちの汚れを取るために布ふ巾きんを濡ぬらそうと、奏が蛇じや口ぐちに手をかける。

「ふえっ!?」

　勢いよく蛇口を捻ひねったせいで、蛇口の下に置いたキッチン用具に水が撥はね返り、シンクの傍そばにいた私たちもビショ濡れになってしまった。

「まったく奏は……。フフッ」

　注意しようと思ったけど、なんだか楽しくなって笑ってしまった。

　私が笑い出した事に呆ぼう然ぜんとしていた二人だったけど、途と中ちゆうから三人で声を出して笑い合った。楽しくて仕方がない。

　本当にヒイロには感謝してもしきれない。こんなに気持ちが温かくなる場所に呼んでくれたんだから。

　ひとしきり笑い、皆みんなでお風ふ呂ろに入ろうとキッチンを出た。




　帰ってきてダイニングに入ると同時に、三人があられもない姿で登場した。

「えっと……」

　三人とも服が濡れ、体にぴったりと張り付いている。奏ちゃんはメイド服だからあれだけど、梨香さんと咲姫先輩は薄うす着ぎがぴったりと体に張り付き、ボディラインが浮うき出ている。うん、かなりエロい。

「おかえりなさいです、ヒイロ様っ！」

「このタイミングで現れるとは。なんというラッキースケベなんですの、貴方あなたは」

　奏ちゃんと咲姫先輩は平常運転。

　梨香さんは僕の存在を確かく認にんした後、しばらく硬こう直ちよくしていた。動き出したかと思うと、自分の体を確認している。

　それに続くように僕も改めて梨香さんの体を上から下まで見ていた。

　水分を含ふくみ、梨香さんの体にぴったり張り付いたＴシャツ。薄うすいピンク色のＴシャツだったので、下着が透すけている。

　そういえば今日は下もピンクだったけど、上も──

「きゃあぁああああああっ!!」

　僕の思考を読み取ったのか、梨香さんが顔を真っ赤にし、叫び声を上げてお風呂へ直行してしまった。

　うん、今のは不ふ可か抗こう力りよくですから、考えるなっていうのが無理です。

「それじゃあ奏と咲姫様もお風呂に行ってくるです」

「う、うん」

「ヒイロ君。キッチンへ入ったら駄目ですわよ？」

「は、はぁ」

　慌あわてる様子もなく二人はゆっくりと僕の視界から消えていく。

　……皆に何があったんだ？……まぁ、良い物が見られたから良しと──

「ヒ、ヒイロ！　早く忘れなさいよ！」

　お風ふ呂ろ場ばにいる梨香さんからの怒ど声せいが響ひびく。向こうまで僕の思考が届いたみたいだけど……忘れなさいって言われても……。

　無理です、梨香さん。脳内ＨＤＤに複数保存済みです。

　皆がお風呂から上がる前にご飯を作っておきたかったけど、キッチンへの入室は未いまだに認められていないし。さて、どうしてようかな。

　今日は肉体的にも精神的にも疲つかれた。皆が出るまで自分の部屋で適当に時間を潰つぶすか。予定外の来訪者があって、ゲームもアニメも漫まん画がもラノベもお預けだったしね。

　部屋に入ると、久しぶりに見る物がちゃぶ台の上に置かれていた。

「はぁ。なんで疲れてる日に来るかなぁ」

　小さいちゃぶ台の前に座り、載のっている物と睨にらみ合う。目なんてないんだけど、どうしてもバカにした視線でこっちを見ている気がしてならない。

　大きくため息を吐つきながら、ちゃぶ台の真ん中にある神様からの手紙を取る。

　毎度の事ながら、この手紙は封ふうを開けるのがすっごく億おつ劫くうになる。





『真しん藤どうヒイロさん




　最近、反省する事があったんです。聞いてくれますか？』






　僕に言ってどうしたいんだろう？　きっと二枚目に聞いてほしい事があるんだろうな。




『最近、真藤ヒイロさんで遊んでいない事に気づいたんです。もの凄すごく反省しました』




「反省する事じゃないからっ!!」

　別に遊ばなくていいし、それを当の本人に言うのもなんか違ちがう気がするよ。





『おかげで気持ちが穏おだやかになってます。どうしてくれるんですかっ!?』






「それ、いい事だよねっ!?　なんで怒おこってる感じなのか分かんないんだけどっ!?」

　逆に僕の気持ちが荒すさんでくるよっ!!




『少し気分が荒んできました。ありがとうございます！』




「良かったねっ!!」

　どうして同じ荒んでいく同士で、こんなにも気分が違うんだろう？　これが人と神様の違いなんだろうか。

「はぁ……。次の用紙が本題かな？」

　気持ちが荒みきる前に落ち着かせ、次の紙を手に取る。





『さて、察しはついているかもしれませんが、今回の消しよう滅めつ試練は夜華咲姫さんです。

　しかしながら、貴方に彼女の中にある闇やみの部分を取り除のぞけるのでしょうか？　貴方は気づいていますか？　夜華咲姫さんが他人との間に最低限の一線を引いている事に。他人に期待をしていない事に』






　急に真面目まじめな事を書かれると、気持ちの切り替かえについていけないんだけど。

　重要な話だ。しっかりしろ、僕。

　咲姫先せん輩ぱいが僕たちに何かを期待していない事はなんとなく気づいていた。それは良い意味とも悪い意味とも言える。

　普ふ通つう、人は他人に何かを期待する生き物だ。例えば、母親は料理を作ってくれるのが当たり前と思い、その行動を期待する。

　小さな事で言えば、友人に対してもあると思う。けど、咲姫先輩にはそれが感じられない。悪く言えば冷めている感じがする。他人なんてこんなものだって諦あきらめている気がする。





『夜華咲姫さんがどうしてそうなったのか。来月発売の【私は彼女たちを愛せない】に書かれているのですが、特別にお渡わたしします。それではまず、新刊を読んでみて下さい』






　ここまで読み終えると、どこかで何かが落ちた音がした。部屋の隅すみを見ると『私は彼女たちを愛せない』の新刊が落ちていた。

　落ちていた本を手に取り、読み始める。

　咲姫先輩がどうして男を嫌きらいになったのか。どうして他人を信用しないのか。どうしてもう一歩、僕たちに踏ふみ込んでくれないのか。




　咲姫先輩の母親は身分の違う人と恋こいをして、結けつ婚こんする前に咲姫先輩を身み籠ごもった。

　けれど、咲姫先輩の父親である男の一族は出産、そして結婚を許さなかった。男は「必ず迎むかえに来る」と約束をして姿を消し、咲姫先輩のお母さんは一人で産み育ててきた。

　嬉うれしそうに「いつかあの人が迎えに来たら、三人で暮らせるから。そうしたらあの人が好きなモンブランのケーキを一いつ緒しよに食べましょうね」と話す母を見て、咲姫先輩もいつかそうなると信じていた。

　だがそれは叶かなわなかった。元々、体の弱かった母親は咲姫先輩を残して他界してしまう。

　まだ見ぬ父親に会いたくて、咲姫先輩は自力で父を捜さがし当てる。母が言っていた父の好物であるモンブランを持って会いに向かった。




　集中して『私は彼女たちを愛せない』を読んでいると、部屋をノックされる音が響く。

「はい、どうぞ」

　開いた扉とびらから、風ふ呂ろ上がりで頰ほおを紅こう潮ちようさせている梨香さんが顔を出した。

　どうしても、さっきのずぶ濡れ梨香さんを思い出してドキドキしてしまう。

　……あとは父さんが言った事も頭の片かた隅すみにあって、妙みように意識している僕がいる。

「ねぇ、ヒイロ。ご飯なんだけど、今日も昨日みたいにデリバリーでいいかな？　お寿す司しとか注文しようと思うんだけど」

「は、はい。大だい丈じよう夫ぶですよ」

「？　なんか様子がおかしいわね。ま、いっか。お寿司が届いたら呼びに来るから、それまでのんびりしてて。私たちはキッチンにいるから、来ちゃ駄だ目めだからね」

「わ、分かりました」

　姿を消した梨香さんに胸をドキドキさせながらも、再び意識を本へ戻もどし、読み進めた。




　小さい胸を期待で膨ふくらませ、父に会いに行った。きっと喜んでくれると信じて。母との約束をきっと覚えてくれていると。けれど、咲姫先輩の母親が縋すがっていた希望なんて無かったと知ってしまう。

　父は違う家庭を築いていた。大好きな母が信じていた約束はどこへ行ったのかと絶望してしまう。結局父親には会わずに、持っていたお土産みやげもゴミ箱へ捨てて帰ってしまった。

　信じていた父に裏切られ、咲姫先輩は男に対して嫌けん悪おを抱いだくようになった。そして、他人へ依い存そんしないようにもなった。

　信じれば、裏切られた時に悲しみは強くなる。期待しても同じだと自分に言い聞かせて。

　この頃ころ、綺き麗れいな恋れん愛あいをする百合ゆり作品を多数見て、美少女が好きになり、百合が集まる名門と呼ばれる女子校への入学を果たした。




「……これの主人公もまだ咲姫先輩の心を救えてないのか」

　この巻では、まだこの事を知っただけで解決には至っていない。できれば参考にしたかったんだけど、仕方がないか。

　あっ、そういえば咲姫先輩の消滅試練ってなんだろう？　本の方に夢中になって、手紙を読むの忘れてた。





『夜華咲姫の消滅試練：他人の幸せを、自分の幸せのように感じる事。

　試練達成までの期間：想おもいを込めた物を渡すまで』






　これまた期間が分かりづらいなぁ。梨香さんの時みたく、イベント終しゆう了りようまでとかなら分かりやすいんだけど。

　最新刊を読む限り、試練は難しいかもしれない。でも、大丈夫だっていう確信もある。

　もし本当に咲姫先輩が他人に無関心だとしたら、サバゲーの時に梨香さんの事で僕を怒ったりしなかったはずだ。

　咲姫先輩は僕の頰を張ってまで怒ってくれた。どうすべきか考えろって意味を込めて。梨香さんを思っての一発だった。きっかけさえあれば、この試練は達成できる気がする。

　後は僕が咲姫先輩の為ためにできる事を考えてやるだけだ。

　本をちゃぶ台の上に置くと、本が何かにぶつかる。咲姫先輩の消滅試練が書かれていた手紙とは違う手紙が置かれていた。




『そうそう。忘れるところでした』




　なんだろう？　何か重要な事でも書き忘れたのかな？




『今晩のお寿司は特上です！』




「だからなんだよっ!!」

　そりゃあ並より上より特上の方が嬉しいけど、今は全くもって関係ないよねっ!?




『さて、実は訊ききたい事があるのです』




　なんだろう？　ってか毎度の事ながら、一枚の紙に少ない文章を使うんだね。





『真藤日月さんが久檀梨香さんと海凪奏さんを担かつぎ上げた時、パンツを見られて嬉しかったですか？』






「そりゃあ、嬉しかったよ」

　梨香さんはピンクで奏ちゃんは水色。梨香さんに限っては、ビショ濡ぬれになって上も見られたから尚なお、嬉しかった。

　もしあれが縞しまパンと縞ブラだったら尚、良かったけど贅ぜい沢たくは言うまい。もう少しゆっくりと見ていたかっ……

「じゃなくて！　なんなの、これっ!?　わざわざ訊く事なのっ!?」

　最後は僕好みの下着が良かったなぁとか思っちゃってたけど！




『変態』




「パンツ見られて嬉しかったか訊かれたら、変態な感想を述べるよ！」

　この手紙をナノ単位まで切り刻んで、海に撒まき散らしたいっ!!




『冗じよう談だんはここまでにしますよ、変態真藤ヒイロさん。テヘッ』




　切り刻んで捨てるだけじゃ物足りなくなってきた。

　読み終えたら、呪のろいを込めたわら人形を隣となりに添そえてタイムカプセルに入れて、化石になるまで掘ほり起こされないように、地中千メートルぐらいに埋うめてやろうか。





『今いま更さらですが、真藤ヒイロさんの願い【二次元の可愛かわいい彼女がたくさん欲しいです。願わくは、いつか結婚！】を叶える為に相当数の二次元キャラに声をかけました。

　二次元の女の子と結婚したいと願っているアホでバカで夢見がちで現実逃とう避ひが趣しゆ味みという哀あわれな男と結婚したくありませんか？　と言って回るのにはすごく疲つかれましたよ』






「そんな長文の悪口を言って回った神様が悪いんじゃないかっ!!」

　そういえば梨香さんが同じ事を言ってたけど、神様のせいだったのね。最初から悪印象を与あたえるって、何を考えているんだよ。




『それで来てくれたのが、久檀梨香さん、海凪奏さん、夜華咲姫さんだったのですね』




　……そんな説明をされた相手のもとに来るって相当な勇気がいるよね。




『わたしが言いたい事が貴方あなたには分かるはずです。貴方には責任があります』




　最後の一枚に書かれた一言に、僕の心は引き締しまった。




『彼女たちを幸せにするという責任があるのです』







　第三章　サプライズ・イベント







　カーテン越ごしの太陽光を感じて目が覚める。両りよう隣どなりに視線を送っても、誰だれもいない。

　昨日の夜はお寿司を食べ終えた後、皆みんなはまたキッチンへ向かってしまい、いつになっても出てこなかった。

　一人でベッドに向かい皆が来るのを待っていたんだけど、結局は誰も来なかった。皆、自分の部屋で寝ねたのかな？　なんだか最近、仲間はずれにされている気がする。

　もう実家で殴なぐられる心配はしばらくないから、鍛きたえる必要もなくなったんだけど、早起きが慣れていたせいもあってすっかり目が覚めちゃった。

　時計を見ると、九時半。日曜日にしてはまだ早い気がする。

「部屋にでも行こうかな」

　そういえば、まともに一人で寝たのっていつ以来だろう。

　ミスコンの前日に外で寝て以来だから三ヶ月ぶりぐらいかな？　そういえば、あの時に梨り香かさんが嬉うれしい事を言っていたっけ。




『私、ヒイロの傍そばに来られて良かったよ。こんな風に見てもらえるってすごく嬉しい。……私がもっと素す直なおだったら簡単に甘えられるのに、なんでこんな性格なんだろうね。……これからもヒイロと一いつ緒しよにいられるといいな……そしたらいつか私が素直になれる日が来るよね』




　梨香さんの言葉を思い出して、父さんが言った事を考えていたら顔が熱くなってきた。

　違ちがうな。梨香さんの顔を思い出すだけで顔が熱くなってくる。父さんが余計な事を言うからだよね。

　今は分からないけど、あの言葉は僕に向けて言われた言葉で間ま違ちがいない……と思う。

　今は違う人に本当の気持ちが向いているけど、あの時は僕の事が好きだった……と思う。

　今は噓うそだけど、僕の事が好き……なのかなぁ？

　……覚かく醒せいしきっていない頭で考えても仕方がない。とにかく部屋でゲームでもしよう。

　頭を搔かき毟むしりながら部屋を出ると、僕の視界は真っ暗になった。

「な、何っ!?」

「フフフッ。奏かなでにかかれば、一いつ瞬しゆんでアイマスクを付けるなんて造作もないことですっ!!」

「か、奏ちゃんっ!?」

　この元気いっぱいの声は奏ちゃんだと思う。

「はい、奏です！　信じられないですか？」

「い、いや。そんな事はないけど」

「これが証しよう拠こです」

　僕の腕うでが引っ張られて、手のひらに柔やわらかい感かん触しよくが伝わってきた。

　僕の手より大きいそれは弾だん力りよくが凄すごかった。

　手を動かすと、それに合わせて形が変わる。押し込む力を弱めると、それに合わせて跳はね返ってくる柔らかい物体。

　その物体から手が離はなされ、手のひらに残った感触を吟ぎん味みしていた。

「ヒイロ様。奏って分かったですか？」

「ま、まさか……僕が触ふれていた物は……」

　奏ちゃんの全体図が脳内で描えがかれ、元々自己主張の強いある一部分が更さらに強く描かれる。もしや今のはおっ──

「ヒイロ君。それ以上、触れていた物を理解しようと頭を使ったら、頭を割って脳みそを取り出し潰つぶしてから戻もどしますわよ」

「ちょ、咲さ姫き先せん輩ぱい！　グロ画像を想像させて、僕の脳処理を妨ぼう害がいしないでくださいよ！」

　脳内でイメージしていた奏ちゃんが消しよう滅めつして、代わりに表現してはいけない映像が鮮せん明めいに映し出されちゃったじゃないか。やば、マジで吐はきそう。

「どれだけ想像力豊かなのよ」

「あっ、梨香さんもいるんですか？」

「ええ、いるわよ。ヒイロがドアから出てきた瞬しゆん間かんからね」

「そうだったんですか。でも、梨香さん。なんで怒おこっているような口調なのか教えてほしいんですけどぉおっ!?」

　臑すねを蹴けられたっ!?

「ヒイロ？　もう一回、私がなんで怒っているか訊く勇気ある？」

「……いえ、無いです」

　多分、あれですよね？　奏ちゃんのあれを触さわったからですよね？　僕が悪い訳じゃないと思うんだけど。

「あんたと咲姫先輩は一日でいいから、そういう事を考えないってできないの？」

「できません」「できませんわ」

「二人揃そろって即そく答とうっ!?」

　だって僕は健全な高校男児ですもん。思春期真っ直ただ中なかですもん。そりゃあ、二次元に負けず劣おとらずの可愛い女の子を見たら、色々と考えますよ。

「大体『歩く性せい欲よく』と称しようされるわたくしから性を取ったら何が残りますの？」

　咲姫先輩の自信満々な声が鼓こ膜まくに響ひびく。性欲から性を取ったら欲が残るね。それって結局、今の咲姫先輩と変わらない気がするけど。

「それで、この現状はなんです？」

　いきなり目め隠かくしされて三人がいる状じよう況きようを説明してほしい。

「ま、今の状況は奏がやりたいって言ったのよね」

「はいです！　この前のお礼というか、お返しです！　ですから、アイマスクを取っちゃ駄だ目めですよ？」

「この前？」

「さ、ヒイロ様。こっちに来るです！」

　温ぬくもりが手のひらから伝わってきた。

　おそらく奏ちゃんのであろう手に、僕の体は引っ張られていく。多分、こっちの方向には階段があったはず。

「ほら、ヒイロ様！　急ぐですよ！」

「わっ、ちょっと奏ちゃん！　この先は階段でしょっ!?」

　僕が言うと奏ちゃんが一いつ旦たん、停止する。

「なるほどです！」

　どうやら奏ちゃんは僕が言わんとした事が分かったようだ。

「ヒイロ様を突つき落とした方が階段を早く降りられるですねっ!!」

「全然、僕の言いたいことが伝わってなかった！　むしろ逆の発想だったよっ!!」

「それはいい案ね」

「梨香さんも同意しないでくださいよ！」

「冗談よ。ほら、奏はそっちの手をしっかり握にぎって。私はこっちの手を取るから」

　空席だった方の手に、新しい温もりが伝わる。

「ほ、ほら！　しっかり摑つかまってなさいよ！　じゃないと転ぶんだからね！」

「は、はい」

　梨香さんの事は見えていないはずなのに、顔を真っ赤にして僕の手を握っている姿がはっきりと分かる。

　これは梨香さんの事、ずっと見ていたからなのかな？　だから、見えていなくても見えているような錯さつ覚かくを起こしているのかな？

　……どうして梨香さんをずっと見ていたんだろう。……そりゃあ、消滅試練を未達成で消えてほしくないからに決まっている。それ以外にあり得ない。

　……なんだか自分に言い聞かせている気がする。……脳内で頭を横に大きく振ふった。今考えるのは止やめよう。

　ゆっくりとした足取りで階段を降り、両の手に引っ張られてダイニングへやってきた。

「はい、ヒイロ君はここへ座っていただけるかしら」

　咲姫先輩の指示する椅い子すを足で確かく認にんしながら腰こし掛かけた。

　未いまだに二人が手を離してくれないんだけど。温かくて、柔らかくて、小さくて。嬉しいから別にいいんだけどね。

「じゃあ、アイマスクを取っていいですよ」

　奏ちゃんは手を離してくれた。けど、もう一人は繫つないだままだ。

「ほ、ほら、ヒイロ。アイマスクを外しなさいよ」

「う、うん」

　繫いだままの手の主に急せかされ、片手でアイマスクを外す。

「……えっ？」

　アイマスクを外して驚おどろいた。まだ視界が回復しないからだ。

　ダイニングは真っ暗で、何も見えない。窓も覆おおわれていて光が一いつ切さい入ってこないようになっている。

「爺じい、お願い！」

　梨香さんの声に反応し、ドアが開く音が聞こえた。開いたドアから漏もれる淡あわい光。光が強くなり、爺の顔がその光に照らされてはっきりと見える。

　光の正体は、スポンジに生クリームがたっぷりと塗ぬられ、上にイチゴが載のったショートケーキに刺ささったロウソクの火だった。

　そのケーキは、まるで誕生日の時に見るバースデーケーキだ。それが僕の前に運ばれ、爺が闇やみの中へ消えていく。

「えっ？」

　寝ね起おきだからか、未だに現状に追いつけていない。

　ぎゅっと強く握られる手。梨香さんの顔がロウソクの火に照らされて浮うかんでいる。

「ヒイロ、誕生日おめでとう」

「おめでとうです、ヒイロ様っ！」

「ヒイロ君。おめでとうですわ」

「誕生日？」

　……あっ。

「今日、僕の誕生日だ」

「自分の誕生日を忘れていたんですの？」

　咲姫先輩が僕の隣となりへやってきて、笑え顔がおを見せてくれた。

「ヒイロ様っ！　その生クリームは奏が作ったですよ！　早くフーッてやるです、フーッて！」

　奏ちゃんが僕の膝ひざの上に乗って、そう言った。

　表現しがたい柔らかい感触が膝に伝わってくる。さっき触った奏ちゃんのとある部分とは違う柔らかさだ。

「か、奏！　アンタ何やってんのよっ!?」

「エヘヘッ、特等席です！」

「……奏、ちょっと耳貸して」

　梨香さんと奏ちゃんが、目と鼻の先という喩たとえがぴったりの至近距きよ離りでも聞こえないよう耳打ちで話している。

（後で代わって）

[image: ]

（はいです！　でもすぐに代わってですよ？　ここは奏の特等席ですから！）

　耳打ちを終え、梨香さんがこっちへ顔を向ける。

「ハッピーバースデーでも歌う？」

「い、いいですよ、恥はずかしい。……火、消していいですか？」

「そうね。早く消さないと、ロウがケーキに付いちゃうから」

　オレンジ色に染まった三人の顔を順番に見た後、大きく息を吸い込んでロウソク目め掛がけてはき出す。

　揺ゆらめいた火が消え、再びダイニングは暗くら闇やみになった。

　モーターが動く音が聞こえると、ゆっくり窓が開いていく。夏の朝らしい強い日差しが、窓から差し込んできた。

「……えぇっ!?　な、なんですか、これっ!?」

　光に照らされて現れたのは、テーブルの上に載った料理。それらは一いつ般ぱん的な家庭の朝食に出てくるような物ではない。

　パーティ用と言わんばかりに盛りつけられたオードブルが用意されていた。

　唐から揚あげやフライドポテト。焼き鳥数種類に生ハムで野菜が巻かれた物。シュウマイや春巻きの中ちゆう華かもある。手のかかるロールキャベツなどもあった。

　綺き麗れいな形に作られた卵焼きやエビフライ。薄うすく切られたローストビーフにチャーシューの厚切り。他ほかにも沢たく山さんの料理が綺麗に並べられている。

「これ、どうしたんですか？　シェフが作ったんですか？」

「ううん。私たち三人で作ったのよ」

　さっきとは違ちがう明るくなったダイニングで、さっきと同じように全員の顔を見ていく。

　梨香さんはどこか恥はずかしげで。奏ちゃんは嬉うれしそうで。咲姫先輩は自じ慢まんげな顔で。それぞれが、全く違う顔なのに、同じ気持ちで僕を見てくれているのが分かった。

「一昨日おとといから少しずつ下準備してたの。ヒイロに喜んでもらおうと思って」

　梨香さんが照れくさそうに説明してくれた。

　……仲間はずれだなんて思って恥ずかしい。皆みんな、僕の誕生日を祝おうとこんな豪ごう華かな物を作ってくれていたなんて。

　それに料理だけじゃない。昨日まで無かった市し販はんではお見受けしない特注サイズのテレビの前に、ゆったりと座れるソファとテーブルが置かれ、テーブルの上に僕のアニメＢブルーＤレイが陳ちん列れつされている。

「ヒイロの好きなアニメを観みながら、私たちだけのパーティしましょう」

　サプライズの連続に、どんどん胸がいっぱいになっていく。

「……その……なんて言ったらいいか」

　嬉しすぎて言葉が見つからない。この料理も、アニメを観るためのテレビも僕を喜ばせようとした物だと分かる。

　どんな事を口にしたって、今の嬉しさを表現できない。溢あふれそうな物を堪こらえるだけで精せい一いつ杯ぱいなのに、頭が回るわけ無いじゃないか。

「ヒイロ様ぁ～」

　猫ねこを撫なでるような声で、奏ちゃんが僕を呼ぶ。

「感傷に浸ひたるのはいいですが、そろそろ食べようです。奏はお腹なかが空いたです～」

「本当ですわね。こっちは朝の四時から作り始めていたのですから」

「よ、四時っ!?　そんな早くからっ!?」

「最近、ヒイロが朝早く起きていたから合わせて作ったのよ。そしたらいつになっても起きてこないんだから。私もお腹空いた」

「あう。ご、ごめんなさい」

　今日から早く起きる必要が無くなった事が仇あだになるなんて。悪い事をしちゃったなぁ。

「ほら、食べましょうよ」

「は、はい！」

　何から食べようか悩なやむぐらいの種類で目移りしてしまう。その間に三人は色々と手をつけている。うぅ、どれも美味おいしそうだ。

　そうだ。梨香さんが作ったやつから食べてみよう。

「梨香さんはどれを作ったんですか？」

「えっとね、これもこれもこれも私よ」

　次々と食べ物を指差していく。じゃあ、最初に指した卵焼きでも食べようかな。

　僕が箸はしを伸のばした瞬しゆん間かん。

「あっ！　待って、ヒイロ！」

　そう言うと梨香さんが、キッチンへ向かった。

「奏さん、ちょっと耳を貸して貰もらっていいかしら？」

「はい、なんです？」

　咲姫先せん輩ぱいがさっきの梨香さんと奏ちゃん同様に僕の目と鼻の先で耳打ちをしている。

（梨香さんをそのまま煽あおってくださいます？　流れを作って告白をさせましょう）

（おぉ！　それ、いいですね！　具体的にはどうするです？）

（ごにょごにょ）

（なるほどです！　じゃあごにょごにょして、ごにょごにょしますです！）

　耳打ちを終えた二人が僕を変な顔で見た。なんだろう？

　梨香さんが戻もどってくると、置いてあったケーキをずらし僕の前に新しい料理を置いた。

「これ、ヒイロが美味しいって言ったでしょ？　冷めちゃったけど、手て抜ぬきしないで本気で作ったから」

　それは僕が美味しいと言った料理だ。

「覚えていてくれたんですね」

「あ、当たり前じゃない！　人を忘れっぽいみたいに言わないでよね！」

　そういう意味で言ったんじゃないけど。まぁ、いいか。

　目の前にあるのは、赤茶色のデミグラスソースがかかった半熟トロトロのオムライス。

　奏ちゃんの奉ほう仕し癖へきを治そうとしたパーティの時にちょっと言っただけだったのに。覚えていてくれた事に凄すごく感激してる。

　それも僕の誕生日に作ってくれるなんて、嬉しいサプライズにもほどがあるよ。

　スプーンに一口分を載せ、口に入れる。

「ど、どう？」

「美味しいです。とっても！」

「そ、そう。よかった」

　梨香さんのオムライスを主食にして、他のおかずに手を伸ばす。どれもこれも美味しくて、手が止まらない。

「ヒイロ様っ！　奏、あれが食べたいです！」

「ん？　どれ？」

　膝の上に乗る奏ちゃんがエビフライを指差す。お箸で取ってあげると、口を大きく開けて待っていた。

「ヒイロ様。あーんです、あーん」

「「えぇっ!?」」

　僕と梨香さんの声が重なる。

「奏ちゃん、さっきまで自分で食べてたよね！」

「そ、そうよ！　なんでいきなりあーんが始まるのよっ!?」

「梨香様の言う通りですね。急にあーんはおかしいですね」

　はい？　自分でやってと言っておいて、随ずい分ぶんと簡単に引き下がったな。

「奏は前にあーんしてもらったから、またあーんしてもらうのはやってもらいすぎです」

「そ、そうよ！　分かればいいのよ、分かれば！」

「じゃあ今回は梨香様の番です！　奏の特等席をお譲ゆずりしますので、ヒイロ様にあーんしてもらうといいです！」

　……何言った、この天然巨きよ乳にゆうメイドくノ一。

　梨香さんと目が合い、時間が数秒停止するような感覚に陥おちいった。

「も、もう。奏も冗じよう談だんがきついんだから。私がヒイロにあーんなんてしてほしいに決まってるじゃないの」

「そ、そうですよね。梨香さんもこう言ってるんだから……」

　……あれ？　今、日本語がおかしかったような気がするんだけど。って梨香さんの顔が異常な赤さになってるけど大だい丈じよう夫ぶ、これっ!?

「大体ね。ヒイロの膝の上に座って、あーんしてもらって気絶でもしたらどうするのよ？　是ぜ非ひやってもらいたいわ」

　梨香さんの視点も発言も定まってないんだけど、大丈……夫じゃないっ！

「り、梨香さん！　湯気が！　顔から湯気が出てますよっ!?」

「大丈夫だから気にしないで。熱が五十度を超こえたぐらいで、早くヒイロに座ってあーんしてもらわなきゃ」

　もう何を言っているか分かんないんですけどっ!?　このままだと梨香さんが倒たおれそうだし、なんとかしないと！

「とにかくあーんは──」

　また今度と、言おうと思った瞬間、

「駄だ目めですよ、ヒイロ様」

　いつもの周囲を元気にする太陽のような笑え顔がおではなく、子供が悪戯いたずらを思いついたような笑顔で奏ちゃんが僕の言葉を遮さえぎった。

「約束、覚えてないですか？」

　え？　なんだろう？　奏ちゃんと約束した事って、ずっと一いつ緒しよに居るって事ぐらいしか分からないけど。

「いつか梨香様にあーんしてあげる約束をしたですよ」

　……思い出した。奏ちゃんが倒れて看病している時にそんな約束をした気がする。

「あ……うん。約束はしたけど……」

　奏ちゃんの目がキラキラと輝かがやいている。完全に「さぁ、早くやるです！」って目が語っているんですが。あまりにも目がキラキラしていて、簡単に無理って言える状じよう況きようじゃない。

「ちょっと心の準備をする時間をいただきたいのですが……」

「そうですか。ヒイロ様にとって奏との約束などその程度なのですね。所しよ詮せんは主と従者の主従関係。ずっと一緒に居てくれるという約束も守ってくれないですね」

　なんか重い話になってない？　いや、奏ちゃんの落ち込んでいる感じが演技ってのはあからさまに分かるんだけど、こういう顔をさせているのは気分がいいものじゃない。

「……分かったよ」

「はい、じゃあ梨香様！　ヒイロ様の膝ひざの上に座るです！」

　やっぱり演技か。奏ちゃんがいつもの笑顔にすぐ戻った。

「何言ってるのよ、奏。そう言われても、座るしかないじゃないの！」

　梨香さんは思考が回っていないんだろう。お酒を飲んだように顔が火ほ照てったままで、日本語がメチャクチャだ。足あし下もともフラフラなんだけど、迷うことなく僕の膝の上に乗った。

　奏ちゃんも柔やわらかかったけど、梨香さんも柔らかい。同じ年代の女の子でも、個々で柔らかさが違うんだね。……僕は変態かっ!?

「変態よね」「変態です！」「変態ですわね」

「このタイミングで思考を読むのは止やめてもらえますかねっ!?」

「ねぇ、ヒイロ。恥はずかしくて仕方がないけど、あーんは止めないからね！」

　梨香さんの感じが普ふ段だんと全然違う。暴走気味の梨香さんは甘える子供みたいで、普段の彼女とは違う可愛かわいさがあった。

　ツンとしている梨香さんに甘えられているみたいでちょっと嬉しい。

　……よし、こうなったら僕も腹をくくろう！

「梨香さん、どれ食べます？」

「オムライス！」

　梨香さんが使っていたスプーンに手を伸ばすと、

「違うわよ！　ヒイロが使っていたスプーンで食べたい！」

　と言ってきた。……はい？

「いや、梨香さん。それだと……その……間接キスになりますよ！」

「だから言ってるのよ！」

　駄目だ、腹をくくれない。暴走している梨香さんがここまで自己主張をするタイプだと思わなかった。

　見たことのない角度から僕を見つめる梨香さん。梨香さんの目がさっきの奏ちゃんと同じでキラキラ輝いている。この期待に満ちた瞳ひとみを、自分の意思では裏切れない。

「……もう、分かりましたよ！　もう逃にげ場なんて求めません！」

　女の子が気にしてないんだ。やってやろうじゃないか！

　一口分をスプーンですくい上げ、梨香さんの口元へ運ぶ。

「あ～っん！」

　大きく口を開き、梨香さんが美味しそうに頰ほお張ばる。

「お、美味しいですか？」

「美味し……い」

　返答した梨香さんの顔が、一いつ瞬しゆんで青白くなる。

「り、梨香さんっ!?」

　そのまま倒れるように落ちていく体を咄とつ嗟さに支える。ど、どうしたんだっ!?

「気絶してしまいましたわね」

「う～ん。まだ梨香様にあーんは早かったみたいです」

　落ち着き払はらっている二人を余よ所そに、梨香さんをベッドへ運んだ。気絶するぐらいなら止めればよかったのに。




　ダイニングへ戻って数十分後。

「ねぇ、なんで私はベッドに寝ねてたの？」

　梨香さんが頭上にハテナマークを浮うかべながらやってきた。覚えてないんだ。

「えっとですね！」

「奏さん、ストップですわ。思い出させたらまた気絶してしまうかもしれませんから」

「ちょっと。私に何があったの？」

「大したことではありませんわよ。梨香さんを裸はだかにして、赤いリボンを巻いてヒイロ君に『誕生日プレゼント』と言って突つき出しただけですわ」

「大したことあるわよね、それっ!?　で、ヒイロ！　リボンを巻いた私は噓うそだと思うけど、実際に貰もらいたいって目で見てるんじゃないわよ！」

　流石さすがは梨香さんだ。僕の目を見ただけで思ったことが分かるなんて、凄い信しん頼らい関係だ。

「こ、今回は普ふ通つうのプレゼントで我が慢まんしなさい！」

　梨香さんはそう言って、青いリボンが巻かれた長方形の箱を差し出してきた。

「これって、俗ぞくに言う『誕生日プレゼント』と呼ばれる物ですか？」

「俗に言わなくてもそうよ。誕生日に渡わたしているんだから」

　家族以外の女の人から誕生日プレゼントを貰える日が来るなんて。これは夢ですか？

「あ、開けていいですか？」

　腕うでを組んで恥ずかしそうに梨香さんが頷うなずいた。箱に巻かれたリボンを解き蓋ふたを開けると、高級感漂ただよう赤いクッションに載のせられた、フェザーのヘッドパーツが格好良いシルバーのネックレスが置かれていた。

「うわぁ！　ありがとうございます！　つけてみていいですか？」

「う、うん」

　自分がどれだけテンション上がって、頰ほおの筋肉が緩ゆるんでいるのかが分かる。

「似合います？」

「似合ってるですよ、ヒイロ様っ！」

　奏ちゃんの賞賛で更さらに頰が緩む。今、似合うか鏡を見たいけど自分の顔は見たくない。すっごく気持ち悪く笑ってそう。

「自分で選んでなんだけど、意外に似合うわね」

「梨香さん、ありがとうございます」

「ま、まぁそこまで大げさに喜ばなくてもいいけどね。誕生日、おめでとう」

「ヒイロ様っ！　奏もあるです！」

　梨香さんに続けと言わんばかりの勢いで奏ちゃんも差し出してきた。

　さっきの長方形の箱とは違ちがい、商品が直接、包装紙に包くるまっている。梨香さんのプレゼント同様、青色のリボンがついている。

「開けていい？」

「はいです！」

　包装紙を止めているテープを丁てい寧ねいに剝はがすと、中から青色のリストバンドが出てきた。

「ヒイロ様が運動しているのを知っていたので、実用性のあるこれを選んだです！」

「そっか。ありがとう、奏ちゃん」

　奏ちゃんの頭を撫なでると、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせている。その顔を見ているだけで、こっちも同じように笑みがこぼれてしまう。

「つけてみてくださいです！」

「うん」

　右手にリストバンドを嵌はめ、奏ちゃんに見えるように腕を前に出す。

「似合うですよ、ヒイロ様っ！　お誕生日、おめでとうです！」

「アンタって意外と小物が似合う顔してるのね。フィギュアとかアニメグッズばかり買ってないで、こういう小物にも興味を持ったら？」

　そうなのかな？　自分ではよく分からないんだけど。

　でも、そういうのを買うならグッズが欲しい。初回限定版のＢブルーＤレイが欲しい。造形美が素す晴ばらしいフィギュアが欲しい。等身大の抱だき枕まくらカバーを買って飾かざりたい。

「ではわたくしもプレゼントをお渡ししますわ」

「えぇっ!?　咲姫先せん輩ぱいもくれるんですかっ!?」

「失礼ですわね。わたくしも友人にプレゼントぐらい渡しますわよ」

「えっ？」

　今、咲姫先輩はなんて言った？　友人って僕の事だよね？

　今まで散々、ゴミ屑くずと罵ののしっていた僕を指して友人って言ってくれた。

「なんですの？　プレゼントを渡す前にそんな嬉しそうな顔をされると、期待値が上がっているようで出しにくいのですが。これがわたくしからのプレゼントですわ」

　他ほかの二人とは違い、包装紙に包まれているわけではない。買ってそのまま持ってきたのが見て分かった。

「咲姫先輩。せめて包装ぐらいは……」

「ですね。奏もちょっとそれはって気がしますです……」

　梨香さんと奏ちゃんが言っている事は分かるけど、僕には関係なかった。

「ありがとうございます、咲姫先輩！」

　僕にとっては、二人がくれたプレゼントと何も変わらない素す敵てきなプレゼントだからだ。

　咲姫先輩がくれたプレゼントは、ガラス玉の付いたキーホルダー。ガラス玉が綺き麗れいな緋ひ色いろをしていて、僕の名前に合わせて選んでくれたんだと思う。

　鍵かぎになんのキーホルダーも付けていなかったし、これを付けて大事にしよう。




　作られたオードブルを長い時間をかけてゆっくりと食べ、デザートのケーキも食べ終わる頃ころには午後になっていた。

　ちなみに何一つとして残さず食べさせてもらいました。どれも美味おいしかったし、最後のケーキもほどよい甘さで絶品だった。是ぜ非ひともまた作って貰いたい。

「これからどうする？　ヒイロの誕生日なんだから好きな事をしていいわよ」

　食器を重ね、キッチンへ向かいがてら梨香さんが質問を投げかけていく。手伝っている奏ちゃんも梨香さんの後ろについてキッチンの方へ行った。

　う～ん、好きな事かぁ。のんびりとアニメを鑑賞し続けるのがいいけど。けどこれは、僕が一人ならの話だ。皆みんなで一いつ緒しよになら別のことをしたい。

　これだけして貰ったお礼に何かをしたい気持ちがある。

　でも、何をしてあげればいいんだろう？　梨香さんも奏ちゃんも咲姫先輩も好みがバラバラすぎて統一感がないんだよね。

「ヒイロ君」

　アニメをぼ～っと観みながら、お礼を考えていると咲姫先輩が僕の思考を止めた。

　そういえば咲姫先輩の消しよう滅めつ試練もやらなければならないんだ。サプライズで頭の中から消えていた。危ない、危ない。

　試練に繫つながる様なお礼なんて都合のいい事ができればいいんだけど。

「こうやって一日、アニメを観ているだけなら、梨香さんとデートとかどうです？」

「急になんですか？」

「ヒイロ君に伺うかがうのですが、貴方あなたはわたくしたちにどうなってほしいんですの？」

　咲姫先輩の質問の意味が分からない。

「もっと簡単に言いますと、不幸にはなってほしくはありませんわよね？」

「当たり前じゃないですか」

「なら、梨香さんとデートする意味もそろそろ分かるはずですわ」

　デートする意味？　なんだろう？

　……あっ、そうか。梨香さんの好きな人とのデートの予行練習ってわけか。うん、それなら納なつ得とくだけど……。僕はそれでいいのかな？

　いや、僕の気持ちがどうだなんて置いておくべきだ。だって梨香さんの消滅試練は好きになった人に攻こう略りやくされる事。

　付き合う前にデートへ誘さそったりして相手に好意を抱いてもらい、攻略される必要があるんだから。……そう、それでいいんだよ。

「じゃあ、午後はそうしようかな」

「あら。意外と簡単に承しよう諾だくしましたわね」

「僕も思うところがあるんですよ」

「何？　なんの話？」

　キッチンから戻もどってきた梨香さんと奏ちゃんが会話に参加してきた。

「ヒイロ君がどうしても梨香さんとデートしたいと申しまして」

「おぉ、それはいいですね！　二人でゆっくりと逢あい引きしてくるといいです！」

「………………………………………………………………………………………………は？」

　かなり長い間を置き、梨香さんが反応した。

「……あははっ」

　乾かわいた笑いを梨香さんがした後、僕を見つめる。明らかに視点が定まってないですよ。

「咲姫先輩も冗じよう談だんが上手よね。ヒイロがそんな事を言うわけないじゃないの」

「いや、僕は梨香さんとデートしたいですよ」

「………………………………………………………………………………………………え？」

　聞き取れなかったのかな？

「いや、だから僕は梨香さんとデートがしたいです」

「…………無理！」

　そんな全力で否定するような言い方しなくても。僕も傷つくんですよ？

「どうして無理なんです？」

「デートって二人っきりよっ!?　ヒイロと二人だと二十分以上は無理だもん！」

　ちょっと前までは十じゆつ分ぷんが限界だったのを考えると、結構な進歩だとは思う。

　確かに二十分だけしか一いつ緒しよにいられないのなら、それをデートとは呼べない気がする。

「という事は、梨香さんはヒイロ君とデートはしたいけれど、長時間は無理だからという事ですわね」

　咲姫先輩の的を射た発言に、全員が梨香さんを見つめる。

「そういう事になりますですね。だったらこういうのはどうです？」

　奏ちゃんの案は、作戦とは言えない単純なものだった。

「奏と咲姫様が二人のデートを尾び行こうするです。梨香様の限界になったら、奏たちが合流するか梨香様がヒイロ様から離はなれて、奏たちの所へ来るかすれば大だい丈じよう夫ぶじゃないです？」

　あまりにも単純すぎて反論の言葉もない。流石に梨香さんもそんな単純な事で──

「り、理り屈くつ的にはそれでもいけるけど！」

　デートができるようになりました。

「じゃあ決定です！　ヒイロ様と梨香様は勝しよう負ぶ着ぎに着き替がえてくるですよ！」

　こうして、僕と梨香さんはデートをすることになった。

　正直、消滅試練の為ためなんて考えは消えていた。女の子との初デートで、僕の鼓こ動どうは異常な高鳴りを見せていた。







　第四章　不器用な初デート







　駅前の噴ふん水すい広場に一人で待っていた。

　咲さ姫き先輩に「デートは待ち合わせからですわ。後で梨り香かさんを向かわせますから、駅前にある噴水広場で待っていてください」と言われ、追い出される形で家を出てきた。

　格好とかこれで良かったかな？　デニムにＴシャツを着て、上にシャツを羽織っているだけだけど。

　こんな単純な服でも、さっき貰もらったプレゼントを身につけているおかげなのだろうか。かなり違って見える気がする。

　にしても、デートって何をすればいいんだろう？

　例えば映画を観に行くのもいいと思う。けれど、梨香さんの場合は二十分という制限がある。長時間の拘こう束そくを強しいられる場所は、自然とデートコースから消える。

　なら、ショッピングなんてどうだろう。僕はフィギュアやアニメグッズを見に行って、梨香さんは服やファンシーショップを見ればいいと思う。……これはデートじゃないね。ただの買い物だ。

「お待たせ、ヒイロ」

　色々と考えていると、毎日聞いている馴な染じみのある名前を呼ばれる。

「ごめん。待ったかな？　ちょっと手間取っちゃって」

　梨香さんを視界に入れた途と端たん、世界が梨香さんだけになった。あれだよ、あれ。梨香さんたちを初めて見た時と同じ現象だよ。

　梨香さん以外が白く塗ぬりつぶされ、僕の視界には梨香さんだけしか映っていない。

「？　ヒイロ？」

　梨香さんの呼びかけが耳に届かないぐらい、女め神がみと見み紛まがう姿に見み惚とれてしまっていた。

　梨香さんはピンクで統一されたミニスカートのワンピースを着ていた。肩かた紐ひもだけで支えられたワンピースで、露ろ出しゆつされた素す肌はだが白く眩まぶしく光る。

　ワンピース自体に装そう飾しよく品がほとんど無く、肩かたから提さげている高そうなポシェットだけが装飾品の代わりになっていた。

　何より目が行くのは足。ハイヒールにではない。足全体に目が行ってしまう。梨香さんの標準装備と言っていいニーソが着用されていない。ニーソを穿はいていない私服の梨香さんって初めて見る気がする。すっごく新しん鮮せんだ。

「もう、ヒイロってば！」

「はっ!?」

　トリップしてる場合じゃない！　普ふ段だんとは違ちがう姿を脳内ＨＤＤに複数保存しなくては！

「もうしっかりしなさいよ。そんなリアクション取られたらこっちが困るじゃないの」

　よし、この姿をしっかりと保存したぞ！

　しかし、可愛かわいい。途と轍てつもなく可愛い。何度も言うけど可愛い！

「ちょっと、大丈夫？」

　ぐいっと身を乗り出し、梨香さんが僕の顔を見ている。

　顔が近い！　家ではあんなに恥はずかしがっていたくせに、どうして今は平気なのっ!?

「普段と雰ふん囲い気きが違うんで、ちょっと衝しよう撃げきを受けたんですよ」

「そうかな？　確かに普段と違うけど、このワンピース姿ってそんなに衝撃的？」

　格好が違うせいか、仕草までがいつもと違う気がする。一挙一動にドキドキしてしまう。

　デートで男の僕がしどろもどろになっていたら格好がつかない。ここは気き丈じような所を見せつけなければ！

「それはもう衝撃的ですよ。好きなアニメのＢブルーＤレイを少ない小こ遣づかいで全巻揃そろえたのに、映画化記念や二期記念でＢブルーＤレイ-ＢＯＸボツクスで発売されるぐらいの衝撃です」

「何を言っているのか全く分からないんだけど」

　いや、これって相当ショックな出来事なんだけど。どうして伝わらないんだ？　苦労して買い揃えた作品が一いつ遍ぺんに手に入る上に、値段も安いっていうのに。

「ね？　これからどこへ行こっか？」

「そ、そうですね」

　考えている所に梨香さんが来ちゃって、結局は纏まとまってないんだよね。どうしよう。

「もし決まってないなら、二人で商店街とか歩かない？」

「えっ？」

　梨香さんの意外な案に思わず声が出る。

「そんなのでいいんですか？」

　商店街なら何度か皆みんなで行っているし、今いま更さら行くような場所でもない。デートというのなら尚なおのことだ。

「分かってないね」

　梨香さんはそう前置きをして、僕に背を向け数歩距きよ離りを取る。そして振ふり返り様、

「ヒイロとなら、どこでもいいのよ」

　と笑え顔がおで言った。

　その仕草にドキッとしながらも、僕は妙みような違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。

　目の前にいるのは本当に梨香さんなんだろうか？　外見は梨香さんなんだけど、中身が違う気がしてならない。

　なんか女の子らしすぎるんだ。いつもの強がっている感じがない。凄すごくナチュラルな、誰だれもが思い描えがく女の子という雰囲気を醸かもし出している。

　今の梨香さんは体育倉庫に閉じ込められた時の姿と重なるのは気のせいかな。




　梨香さんの斜ななめ前を歩き商店街へ着くと、周囲から視線が集まる。

　視線が集まるのは恒こう例れいだから気にならないんだけど。気になるのは聞こえるつぶやきだ。

「チッ。オタク同好会の会長じゃねぇか。どうしてあいつがあんな可愛い子とデートしてやがるんだ？」

「安心しろ。殺さつ戮りく同好会の派は遣けん員に連れん絡らくしておいた。すぐに来るさ。そして我らモテたい同好会の面々の気持ちを晴らしてくれる！」

「待て。こんな往来が激しい場所で殺戮同好会はまずかったんじゃないか？」

「しまった！　嫉しつ妬と心が先に来て、そこまで考えてなかった！　今から拷ごう問もん同好会に切り替かえよう」

　どうして休みの日も学校の同好会に追われるのだろう？

　よし、人ひと混ごみから外れる事だけは避さけよう。そうすれば死ぬ事だけは免まぬかれる。

　それと、モテたい同好会ってのはいいんですが、殺戮同好会ってなんですか？　そんなの学校の同好会として認めちゃ駄だ目めだと思うんです。

　僕の生死は置いといて。……置いといていいのかな？

　梨香さんとのデート、どうしよう。周囲にある店を見ていると、あのコーヒーショップが視界に飛び込んだ。一ひと月つきほど前に奏かなでちゃんが居た世界から来た姫ひめ様、四し季き空ぞらハルカ姫と入ったあのコーヒーショップだ。

　夏の日差しに照らされながら歩いてきたから、少し喉のどが渇かわいたし、あそこで休きゆう憩けいしよう。

「梨香さん、あそこで休憩しませんか？」

　振り返ると、そこにいたはずの梨香さんの姿が無かった。

　あれ？　駅からここまで十じゆつ分ぷんとかかってないはずだけど。梨香さんが自己提示した二十分は経たっていないのに、どこへ行ったんだ？

「も、もう無理！　私、こんなキャラで二人きりを続けたら、頭おかしくなるわよ！」

　僕から陰になっている路地から梨香さんの声が聞こえてきた。

　覗のぞき込むと、奏ちゃんと咲姫先せん輩ぱいの姿もある。作戦通り尾び行こうしてきたみたいだ。

「何を言っておりますの？　とっても女の子らしいですわよ」

「それも無理だって言ってるのよ！　な、なんかこう……自分でもむず痒がゆいって言うか……と、とにかく戻もどったら普ふ通つうにしていいわよね？」

　梨香さんの中身が違うように感じたのは、キャラ作りをしていたからだったのか。

　う～ん。そんな事をしなくても、梨香さんは魅み力りよく的なんだけどなぁ。

「でも、ヒイロ様みたいな恋れん愛あい経験が間ま違ちがいなくゼロの殿との方がたには、そういう女の子なキャラクターがいいと思うですよ？」

　あの、奏ちゃん？　確かにそういう女の子しているキャラは嫌きらいじゃないよ？

　恋愛経験が間違いなくゼロって決めつけは酷ひどいと思うんです。まぁ、ゼロですけど。

「そうですわね。間違いなく初キスもしていない。ましてわたくしたちに出会うまでに、女の子の肌はだに触ふれた事さえなさそうなヒイロ君なら、間違いなく先ほどのキャラで押すべきですわよ」

　ちょっと、咲姫先輩？　確かに僕はさっきの梨香さんみたいなキャラは好きですよ？

　咲姫先輩の言う通り、キスはしたことはありません。ええ、ありませんとも！

　でも、みんなに出会う前だって女の子の肌にぐらい触れた事はありますよ。姉と妹ですけど。

　いいんだよ！　僕は三次元になんて興味がないんだから！　二次元に生きる嫁よめたちと心で触れあっているんだから！

「やっぱりそうなのかな。が、頑がん張ばるけど、少し休憩させて。ちょっと疲つかれちゃった」

「分かったです。その間、奏がヒイロ様との場を繫つないでくるですね」

　大きな胸を揺ゆらしながら奏ちゃんがこっちへやってきた。

「ヒイロ様。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　近づいてくるなり、奏ちゃんは僕の事を気遣った。落ち込んではいるけど、そんな心配されるような状じよう況きようではない。問うように、首を傾かしげてみせると、

「周囲に殺気が充じゆう満まんしているです」

　と答える。更さらに、

「今し方、殺気が二割ほど増したです」

　と続けた。どうやら、当の本人は殺気が増した理由を理解していないらしい。

「見ろよ！　あいつ、女を取り替えやがったぞ！」

「ちょっと待ってろ！　やっぱり殺戮同好会に連絡する！」

「早まるな！　密室殺人実験同好会に連絡した方が隠おん密みつに事を進められるぞ！」

　どうして福ふく音いん学園の同好会は、殺人集団ばかりができあがるんだろうか。まともな教師が一人でもいれば、校長を止めると思うんだけど。

　僕の落らく胆たんした思いを気にもせず、僕へ向けられる殺気の要因たる奏ちゃんは満面の笑みで僕を見上げていた。

「？　どうしたですか？」

　問いかけてきた奏ちゃんに僕は首を横に振る。奏ちゃんの頭を撫なでると、目を細めて嬉うれしそうに笑う。

　ずっと一いつ緒しよにいたいと思う顔を見ながら、ハルカ姫が言った事を思い出していた。

『奏の傍そばに居る人物は奏を幸せにできるかどうか見たかったのじゃ』

『ヒイロが妾わらわの眼鏡めがねに適かなうようであれば良し。適わぬのであっても良しじゃ』

　僕はこの笑顔を守っていく男として、ハルカ姫に認められたのかな？　姉妹と同等の彼女を託たくしてもいいと思える男として。

「……もっと自分に自信を持っていい、か」

　父さんは僕にああ言ったけど、どうしても自分に自信が持てない。

「ヒイロ様？」

　僕のつぶやきを不思議そうに奏ちゃんが見ていた。

　正直、僕はハルカ姫に認められるような男だって自信はない。自信を持つには、他人には負けない部分があるとか、自信に繫がる努力とかの糧かてが必要になる。

　人より優すぐれている部分なんて見当たらないし、それを得ようと何をどう努力したらいいか分からない。僕には、自分を支えてくれる何かが足りない。

「ヒイロ様。あそこで休憩して梨香様を待ってるです。すぐに戻ってくるですから！」

　僕の腕うでに抱だきついた奏ちゃんに誘ゆう導どうされ、コーヒーショップへ向かう。

　コーヒーショップに入ると、テラス席へ案内され、偶ぐう然ぜんにもそこはハルカ姫と来た時と同じ席だった。

　あの時から時間が流れ、暖かいとは言い難がたい気候になっていた。日差しが直接当たる席で、太陽光が強く感じられる。

「ここ、ハルカ姫が座っていた所ですね！」

　店内の方が良かったと一いつ瞬しゆんだけ思ったけど、宙に浮ういた足をブラブラと揺らしながら喜ぶこの顔を見て、そんな考えは消えた。

　本当に奏ちゃんは見ているだけでこっちまで笑顔になる。さっきまでの嫌けん悪お感かんはどこかへ行ってしまった。

「奏、注文してくるです！　ヒイロ様はブラックのアイスでよかったですよね？」

「うん。ありがとう、奏ちゃん」

「いえいえ、お気になさらずです！　今日はヒイロ様の誕生日ですし、これは従者たる奏の役目です！　日ひ頃ごろのお礼も兼かねているですから、ヒイロ様はドシッと座っていてくださいです！　梨香様には甘いカフェオレを注文しておくです！」

　スカートがめくれそうな勢いで椅い子すから跳び、店内へ向かっていく。奏ちゃんの奉ほう仕し癖へきは治ってないなぁ。そんな簡単に治るものではないとは思っているけどさ。

　でも、治った部分もあるんだよね。外で何かをするのが週に一度になった。ちゃんと僕たちに告げてから行くようになったし。無む茶ちやはしなくなってくれたのは本当に嬉しい。

「ヒイロ様っ！　お待たせしましたです！」

　奏ちゃんが持っているトレイの上には、アイスコーヒーとカフェオレが載のっていた。

「お、お待たせ」

　奏ちゃんがトレイを置くと同時に梨香さんがやってきた。

「それじゃあ奏は退散するです！　後は若い者同士で楽しむといいです！」

　見合いの席から退席するおかみさんみたいな台詞せりふを残し、奏ちゃんは姿を消す。

「さっきはごめんね。お化け粧しようが崩くずれちゃったから直しに行ってたの」

「いいですよ、気にしなくて。僕なら幾いくらでも待ちますから」

　噓うそだって分かっているけど話を合わせる。

「あいつ、女を戻したぞ！」

「ちょっと警察を呼んだ方がいいわ！　一人につき美少女所持は一人までと私の中で決まっているのよ！」

「ちょっと待て！　日本の警察じゃ温ぬるい！　ＦＢＩを呼んで精神崩ほう壊かいするぐらい取り調べて貰もらおうぜ！」

「そんな道徳の通じる組織に預けて何が楽しいっ!?　暗殺者アサシンに追われて、ひぃひぃ言うぐらいが丁度いい！」

　呼ぶのは警察でいいと思うんですけどっ!?　最後の人なんて完全に自分が楽しみたいだけだよねっ!?

「なんだかここにいるとヒイロが大変みたいだし、もう行こっか」

　カフェオレを一気に飲み干し、梨香さんが席を立つ。梨香さんは優やさしいなぁ。

　店を出るのは本気で賛成。ここにいると、色んな刺し客かくがやってきそう。十七歳の誕生日が命日になるのは避けたい。現実にそんな心配をする十七歳って他ほかにいるだろうか？

　店を出たのはいいけど、どこへ行こう。

「ねぇ、ヒイロ。次に行く所って決まってる？」

「いえ、特には」

　そっか。梨香さんが行きたい場所へ行くってのも手なんだ。

「どこか行きたい場所があるんですか？」

「うん。ちょっとあそこの雑貨屋さんへ行きたいんだ」

　梨香さんが最近オープンした雑貨屋を指している。

　その店は入り口に黒板で新入にゆう荷かの商品を宣伝していたり、看板にもファンシーなデコレーションがされていて女の子が好きそうな佇たたずまいだ。

「でさ。ヒイロはあんな店に興味ないでしょ？　だから適当にぶらついてて。う～んと、三十分ぐらいしたら、店の前で待っているから、迎むかえに来てね」

「えっ？　いいですよ。僕も一緒に行きますよ」

「来なくていいから！」

　急に大声を出されて思わず身を引いてしまった。

「……もし来られたら、ネックレス見られて値段がばれちゃう」

「え？」

「な、なんでもないわよ！　ヒイロは適当にしてて！」

　女の子らしい演技も忘れ、梨香さんは雑貨屋へ向かっていった。

　戻ってきたばかりなのに、またいなくなっちゃったな。

　仕方がない。専門店に行って時間を潰つぶしてよう。なんの専門店かって？　アニメＢブルーＤレイからフィギュアやタペストリーまで取り揃そろえてる専門店に決まってるじゃないか。




　梨香さんと離はなれて二十分。約束の時間まで少し早いけど、雑貨屋へ向かった。

「だから、待ち合わせしてるだけだから！」

　雑貨屋へ着くと、梨香さんだけではなく、奏ちゃんも咲姫先輩もいた。ただし、三人だけじゃなかった。

　髪かみをワックスで起こし、サングラスを頭に引っかけ、チャラい感じの男二人と入り口で口論をしていた。

「どうしたんですか？」

　男二人を無視する形で三人に声をかける。

「奏の言った通り待ってる人が来たですよ。だからいなくなってくださいです！」

「だから俺たちも言ってるじゃん。男一人を待ってて二人余るなら一緒に遊ぼうぜって」

「そうそう。アンタもそう思うだろ？」

　指の骨をポキポキと鳴らしながら、片方の男が僕に問いかけてくる。

　思った通り、ナンパらしい。まぁ、梨香さんたちは可愛かわいいから気持ちは分かるけど。

「つーかさ。あんたら、可愛いのになんでこんなダッサイ男とつるんでるの？　もっと良い男と一緒に居た方が楽しいぜ？」

「そうそう。例えば俺たちみたいな男とか楽しいぜ」

　この人たちを喩たとえるのなら、ギャルゲーの主人公の周りにいる軽いノリのキャラ。あれって赤の他人だとこんなにもウザイんだ。

「貴方あなたたちみたいなゴミ屑くずに相手をしていただかなくても、間に合っておりますわ。わたくしたちには真しん藤どうヒイロ君という変態紳士がおりますので」

　ん？　なんか突つっ込むべき所があったようだけど気のせい？

「そもそもですわ。同じゴミ屑でも変態紳士の変態ヒイロ君の方がよっぽど良い人間ですわね」

「咲姫先せん輩ぱい！　なんだか僕に対して失礼な事を言ってませんっ!?」

「そんな事はありませんわ、変態紳士の変態ヒイロ君」

「やっぱりなんか違い和わ感かんがあるんですけどっ!?　僕を指し示す時に込められている意味が違ちがう気がする！」

「俺たちを無視して盛り上がってるんじゃねぇよ！」

　あっ、二人の存在をすっかり忘れてた。

「おい、お前！　さっき俺たちを指してゴミ屑だとか抜ぬかしやがったな！」

　咲姫先輩を睨にらみつけながら、片方の男が拳こぶしを作っていた。

「事実を言われて何を怒おこっておりますの？」

「あ、あんだとっ!?　お前らみたいに男を見る目のないやつに言われたかねぇな！」

「その言葉、そっくりそのままお返し致いたします。わたくしたちの事を外見だけで見定め声をかけ、自分の価値を評価して貰えないと分かれば、わたくしたちをバカにする。そんな低てい俗ぞくな人間が貴方たちですわ。そのような人物に、友人であるヒイロ君を罵ば倒とうする権利も、わたくしたちの異性への好みを悪く言う資格もありませんわよ」

　怒っていなかったもう一人の男も怒いかりを露あらわにし出した。

「てめぇ！」

　怒りに任せて、男が咲姫先輩目め掛がけ拳を振ふり上げていた。

　普ふ段だん、男に対して強気な咲姫先輩だけど、男の暴力的な行動にたじろいだ。気がつくと咲姫先輩と男の間に体を割り込ませていた。

　鈍にぶい音と共に走る痛み。口の中に鉄の味が広がっていく。

「っ！」

「邪じや魔ますんじゃねぇよ！」

　殴なぐられた頰ほおが軽く痛む。頰よりも痛い所があった。

「……ヒ、ヒイロ君っ!?　大だい丈じよう夫ぶですのっ!?」

　間を置いて、僕の肩かたを摑つかんで心配する咲姫先輩の顔が深く胸に突き刺ささる。こんな顔をした咲姫先輩を見たのは初めてだった。

「コラッ、そこ！　何をしている！」

　商店街を巡じゆん回かいしていた警察官が大きな声を上げて近づいてくる。

「チッ。行こうぜ」

「ああ。こんなバカ女たちを相手にしてるだけ無む駄だだよな」

　自分たちからナンパしておいて、なんて言いぐさだ。言い返したかったけど、面めん倒どうな事になるのも疲つかれるし、このまま消えて貰った方がいい。

「君たち、大丈夫かい？」

「はい。特に問題ありません」

「殴られていたようだけど、本当に大丈夫かい？　酷ひどい顔になってるけど」

「いえ、殴られたのは一発だけでそんな酷い顔になるほどでは……」

「本当かい？　ボコボコに殴られたような酷い顔してるけど」

　この警察官、失礼じゃない？　まるで僕の顔がはじめから酷いみたいな言い方してるけど。

　交番へ連れていかれ質問をされている間、僕は体に感謝していた。いや、正確には父さんにかな？

　どうして、父さんが僕に守りの特訓ばかりしていたのか分かった気がする。

「ヒイロ君。頰は大丈夫ですの？」

　交番から出ると咲姫先輩が不安そうに声をかけてきた。

「ははっ。普段、僕を殴っている咲姫先輩の言葉とは思えないですね」

「自分で殴った場合は加減しているので気にしませんけれど、他人に殴られた場合は流石さすがに心配致しますわ」

　心配するしないの基準が僕には分からないけど、咲姫先輩の中ではそうなんだろう。

　気き遣づかってくれる咲姫先輩に大丈夫とアピールをする。

　体が丈じよう夫ぶなら、体のことで心配をかけなくていい。殴られる程度ならすぐに治る。大丈夫だと安心させることができる。父さんはこういう理由で僕を鍛きたえていたんだろう。

「なんですの？　気持ち悪い笑えみを浮うかべて」

　どうやら自然と笑っていたらしい。気持ち悪いな。

「ううん。なんでもありませんよ」

「なんでもないのなら、今自分がすべきことが何か考えたらどうですの？」

　そう言って咲姫先輩は、隣となりにいる梨香さんに視線を送る。視線を動かすと、不ふ機き嫌げんな視線と交わった。

「どうしたんですか、梨香さん？」

「……別に。デート中に他の女の子といい雰ふん囲い気きになったら、嫌いやな気分になるんじゃないの？　私は違うけどね。別にヒイロが他の誰だれと仲良くしたってどうでもいいし」

　そういう事か……。当たり前の事に反論する言葉が無い。

　変わったデート方法ではあるけど、今日のメインは梨香さんだ。それなのに、梨香さんを放置していた。たとえ僕が本当に好きじゃない人で仮想デートだとしても、僕の態度は酷い事に変わりはない。梨香さんの不機嫌も納なつ得とく出来る。

「貴方がすべきは梨香さんの機き嫌げんを取る事ですわ。それじゃあ、奏さん。行きましょうか」

「はいです！」

　二人がいなくなり、交番の前で梨香さんと二人きりにされてしまった。

　……気まずい。怒っているらしい本人を見ると、あからさまに不機嫌な顔をしている。

「ふんだ」

　僕の方を一度だけ見て、頰を膨ふくらまし商店街の中へ向かって歩き出す。

　不ふ謹きん慎しんだけど、怒った顔がまた可愛いと思ってしまう。なんでこう二次元の女の子は怒った顔も可愛いのだろうか？　そりゃあ好きになるなってのが無理な話──。

　頭の中に父さんの言葉がよぎる。

『はっきり言え。あの三人をどう思っている？』

『これだけは言っておく。後はお前が一歩踏ふみ出すかどうかだ』

　……あぁもう、まどろっこしいな！　どうしてこう自分自身の気持ちに優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだろう！　自分に対して苛いら々いらする！

　声を出して気持ちを発散したくなる衝しよう動どうに駆かられ、頭を搔かき毟むしる。それを振り払はらうように、梨香さんを目で追った。

「あ……れ？」

　休みで人通りの多い商店街を見ても、梨香さんの姿が無かった。ここから見える店の中を見てもいない。

　このまま梨香さんがいなくなるような気がして、気がつけば僕は走っていた。

　商店街を走り抜けながら、過ぎていく店と人を見るけど梨香さんの姿が飛び込んでくることはなかった。

「ハァ……ハァ……」

　結局、商店街を通り抜けてしまった。また戻もどるか？　店を見ながら来たと言っても、見える範はん囲いだけだ。どこかの店にいる可能性だってある。

「ヒイロ君」

　どうするか悩なやんでいる所に咲姫先輩がやってきた。そうか！　咲姫先輩たちの所へ行ったという可能性もあったんだ。

「あの、梨香さんは？」

　咲姫先輩が首を横に振る。

「そう、ですか」

「今、奏さんが捜さがしていますわ」

　そうは言われても、待っていられない気持ちになる。学校でも家でも一いつ緒しよだからって、携けい帯たいの番号を訊きいてなかった。やっぱり訊いておけばよかった。

「落ち着きなさい、ヒイロ君」

「落ち着いていられないですよ！」

　思わず声を張り上げる。

「あんな可愛い女の子が一人で歩いてたら、またさっきみたいにナンパされて、何か事件とかに巻き込まれて、取り返しのつかない事になったらどうするんですかっ!?　元はと言えば、僕が梨香さんを怒らせたことが原因だし、落ち着けってのが無理です！」

　しばらく目を点にした後、咲姫先輩がクスクスと笑い出す。

「な、なんですかっ!?　そんなおかしな事を言ったつもりは──」

　梨香さんを心配している事をバカにされた気がして、少し苛いら立だったように答えた。その言葉を、咲姫先輩が遮さえぎる。

「いいえ、逆ですわよ。立派だと思ったのですわ」

「えっ？」

「自分がした行動に対し、責任を全まつとうしようとする構え。本当に素す晴ばらしい事だと思いますわよ。……あの人とは大おお違ちがいですわ」

　最後の言葉に『私は彼女たちを愛せない』の最新刊、そして消しよう滅めつ試練を思い出した。

　咲姫先輩の言うあの人ってお父さんの事だろう。さっきの苛立った気持ちはどこかへ行ってしまった。その代わり、

「その顔は、わたくしが今考えている人物が分かっている顔ですわね。わたくし自身、気にしておりませんから、ヒイロ君も気にしなくて結構ですわよ。もうあの事は、大雨が降った翌日の排はい水すい溝こうに流してしまいましたから」

　作り笑いをする咲姫先せん輩ぱいを見て、どう言ったらいいか分からない感情が芽生えてくる。

　僕の知っている限り、咲姫先輩はこんな作り笑いをする人じゃない。楽しむ時は楽しんで、つまらない時はつまらない顔をする人だ。

　じゃあどうしてこんな苦しそうに笑っているんだろう？　多分、お父さんの事を忘れていないからだと思う。梨香さんもだけど、どうして強がるんだろう。

「そんな悲しそうに笑わないでください」

　僕の言葉に咲姫先輩の顔から作り笑いが消えた。

「……やられましたわね」

　そう言って咲姫先輩が微笑ほほえみを僕へ向けた。その顔は、いつもの咲姫先輩の顔だった。

「ゴミ屑くずヒイロ君に気を遣つかわれ励はげまされるなんて。わたくしもまだまだですわ」

　強がりではなく、本心の発言。これこそが咲姫先輩なんだと思う。

「いつもの咲姫先輩ですね。さっきみたいに気を遣って笑う咲姫先輩、僕は嫌きらいです」

「まったく、貴方あなたという人は」

　微笑みが微び妙みように変わり、呆あきれた様に咲姫先輩は続けた。

「わたくしに何をされているか分かっております？　そんな相手に、自分になんて気を遣わなくていいと堂々と言うのは、どうかしてますわよ。端たん的てきに言えば、好きに殴ってくださいと言っているようなものです。どうしてわたくしたちの為ために自分を犠ぎ牲せいにできますの？」

　そう言われても。

　僕は三人には笑っていてほしい。それは偽いつわりのない気持ちだ。その為なら、幾いくらでも僕なんて犠牲にできる。

　咲姫先輩がお父さんの事で辛つらい思いをして、それをどう受け止めているか分からない。

　僕も中学の時に現実の女の子に酷い事をされた。それが原因で、前にも増して二次元の女の子に興味を持つようになった。

　だから咲姫先輩が、お父さんに裏切られ男から美少女へ気持ちを向けるのもなんとなく分かってしまう。

　けど咲姫先輩になったつもりで考えても、それは客観的視点からの考え方だ。分かったような事を、どんな言葉で取り繕つくろおうとも、咲姫先輩にとっては何も知らない他人からの言葉でしかない。

　だから、僕は僕が思っている事を僕自身の言葉で伝えるしかない。

「僕には何もできません。僕は皆みんなにとって、気を遣わない自分自身でいられる他人でありたいって思うんです。咲姫先輩だけじゃなく、梨香さんにとっても、奏ちゃんにとっても」

　リアクションをせず、ただ僕の言葉に耳を傾かたむけている咲姫先輩。

「僕は他ほかの誰かになる事はできません。梨香さんが好きだった『恋こいに恋する前に』の主人公にもなれないし、奏ちゃんが慕したったハルカ姫ひめにもなれない。咲姫先輩が大好きだったお母さんにもなれません」

「当然ですわ。母はわたくしの誇ほこりです。貴方ごときがなれるはずがありません」

「同様に僕は咲姫先輩を裏切ったお父さんにもなれません」

　この言葉を聞いて、咲姫先輩は僕が言わんとしている事が分かったみたいだった。それでも僕は言葉を続ける。

「僕は咲姫先輩の憧あこがれていたお父さんみたいな男にはなれません。だから、僕を見て信しん頼らいして貰もらえるか決めてほしいんです。他でもない咲姫先輩自身に僕自身を見てもらって」

「……やっぱり、貴方は変わっておりますわね。あんな適当に選んで渡わたしたプレゼントをあんな風に喜んだのも理解できませんわ」

　ポケットから家の鍵かぎを取り出し、さっき付けたプレゼントを確かく認にんする。緋ひ色いろのガラス玉だったから、僕の名前に合わせて選んでくれたとばっかり思っていた。

「何をにやけておりますの？」

　どうやらプレゼントを見て顔が崩くずれていたようだ。咲姫先輩の問いかけへの答えは簡単だ。

「適当に選ばれたとしても、これを買う為に咲姫先輩がお店に行って買ってくれた事、誕生日プレゼントとして贈おくってくれた事が嬉うれしいからですよ」

「なんの気持ちも込められてませんわよ？」

「それでも僕の為に買ってくれた事実に変わりはありませんから」

「……ここまで言っても喜ぶなんて、貴方はドＭですわね」

　う～ん。爺じいも言ってたけど僕自身はそう思ってないんだけど。……二人に言われるならドＭなのかな？

　にしても、このプレゼント、咲姫先輩らしい選び方だって改めて思う。実はちょっと怖こわかったんだ。

　咲姫先輩の消滅試練は『想おもいを込めた物を渡すまで』だったから、貰った瞬しゆん間かんにドキッとした。もし、これに僕への何かしらの想いが込められていたらどうしようって。

　まぁ、残念な事にそんな事は無かったんだけど。しかしなんだろうね、この気持ち。

　結果的に良かったのに、残念っていう矛む盾じゆんが存在する気持ちはどうしたらいいですか？

「何をガッカリしておりますの？　まるで反対側の歩道を歩く美少女のスカートが風でめくれる瞬間、車が通った時みたいな顔をしておりますわよ」

　僕、そんなガッカリした顔しているんだ。実に分かりやすい喩たとえだ。それでガッカリしない男は男じゃないと思う。僕は二次元に限りだけど、男ですからねっ！

「とりあえず気を取り直して、僕は梨香さんを捜しに──」

「ヒイロ様っ！　咲姫様っ！」

「うわっ！」

　僕と咲姫先輩の間に奏ちゃんが姿を現す。奏ちゃんが元くノ一だって事を時々忘れてしまう。いきなり現れる動きに驚おどろく時がある。

「商店街内のお店を全部捜さがしましたが、梨香様はいないです！」

　慌あわてた様子で奏ちゃんが言った。

「梨香さん、どこに行っちゃったんだろう？」

「本当なら貴方自身の力で颯さつ爽そうと捜し当ててあげてほしかったのですが」

「？」

「ヒイロ君、わたくしの特技を覚えていなくて？」

　特技？　なんだっけ？　美少女に対する過か剰じような性的アピール？

　咲姫先輩が目を閉じて、思いきり息を吸い込んでいる。吸い込んだ息をはき出し、にっこりと笑う。

「梨香さんなら駅の向こうにある公園にいますわよ。此方こちらが風下で良かったですわね」

　そうか！　咲姫先輩にはそれがあったじゃないか！

「美少女の居場所を嗅かぎ当てる変人能力ですね！」

「そこは特とく殊しゆ能力とか言っていただけると嬉しいのだけれどっ!?」

「ありがとう、咲姫先輩！　僕、行ってきます！」

「わたくしたちは追いませんわよ。頑がん張ばりなさい、ヒイロ君」

　二人を残し、僕は駅へ向かって走った。




　駅の隣となりにある陸橋を越こえ、僕は初めて駅の反対側へやってきた。

　家に引き籠こもる時間が長い僕にとって、引っ越して一年しか経たっていない福ふく音いん町は未知の地域が多い。特に店も無く、来る用事の無かった駅の反対側もその一つだ。

　陸橋を降りてどのくらい走っただろう？　駅からさほど離はなれていない距きよ離りなのに、違ちがう町へ来た感覚に陥おちいる。車の通りが激しい大きな道を走りながら、ふとぼやく。

「海が近くにあるなんて知らなかったよ」

　海を感じさせる潮の香かおりと波の音が聞こえてくる。けれど、肝かん心じんの海が見えてこない。嗅きゆう覚かくも聴ちよう覚かくも常人並みだと思うし、そんなに離れていないはずだけど。

　いや、今は海の場所より梨香さんがいるっていう公園だ。さっき歩いている男の人に尋ねたら「木の公園かな？　この先にあるよ」と教えてくれた。

　大きく曲がった道を過ぎると、緑の芝しばが目の前に広がった。犬を散歩させている人や、家族が楽しそうに遊んでいたり、若い男女がじゃれ合ったりしている。奥にはブランコや滑すべり台の遊具もあった。

　多分、ここだ。ここに梨香さんがいる。

　呼吸を落ち着かせる事も忘れ、僕は公園内に目を配りながら走っていた。けれど目的の姿は見当たらない。

　どうしてここが木の公園なのか気になっていたけど、一番奥まで来て理由が分かる。これでもかと主張する大きな木があった。数十年レベルではない樹じゆ齢れいを重ねているのが、雰ふん囲い気きだけで伝わってくる。

　木を迂う回かいしようと近づいて、木こ漏もれ日が気持ちよさそうなベンチがあることに気づいた。そのベンチに座る見慣れた後ろ姿がある。見み間ま違ちがえるはずがない。梨香さんだ。無事な姿に思わず、頰ほおが緩ゆるんだ。

　一歩踏ふみ出して視界に入った景色に、僕は思わず息を吞のんでしまった。

　ベンチの先にある柵さくの下は崖がけになっていた。そこからただ二つの青が広がっていた。

　視界いっぱいに広がる空の青と海の青。その二つを分かつ水平線。息を吞んだまま、梨香さんの向こうに広がる景色に魅み了りようされていた。

　思い返せば、道もこの公園も角度の付いた斜しや面めんになっていた。登った先に海があったんだから、海が見えるはずもない。

「はぁ、どうして上手うまくいかないんだろ」

　梨香さんのつぶやきに反応して、意識が景色から梨香さんにシフトする。

「はぁ、女の子らしくするって難しい。大体、私ってそんなに女の子らしくないし」

　そんな事は無いと思うけど。

「はぁ、こんな服も似合わないし」

　いや、すごく似合っている。女め神がみかと思うぐらいだった。

「はぁ～～～。こんな時に自分の事で怒おこるし」

「自分の事？」

「えっ？」

　振ふり返った梨香さんが、僕を確認してしばらく停止する。比ひ喩ゆ表現や大げさではなく、まるで一時停止ボタンを押したように停止している。……呼吸してるよね？

　動かないままの梨香さんだったけど、変化が起きた。露ろ出しゆつされている素す肌はだを赤色が駆かけ上がる。まるでゲージが上じよう昇しようするように、下半身から上半身へ向けて真っ赤になっていく。

　顔まで真っ赤になった瞬間、ようやく梨香さんに動きがあった。

「ヒ、ヒイロっ!?　な、なんでここにっ!?」

　片方の手をぎゅっと握にぎったまま、慌てふためいている。何か握っているのかな？

「なんでって。梨香さんがいなくなったからに決まってるじゃないですか」

　僕もベンチに腰こし掛かける。梨香さんを見ると、様子がおかしい。……あぁ、おかしいのはデートが始まってからずっとおかしいんだ。

「梨香さん、それ止やめましょうよ。女の子らしくしようと行動するの。何を取り繕う必要があるんですか？　梨香さんはそのままで十分に魅み力りよく的じゃないですか」

「……ほ、本当？」

　握りしめていない方の手でポシェットの紐ひもをぎゅっと握り、僕の返答を待っている。

「本当です。はっきり言いますよ。自分を偽って、自分を良く見せようとしている梨香さんは嫌きらいかもしれません」

「……え、えぇ～っ!?　私、頑張ったのに！」

「失敗でしたね。僕が予行練習の相手だったから良かったものの、本番のデートではそんな事をしたら駄だ目めですよ」

「……あっそ」

　あれ？　梨香さんの表情が怖いんですけど……。

「あの……梨香さん？」

「なんでもないわよ！」

　そう言いながらハイヒールで僕の足の小指を破は壊かいしようとしているのは何故なぜっ!?　何に怒っているのっ!?

「予行練習って何よ、バカ」

「今、何か言いました？」

「い、言ってない！」

　痛い！　本当に指がつぶれる！

　梨香さんの気持ちをくみ取ってあげたいけど、不ふ機き嫌げんな横顔がこれまた可愛かわいくて思考が回らない。まったく二次元の女の子は、どんな顔も可愛くて困る。異論は認めません！

　横顔を見つめていると、梨香さんがそれに気づく。

「な、何よ！　人の顔をじっと見て！」

「いや、可愛いなって」

「か、可愛──っ！」

　せっかく元通りになっていた顔の色が再び赤く染まっていく。梨香さんって案外ストレートに弱いんだよね。僕もそれが分かってるから、本心を含ふくめ、からかう意味で言っちゃうんだろうな。

「え、えと……そ、そういえば、またはぐれたら大変よねっ!!」

　強ごう引いんに話を変える梨香さん。仕方がないな。からかうのはここまでにしておこう。

「今いま更さらですけど、携けい帯たいの番号を交こう換かんしましょうよ」

　僕の提案に「その手があった」と言いたげな表情で、ポシェットから携帯を取り出す。

　赤外線通信で登録された番号を見て暗記。これで携帯を無くしても、公衆電話から梨香さんの番号へかけられる。

「これでよし。でも、電話しても繫つながらなかったら？」

　そんな場合もあるかもしれない。想定外を想定内にしておくのは、大事な事だ。ふと潮風が僕たちを煽あおぐ。

「じゃあ、ここを待ち合わせ場所にしません？」

　僕は立ち上がり、梨香さんの前に立つ。

「梨香さんとはぐれたら、僕はここに来ます。梨香さんが来るまでずっと待ってます。だから梨香さんも僕と離れたらここへ来てください。約束ですよ？」

　目の前にいる美少女の頰が少し緩ゆるんだ気がした。

「分かった。もし、何かあってヒイロの傍そばを離れちゃったら、必ずここに来るから」

　梨香さんと交わっていた視線がずれた。僕がずらしたのではなく、梨香さんが目線を下げていた。その先には、梨香さんがくれたネックレスがあった。

「それ、気に入った？」

「もちろんですよ。これからお風ふ呂ろと寝ねる時以外は身につけますよ」

　プレゼントは渡わたした相手に喜んで貰もらえると、渡した方も嬉うれしい。それは当たり前の事だと思う。だから、梨香さんに喜んでほしくて言ったはずなのに。

　僕の言葉を聞いて、梨香さんの表情が少しだけ曇くもったのを僕は見み逃のがさなかった。

「どうしたんです？　本当に気に入ってますよ」

「うん。ヒイロはそういうので噓うそつかないって分かってるから」

　梨香さんは僕が質問をしたわけでもないのに、自分から説明をし出した。

「奏も咲姫先せん輩ぱいもヒイロの事を考えてプレゼントを買ったと思うんだ。でも、私は……自分の事を考えてプレゼントを買ったから。だからさっき、プレゼントを買った雑貨屋さんに行ったの。もっとヒイロにふさわしいプレゼントがあったんじゃないかって思って」

　僕には梨香さんがどんな理由で悩なやんでいるのかよく分からなかった。けど、僕のことで悩んでいるのだけは分かった。

　どんな言葉を口にしたらいいか分からないけど、黙だまっている事だけは不正解な気がする。

「ありがとうございます、梨香さん」

　だから思っている事を口にすることにした。僕の噓うそ偽いつわりのない思っている事を。

「そんなに悩むぐらいのプレゼントを貰えて嬉しいです。ずっと一いつ緒しよにいたいって思ってる梨香さんと同じぐらい大切にします」

　あれ？　変な事を言ったつもりは無いんだけど、梨香さんの目が点になって、さっきと同じように硬こう直ちよくしてしまった。

「……バカっ！　どうしてアンタはいっつも不意打ちでそんな事を言ってくるのよ！　特に今日は酷ひどいわよ！　さっきから、もう！」

「えっ？　えっ？」

「も、もう帰るわよ！　こ、これ以上デートなんてしてたら、気がおかしくなっちゃう！」

　そう言って梨香さんはベンチを立ち、公園から出て行ってしまった。

「どうしたんだろう？」

　あっ、このままだとまたはぐれる。追いかけようとした瞬しゆん間かん、

「本当にどうしたんだろうね、会長」

「うわっ！　た、田た丸まる君っ!?」

　木の陰かげから田丸君が現れた。君はＲＰＧに出てくるモンスターですかっ!?

「ど、どうしたの？」

　良い予感はナノ単位でもしない。悪い予感ばかりする。

「いや～。多種多様の同好会から会長の目もく撃げき情報が入ってね。なんでも三人の美少女とデートをしていたとか」

「いや、それは……」

　否定できない。そう思われても仕方のない状じよう況きようだった。

「そういうわけで多種多様の同好会の皆みなさ～ん！　どうぞご自由に！」

　公園の至る所から現れる人。人。人。

「えっと……逃にげて良いよね？」

「誕生日が命日ってのも面おも白しろくない？」

「面白くないよっ!?　誕生日って分かってるなら、誕生日ぐらい見逃してくれてもいいんじゃないかなっ!?」

「一回許すと癖くせになっちゃうでしょ？　続ける事が大事だって言うじゃん」

「確かに言うけど、使いどころ間ま違ちがってるからねっ!?」

　田丸君とやりとりをしている間に僕は人に囲まれ、逃げ場を失っていた。

「ど、どうして誕生日までこんな目に……理り不ふ尽じんだ」

　父さんの特訓よりマシと思えるだけ良しとしよう。抵てい抗こうせずに早く終わらせて、三人の待つ家に帰ろう。




　……思ったより長く暴行が続いたな。すっかり日が落ちてるし。

「た、ただいま」

　口を開くのも億おつ劫くうになるほど殴なぐらなくてもいいと思う。

　ダイニングへ入ると、ソファにもたれて寝ている三人の姿が飛び込んだ。そういえば朝の四時から起きていたって話をしていたっけ。

　寝しん室しつから布ふ団とんを持ってきて三人にかけ、キッチンへ向かった。せめて晩ご飯ぐらいは僕が作ってお礼をしたい。

　キッチンへ入り、冷蔵庫から食材を取り出すとまな板の上に手紙が置いてある事に気づいた。昨日に続き今日もって。まぁ、今日は気分が良いので、大目に見てあげましょう。





『真藤ヒイロさん




　ごめんなさい！　伝えるべき事を伝え忘れていました。実は久く檀だん梨香さんの消しよう滅めつ試練の期間が決定しました！　以前送った手紙に変化がありますので、ご確かく認にん下さい！』






　大目に見られる内容じゃなかった！　本当に間ま抜ぬけな神様だね！

　食材を放置して、自室へ向かう。神様からの手紙を入れている棚たなをひっくり返す。

　懐なつかしいという気持ちさえ湧わく神様からの最初の手紙。





『久檀梨香の消滅試練：好きになった人に攻こう略りやくされる事。

　試練達成までの期間：好きになった人に告白される前に、自分から告白するまで』






　確かに書かれていた内容が変わっていた。つまり、梨香さんが好きな人に告白する前に、告白されて付き合ったりすれば達成って事だよね？

「な、なるほど。簡単じゃないか。梨香さんの好きな人を訊きいて、相手の人に告白して貰って付き合うまでいけば試練達成っと」

　何度も頭の中で反復確認するけど、何かが僕を納なつ得とくさせまいと邪じや魔まをしてる。

　分かってる。これを攻略しなきゃ、梨香さんがいなくなる事ぐらい。だから、やらなきゃならない事だって。

　それなのに、なんで納得できないんだろう。梨香さんが好きな人と付き合うのは、素す晴ばらしい事じゃないか。

「……ごめん、梨香さん」

　気づくと梨香さんに謝っていた。どうして謝罪の言葉がこぼれたんだろう。

　そっか。きっと咲姫先輩の消滅試練を優先してやろうと無意識に決めたから、謝ったんだ。うん、そうに決まっている。まずは咲姫先輩の方を達成してから、動こう。

　そう決めて、胸の辺りがザワザワする妙みような感情を抑おさえながら僕はキッチンへ戻もどった。







　第五章　告白







　日付が変わり、四人五脚きやくイベント当日。

　この家にいると空調設備が完かん璧ぺきすぎて、季節の変わり目を感じにくい。もう七月なんだよね。夏服の制服に着き替がえることで、ようやく季節が変わっていることを思い出す。

「そういえば、今日のイベントに向けて練習とかしなかったですね」

　ダイニングで朝食を食べながら、僕はふと思い出す。

　本当に景品が欲しい人たちは土日を使い、猛もう特とつ訓くんしたことだろう。僕？　もちろん欲しいです。五百万円分のグッズなんて、夢の様じゃないですか！

「わたくしは練習などしたくありませんでしたわ。ヒイロ君と肩かたを何度も抱だき合うなど」

「私が隣となりだったら何千回でも練習したのに！」

「失念していたです！　練習しておけばよかったです！」

　梨り香かさんと奏かなでちゃんは何を言ってるんだ？

「そういえば、奏ちゃんと咲さ姫き先輩は景品を何にしたんですか？　梨香さんは教えてくれなかったんですけど」

　今回は景品を自己申しん告こくするタイプだった。

「奏はクナイをお願いしたです！　一本一万円のクナイを五百本」

「そんなに貰ってどうするのっ!?」

「あっ、それは考えてなかったです」

「そうでしょ？　そんなにあっても──」

「スカートの中に入りきらないかもしれないです」

「問題はそこっ!?」

「入っても四百本ぐらいしか入らないです」

「それだけ入れば十分じゃないっ!?　前から気になってたけど、奏ちゃんのスカートの中はどうなってるの？」

「奏のスカートは、未来から来たどう見てもタヌキにしか見えない自じ称しよう猫ねこ型ロボットのポケットみたいなものです！」

　なるほど、分かりやすい。

「わたくしは五百万円分の美少女の使用済み下──」

「やっぱり梨香さんは教えてくれないんですか？」

「ちょっとヒイロ君っ!?　今、強ごう引いんにわたくしの発言を妨ぼう害がい致いたしましたわよねっ!?」

　その後の流れを考えると止めざるを得ない。僕の思考がそっち方面へ行って、漏もれて殴られる、もしくは引かれるのどっちかだろうからね。

「い、いいじゃない。そんなのはなんだって。優勝すれば教えるって約束なんだから」

　気にはなるけど、本人が言いたくないのなら、これ以上突つっ込むのは止やめておこう。

「じゃあ、そろそろ準備しておきますか」

　まだ時間にかなりの余よ裕ゆうはあるけれど、昨日の夜に連れん絡らく網もうを使っての連絡があった。今日は学校から迎むかえのバスが来る。

　なんでも、学校の周辺には四人五脚の障害物が設置されていて、サプライズの意味も込めて隠かくしておきたいらしい。あの校長の事だ。限度も考えずに大がかりな物を用意したんだろう。

「ちなみにわたくしが欲しいのは、ブラもパンツもですわ。片方だけなら要いりません」

　せっかくさっき遮さえぎったのに、まだ言いますか。しかし咲姫先せん輩ぱいの言い分も尤もつともだ。どっちかだけ貰もらうくらいなら、両方──

「ヒイロ！　アンタのスケベ思考はどうにかなんないのっ!?」

　しまった！　咲姫先輩が余計な事を言うから！

「仕方がありませんわよ、梨香さん。男子高校生は歩く性せい欲よくと言っても過言ではありませんからね」

「うわぁ……。咲姫先輩にそう言われると落ち込むなぁ」

「失礼ですわね。もし町中に梨香さんや奏さんクラスの美少女が沢たく山さんいたら、町長になって『服着用禁止ルール』を作ろうとしているわたくしに言われたぐらいで気を落とさないでください」

　落ち込むには、十分だと思う。でも咲姫先輩には是ぜ非ひとも町長になってもらいたい。

「ヒイロ。アンタ、携けい帯たい鳴ってない？」

　梨香さんの指し摘てきにポケットに手を触ふれてみると、スマホが震ふるえていた。取り出すとディスプレイには委員長の名前が表示されている。

「もしもし」

『おはよう、真しん藤どう。もうすぐバスが久く檀だん家の前に止まる。出ていてほしい』

「了りよう解かい。そろそろバスが着くから表に出ていてほしいそうです」

　三人が頷うなずき、僕たちは朝食を終える準備に入った。

「じゃあ切るね」

『待って、真藤』

　電話を切ろうとすると委員長が制止する。

『防ぼう弾だんチョッキか何かを着ておいた方がいいかもしれない。わたしたちのクラスは真藤が三人と暮らしているのは知っているけど、他ほかのクラスは知らない。そしてさっき田た丸まるがそれをバラした』

「……僕、歩いて学校へ行っていいかな？」

　そんな攻こう撃げき色に満ちたバスに乗って学校へ行きたくないよ。

『多分無理。投げ縄なわを準備している人が十人もいるから』

「何があっても僕を攻撃したいんだね」

『人間、諦あきらめが肝かん心じん』

「格言を違ちがうシーンで使うの流行はやってるの？」

　田丸君といい委員長といい、先人たちの言葉をなんだと思っているんだろう。

　そんなやりとりをしていると、いつの間にか三人が準備を終えて僕を見ていた。どうやら、逃のがれる術すべは無いらしい。




　学校の裏門にある駐ちゆう車しや場で僕たちはバスから降ろされた。

　ちなみに僕の体ですが、打だ撲ぼくが至る所にあるぐらいで骨折まではいきませんでした。

「なんて打たれ強い奴やつなんだ！　致ち命めい傷しようの一つや二つ、与あたえておきたかったぜ！」

　うん、頑がん丈じような体って素晴らしい。ちなみに致命傷って意味を分かって言ってますか？　お願いだから、重傷レベルでやめておいてください。

「しかし凄すごいバスだったね、会長」

　隣にいる田丸君が僕に話しかけてきた。

　僕たちを乗せていたバスは黒いビニールが窓すべてに貼はられていて、外がうかがえないようになっていた。フロントガラスまでもがそうだった。運転手にはヘッドマウントディスプレイが装着され、外に取り付けられたカメラの映像を見ながら運転していたらしい。

　やっぱりやり過ぎだよね、あの校長。相変わらず理解ができない人だ。まぁ、隣にもう一人理解できない人がいるんだけど。

「確かに凄いバスだったと思うよ。でさ、田丸君。なんで未いまだに投げ縄で僕の首を絞しめているのか分からないんだけど」

　バスに乗った直後からずっと離はなしてくれないのは、何故なぜなんだろうか？　降りたのだから、もう解放してほしい。

「決まってるじゃないか。まだ会長が攻せめられるイベントが残っているからだよ」

　そんな事が決まっていてたまるか！

「ちなみにどんな理由で僕は攻められるの？」

「会長、今日のイベントは誰だれと組むんだっけ？」

「えっ？　梨香さんと奏ちゃんと咲姫先輩とだけど？　それが何？」

　……はっ!?　そういう事かっ!!

　気づいた時には遅おそかった。周囲からの視線に怒ど気きと殺気が混じっている。

「てめぇ、勝つ気ねぇだろ！　美少女ばっかりと組みやがって！」

　いや、そんな事はない。奏ちゃんと咲姫先輩の妨ぼう害がい力の高さはおそらく学園トップだ。

「あたしも久檀さんみたいな人たちと組みたい！　わざと転んであんなところに手を滑すべり込ませたり、顔をあそこへ押しつけたりしたい！」

　いや、だからそういう台詞せりふは男子の仕事ジヨブだから。梨香さんたちが来てから、そういう台詞を口にする女子増えすぎです。

「真藤は相変わらず男女問わずモテる」

「委員長はモテるの定義を考え直した方がいいと思うよ」

「男女問わず、過激なスキンシップをされるのだからモテる部類に入っていると思う」

「殴なぐる、蹴けるはスキンシップに入るのっ!?　ただの暴力行こう為いだと思うんだけどっ!?」

「全世界で真藤に対してだけスキンシップと認められている」

　そんな特例、認めてなるものか。

「じゃあ会長。頑がん張ばってね」

　そう言って田丸君はようやく投げ縄を緩ゆるめてくれた。まぁ、逃にげられないと分かっているから逃げませんけどね。




「ヒイロ、アンタ大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です」

　梨香さんに強がってみたけど、口の中とかが切れてて痛い。体の節々も関節技わざを決められて痛い。目め眩まいがするのは、頭を殴られすぎたせいで脳が揺ゆれているからだろうか。とても大丈夫とは言えない。

「もうすぐイベント開始よ。本当に大丈夫なの？」

　それでも弱音だけは吐はきたくない。梨香さんが欲しいと書いた景品がなんだか分からないけど、凄く欲しがっているのは間ま違ちがいない。僕もグッズは欲しいけど、梨香さんの為ために頑張りたい。

　制服の下に入れたネックレスを肌はだで感じる。こんな素す敵てきなプレゼントを貰ったんだ。お礼ってわけじゃないけど、頑張りたいって思う。

　梨香さんに大丈夫とアピールをし、イベントの進行を待った。

　全校生徒は朝のホームルームを終えて新体育館へ招集され、司会進行の校長が出てくるのを待っていた。

『は～い、皆みなさん！　おはようございます！』

　校長の声がスピーカーから出力されるが、校長の姿はステージを見ても見当たらない。

『実はわたし、視し聴ちよう覚かく室に作ったモニタールームにおりまして、皆さんの前に姿を見せられません。ただし、此方こちらからは皆さんの表情が手に取るように分かります。ステージ上部をご覧ください！』

　校長が言った場所にはカメラが設置されていた。

『このように四人五脚きやくのコースの至る所にカメラとスピーカーを設置させて貰い、わたしはここで皆さんの実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいをしたいと思います！　いや～、こういうのやってみたかったんです！』

　自分の欲よく望ぼうのために僕たち生徒を使うとは。教育者の風上にも置けない。

『実はですね。今回、わたしほとんどお金を使っていません！　皆さんの景品に使う二千万円も出していないのです！』

　体育館がざわめく。どういうことだろうか？　イベントは校長の当とう籤せん金を使ってやるのが当然だった。一年以上経験したけど、例外は一度として無かった。

『実はあるお手紙をいただきまして。その方から寄付といった形で受け取ったお金なのです。ちょっとその方のお手紙を読ませていただきます。ペンネーム【神様】からのお手紙です』

　……最悪だ。神様って確実にあれだよね。

『福ふく音いん学園の皆さん、初めまして。いつも楽しく拝見させていただいております』

　何、そのラジオに送ったハガキみたいな切り込み方。

『いつも楽しませてくれる皆さんに、わたしからささやかではありますがお礼をと思い、マネーロンダリング済みのお金と、これに使ったらゴミになる障害物を用意させて貰いました。今日もしっかりと楽しませて貰おうと思います。ちなみに死んでも知りません』

　さっきとは違うざわめきが体育館に響ひびく。まぁ、文句ですよね。死んでも知らないって言われたら文句も言いたくなる。

　間違いない。僕のよく知る神様だ。知っている相手と思われると後が厄やつ介かいそうだ。

『Ｐ．Ｓ．　苦情は真藤ヒイロさんへお願いします』

　うぉいっ!?　なんて追つい伸しんを書くんだっ!?　視線が僕に集中したじゃないかっ!!

『それではチームの代表者はステージにいる森もり町まち先生から、お互たがいの足を繫つなぐアイテムを受け取ってください』

　校長も見事なスルースキル発動してるし！　どうして、こう僕が犠ぎ牲せいになる流れが簡単にできあがるんだっ!?

　ステージ上の森町担任から渡わたされたのは、大型の手て錠じようのような物。柔やわらかい素材の輪っかが二つ、チェーンで繫がれている。

　輪っかの半分ほどがスライドして動く。どうやらこれをずらして足に嵌はめるらしい。触さわってみるとグニグニと柔らかく、足に当たっても痛くはなさそうだ。

「これ、前回みたいな電気ショックとか無いよね？」

　僕が心配するのはその点だけ。前回は本当にひどい目に遭あったからね。

「今回は無いらしいぞ。こっちで指示する時に外れるような仕組みになっているだけらしい。残念だったな」

　何、そのＭを見るような目は。痛い目に遭えなくて不満だろ的な意味を込めてこっちを見ないでほしい。

　最近、僕をＭ扱あつかいする人が多い気がする。別に僕は痛い目に遭うのを望んでいるわけじゃない。

『では皆さん、チームの人と足を繫いでください！』

　左から奏ちゃん、僕、咲姫先せん輩ぱい、梨香さんと繫ぎ、準備は完かん了りようする。すると、拘こう束そく具から機械音が鳴り響く。すべての拘束具から同様の音が鳴っている。

　鳴り響いていた機械音が止まると、ステージ上のスクリーンに『五』の漢数字が映し出された。

『さて、拘束具は此方でロックさせていただきました。此方の指示なしでは拘束具が外れません！　それでは皆さん、四人五脚を楽しんでください！』

　校長の声がしなくなった途と端たん、スクリーンの数字がカウントダウンしていく。『零ゼロ』の後『イベントスタート』の文字が表示され、四人五脚は唐とう突とつに始まった。

「「「「五百万円分のエロＢブルーＤレイを手に入れるぜ！」」」」

　体育会系の男性教師チームの発言をきっかけに全員が動き出す。教師とは思えない発言だったけど、誰もツッコミを入れないんだね。

「それじゃあ、僕たちも行きますか！」

「ええ！　絶対に優勝するわよ！」

「奏も頑張るですよ！」

「あまり乗り気ではありませんが、梨香さんと奏さんの為に頑張りますわ！」

　意い気き揚よう々ようと最初の一歩を踏ふみ出す。

「うわっ！」

「「「きゃっ！」」」

　そして、盛大に転んだ。そういえば、最初に出す足を決めてなかった。誰一人として踏み出す足が揃そろわなかったのはある意味、奇き跡せきだと思う。一いつ緒しよに暮らして結構経たつけど、なんて息が合わないんだろう。

　体勢を立て直す頃ころには、体育館に残っていたのは僕たちだけだった。

『さぁ、鈍どんくさい一チーム以外は第一障害の校門へ到とう着ちやくしました！　ほら、鈍くさチームもまだ挽ばん回かいできますよ！』

　うるさい実じつ況きようだな！　わざわざ言わなくていいよ！

　しかし、校門ならまだまだ追いつけるのも事実。僕たちは最初の一歩を決め、体育館をゆっくりと後にした。

　校門へ着くと、ほとんどのチームが立ち往生をしている。その中に委員長を含ふくめたチームがいた。

「どうしたの？」

　委員長に声をかけると、待ちわびたと言いたげな顔をしている。

「……やっときた。さっさと障害にチャレンジして。今こん野のさんが、久檀さんがチャレンジするまでやらないって聞かない」

「どういうこと？」

　梨香さんが委員長と今野さんに問いかけるが、委員長は呆あきれた顔をしていて、今野さんは息を荒あららげているだけだ。

　止まっている人をかき分け、校門の外へ出てみる。やはり今回もやりすぎていた。

　のぼり棒というという遊具をご存じだろうか？　鉄製の棒が垂直に立っており、手と足を使い登る遊具だ。小学校に設置されている遊具ではポピュラーな物の一つだと思う。

　間かん隔かくの狭せまい四本の棒がワンセットでいくつも横並びで設置され、長さが十メートルを超こえてなければ、の話だけど。

　気になるのは、上から命いのち綱づなが垂れ下がっている事。命綱が必要な障害物競走って聞いた事ない。これ、本当に学校行事？

　のぼり棒の頂上に足場があり、数人が登り切っていた。驚おどろくのはその足場がのぼり棒の上だけじゃなくて、道になっている事だ。まるで町の空に道ができているみたいだ。どうやらあれを使って、次の障害物へ行けという事らしい。

　しかしのぼり棒を四人でって。一人で登るのも大変なのに、無理させすぎだよ。

「おら、真藤！　早く登りやがれ！」

「そうだそうだ！　お前が登ってから俺たちは登る！」

「あたしたちも！　真藤たちが登るまで登らない！」

　周囲から僕たちを急せかす声が聞こえてくる。一体、何を……はっ!?

「そういうことか！　くそっ！　どうして僕は三人とチームを組んでしまったんだっ!?」

「ええ！　まさかこんな障害物があるなんて、わたくしも失念しておりましたわっ!!」

　咲姫先輩も同じ事を思ったようだ。僕からしたら、貴女あなたもその一人なんですが。

　梨香さんや奏ちゃんや咲姫先輩がのぼり棒を登る。制服で！　そう、制服で登る！

「……あっ！　アンタたち、そういう事ね！　何を考えてるのよっ!!」

「ほえ？　なんです？」

　奏ちゃんは気づいてないみたいだけど、梨香さんは僕たち（周囲にいる人たち含め）が考えている事が分かったみたいだ。

「梨香さんや奏さんのパンツが見られるチャンスなんてそうありませんわ！」

　咲姫先輩の言う通りだ。のぼり棒はどうやったってスカートを押さえながら登るなど不可能。下から見上げれば絶対に見える。

　そういえば、こういう競技ってジャージに着き替がえたりするよね？……うん、細かい事は気にしないでおこう。

「咲姫先輩。お風ふ呂ろ上がりに私たちの下着姿を見てるわよね？」

「分かっておりませんわね、梨香さんは。制服ウィズパンチラがいいのですわ！」

「さすが咲姫先輩！　分かってますね！」

　熱い握あく手しゆを咲姫先輩と交かわす。

「二人の変態思考は、もはや病気レベルよね。でも本当にどうしよう。これだけの人がいる前で登るのは嫌いやよ」

　梨香さんも奏ちゃん並みにとは言わないけど、もう少し羞しゆう恥ち心しんを無くしてもいいと思うな。

　けど、三人のパンツを大多数に見られるのは僕も嫌だな。僕が見られるならまだしも、見られないんじゃ意味が無い。

「え～、スパッツ。短パンはいかがでしょうか？」

　どうしようか悩なやんでいると、購こう買ばい部のおばちゃんがスポーツバッグを持ってやってきた。バッグの中には下着を隠かくせるアイテムが入っているらしい。

「スパッツと短パンだけ？」

「あとブルマ」

「「じゃあそれで！」」

「二人はいい加減にしなさいよ！」

　ギャルゲーでどれを選ぶかの選せん択たく肢しがあったら、ブルマ以外にはあり得ないでしょ。

「奏はスパッツを穿はいているのでいいです」

　そういえば、初めて奏ちゃんを見た時もスパッツ穿いてたな。制服の時はスパッツ着用なんだろうか？

「じゃあ私と咲姫先輩は短パンで」

「そ、そんな！　せめてブルマを！」

「アンタは黙だまってなさい、変態ヒイロ！」

　売店のおばちゃんから短パンを二つ受け取る梨香さん。が、ここで重要な事に気づく。

「……どうやって穿けばいいの？」

　僕たちは今、それぞれ足を繫がれているので、短パンを穿くことができない。咲姫先輩なんて両足を拘束されているのだから尚なお更さらだ。

『は～い。皆みなさん！　そんなパンチライベントを待ち望まないで先に進みましょうね！　一いつ旦たん、拘束具を外しますので、おばちゃんが販はん売ばいしている物をすぐに着用してください！』

　拘束具から機械音が鳴り、外れるようになった。周囲にいる女子は短パンやスパッツを買って穿き始めている。

　ブルマは誰だれも買ってないけど、それで良し。ブルマも縞しまパン同様、二次元だけに許された装備だと僕は思う。僕の隣となりにいる三人を除き、ブルマ着用禁止で！

　短パンを穿き終えた二人が足を再び繫ぎ、僕たちはのぼり棒に手を掛かけた。

「四人繫がって登るってかなり無む茶ちやあるよな～」

　命綱を腰こしに巻きながら、ついぼやいてしまう。

「仕方がありませんわね。ちょっとお待ちなさい」

　咲姫先輩がポケットからスマホを取り出し、二言三言話をする。しばらくすると、

「咲姫様！　お待たせしました！」

　上の足場から野太い男の声がしてきた。見上げると、ボディビルダーと言われても頷うなずける体型をした福音学園の男子生徒が数人立っていた。

「今、引き上げますのでお待ちください！」

「うわっ！」

　そう言うと、僕たちの命綱を摑つかみ引っ張り上げていく。僕たち四人はあっという間に、のぼり棒の一番上に来ることができた。

「我々は、咲姫様親衛隊同好会として咲姫様のお役に立つことができたでしょうかっ!?」

　それ、同好会って付けなくていいと思う。

「えぇ、もちろん役に立ちましたわ。咲姫様親衛隊同好会の会員として誇ほこらしく思います。今度の同好会の際は、たっぷり可愛かわいがってあげますわよ」

「はっ！　光栄であります！　わたしは鉄アレイで百叩たたきがいいであります！」

「ならわたしは、釘くぎバットでケツの千叩きを望むであります！」

　綺き麗れいな敬礼をし、男子生徒はこの場を去っていく。

「さ、行きますわよ」

　色々とツッコミを入れたいけど、とりあえず簡単に障害物をクリアできたので良しとしましょう。

　足場は意外と広くて、僕たち四人が横並びになってもまだまだ余よ裕ゆうがある。もう一組ぐらいなら、並べそうだ。

　しばらく進むと、足場が五つに分ぶん岐きしていた。

　立て看板が設置されていて『どれを選んでも行き着く場所は同じ』と書かれている。

　だったらなんで分岐しているのかな？

「ヒイロ様！　早く行きましょうです！」

　奏ちゃんに急かされ、思考を止め僕たちは先へ進む。

　分岐からしばらく進むと、また分岐していた。先の方へ視線を送ると、また分岐しているのが分かる。まるで蜘く蛛もの巣のようになっていた。

　進んでいく内に足場が狭せばまっていく。……次の障害物を理解した。なるほど。分岐させたのはこのためか。前の人が詰つまっていても進めるように。

　分岐の繰くり返しで、足場の幅はばは三十センチほどにまでなっていて、いつの間にか横に広がっていた僕たちは縦になって歩いていた。あまりに怖こわくて、僕は摺すり足でしか前に進めなくなっていた。

「平均台は障害物競走の定番だけど……」

　最さい後こう尾びの梨香さんが怯おびえているのは納なつ得とくできる。正直、僕も体中の震ふるえが止まらない。

　僕たちがやっているのはまさに平均台だ。狭い足場を落ちないように進む障害物競走の定番中の定番。

　ただし、ここは地上から十メートルだという事を忘れてはいけない。一応、下の道路や一いつ軒けん家やの屋根にはマットが設置されているけど、落ちたくない。

　あの校長と神様がタッグを組むとこうも恐おそろしい事になるのか！　マジで死人がでるんじゃないかな？

「か、奏ちゃん！　お、お願いだからもう少しゆっくり歩いて！」

　怖くないのか先頭を歩く奏ちゃんは、ずいずいと歩を進めていく。

「大だい丈じよう夫ぶです、ヒイロ様！　ここから落ちても、肋ろつ骨こつが折れて内臓に刺ささったり、臓器が損傷したりして全治一ヶ月から一年ぐらいの怪け我がをするぐらいです！」

「全っ然、大丈夫じゃないから、それ！」

「ヒ、ヒイロ！　お、大声出さないでよ！　揺ゆれるから！」

　梨香さんの言う通り、声を出した事で僅わずかに揺れる振しん動どうにさえ、恐きよう怖ふ心が芽生えてくる。

「と、とにかく急いでゆっくり早く行こう！」

「さ、賛成！」

「ヒイロ君と梨香さん。それ、矛む盾じゆんしまくりですわよ？　わたくしはゆっくり行きたいですわね。梨香さんに抱だきつかれて嬉うれしいので、少し味わいたいですわ」

　どうやら咲姫先せん輩ぱいは恐怖より喜びの方が上回っているようだ。

　僕も咲姫先輩にガッツリ抱きつかれてて、前を歩く奏ちゃんに抱きついている現状は凄すごく嬉しいけど。

「わ、私は何も嬉しくない！」

「り、梨香さん！　大声出さないでくださいよ！」

「う、うるさい！　立ち止まってないで早く進んでよ！」

　梨香さんは何を怒おこっているんだ？　けど、ここでこうしていても始まらない。僕も怖いし、早く平均台を突とつ破ぱしよう。

　縦じゆう横おう無む尽じんに吹ふき付ける風に耐たえ、平均台を突破。足場が広くなり、気持ちに余裕ができた。本当に死ぬかと思ったよ。

　いつの間にか、いくつかのチームに追い抜ぬかれている。そういえば現状で僕たちは優勝が見込めるあたりにいるのだろうか？　あの校長、その辺を詳くわしく実じつ況きようしてくれないかな。

「ちょっとロスしちゃいましたね。急ぎましょうか」

　奏ちゃんと咲姫先輩は僕を見てアクションを起こしてくれたけど、梨香さんだけはこっちを見ず、頰ほおを膨ふくらませていた。

「あ、あの、梨香さん？」

「ふんっ」

　やっぱり怒ってる？　さっきの会話の中で怒らせるような事を言ったのかな？

「ほら！　さっさと行くんでしょ！」

　梨香さんからの不ふ機き嫌げんオーラが半はん端ぱない。

「ヒイロ君」

　梨香さんに聞こえないように、咲姫先輩が耳元で囁ささやいてきた。首筋にかかる吐と息いきに鼓こ動どうを高鳴らせながら、耳を傾かたむけ続けた。

「梨香さんが不機嫌になった理由が分かりまして？」

　小さく首を横に振ふって応こたえる。

「いい加減、そういうのを分かるようにならないと梨香さんを傷つけますわよ。いえ、すでに傷つけているかもしれませんわ」

　問い返そうと思ったけど、そうなると咲姫先輩の耳元で囁くという、なんとも言えない行こう為いをする事になる。……無理。恥はずかしいのもあるけど、後で殺されそうだ。

　僕が梨香さんを傷つけてる？　どうして？　何もしていないのに、傷つける事なんてあるんだろうか？

「さぁ、ヒイロ！　ここから挽ばん回かいするわよ！」

　足場から続く階段を下りる頃ころには、梨香さんはいつも通りになっていた。

「優勝すればヒイロを自由にできるんだから、今は怒ってもしょうがない。頑がん張ばろう」

　先を急ぐ中、咲姫先輩を挟はさんだ隣で梨香さんが何かをつぶやいた。けど、声が小さすぎて聞こえなかった。

　……う～ん。咲姫先輩が言った事が気になるけど、今はイベントに集中しよう。

　しばらく大通りをただ走るだけ。障害物は無く、商店街へ到とう着ちやくした。

「来たね、会長」

「あれ？　田丸君、何をしているの？」

　田丸君は商店街の入り口にあるアーチの下で立っていた。

「ほら、そこのテーブルにあるカードを引いて商店街で借り物をしてくるんだよ。それで、チームメイトを待ってるってわけ」

　田丸君の指したテーブルには、数え切れないほどの白いカードが裏返しになって置かれている。あれに借りてくる物が書かれているんだろうけど、一つ腑ふに落ちない事がある。

「そういうのって全員一いつ緒しよに行動するんじゃないの？」

　僕が中学の時に二に人にん三さん脚きやくでやった借り物競走は、足を繫つないだままだった。分かれて行動する意味が分からない。

「借りる物が物だからね」

　そう言われて田丸君が制服ではないことに気づく。Ｔシャツとつなぎに変わっていた。

「借りてくるのは服なんだよね。ほら、この商店街って服屋がかなり多いでしょ？　使われた服は学校がお金を払はらって、持ち帰れる事になってるんだよ」

「なるほど。全員がバラバラに行動しているのにも合が点てんがいったよ。それなら拘こう束そく具も外す必要があるしね」

　最初の障害物だったのぼり棒で、似たような事はすでに経験済みだ。

「あっ、そうだ。田丸君の情じよう報ほう網もうで現在のチーム順位とか分かる？」

「もちろんだよ。仕方がない。他ほかならぬ大切な会長の為ためだ。教えてあげるよ」

　大切って言うのなら、僕がリンチされるような状じよう況きようを作らないでほしい。

　スマホを取り出し、メールを送っている。すぐに折り返しが来て、現在の順位を教えてくれた。

「今、ぼくのチームが八位。会長たちは十一位だね。ちなみに一位から十一位まで商店街にいるから逆転はまだまだ可能だよ」

　それは朗報だ。のぼり棒で大多数が梨香さんたちのパンツを見たいと止まっていたのが大きい。パンツが見たいという思春期の思考に感謝せざるを得ないね。

「じゃあ僕たちもカードを引きましょう」

　テーブルの前で乱雑に置かれたカードから一枚引く。

「な、何よこれっ!?」

　自分で引いたカードを見る前に梨香さんが声を上げる。

「どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもないわよ！　こんなの借りてきて着ろっていうのっ!?」

　梨香さんが僕にカードを突つき出してきた。




『スク水（旧型）』




「急いで借りてきてください」

「ちょ、ヒイロっ!?」

　商店街を走るスク水姿の梨香さん。うん、有りです。有り有りです。

「つべこべ言わずに借りてくるのですわ」

「咲姫先輩までっ!?　そういう咲姫先輩は何を引いたのよっ!?」

「わたくしはこれですわ」




『巫女みこ（ノースリーブ・ミニスカ）』




「咲姫先輩も色物っ!?　どうなってるの、このカードっ!?」

「咲姫先輩も急いで借りてきてください」

「ヒイロは少し黙だまってなさい！」

「さぁ、梨香様も咲姫様も急いで借りに行くです！」

「……もしかして。奏、ちょっとカード見せなさい」




『チャイナドレス（ミニスカ・スリット深め）』




　奏ちゃんの衣装、エロすぎじゃないっ!?　僕は嬉しいですけど！

「謀はかったわね、ヒイロ！」

　何故なぜか梨香さんの怒いかりの矛ほこ先さきが僕へ向いた。意図した相手にそのカードを引かせるなんて、孔こう明めいさんぐらいじゃないとできないと思う。

「……こんな事なら少しダイエットしておくんだった」

「ん？　梨香さん、何か言いました？」

「い、言ってないわよ！　そ、それよりアンタは何を引いたのっ!?」

　三人のインパクトが強すぎて、自分が引いたカードを確かく認にんするのを忘れていた。




『上じよう半はん身しん裸はだか』




「借り物をするんだよねっ!?　僕は何を借りてくればいいのっ!?」

　近くにあったスピーカーから校長の声が出力される。

『真藤ヒイロさん。そのカードは【うほっ】と言われそうなガチムチ男子限定のカードですので、元に戻もどしてください。貴方あなたの上半身を見ても【うほっ】って誰だれも言いませんから』

「その冷めたような言い方はなんだっ!?」

　僕自身、そんなキャラクターは目指してないからガッカリされて良かったけど、なんだか納なつ得とくいかない！

「ほら、ヒイロ君。早く引き直してください。でないと拘束具が外れず、梨香さんのスク水姿が満まん喫きつできませんわ」

　それもそうだ！　急がないと！




『下半身裸』




「これもう性犯罪者だよねっ!?　学校のイベントで人生を棒に振ってたまるかっ！」

　再び校長の声が響ひびき渡わたる。

『真藤ヒイロさんが捕つかまっても別に困りませんし』

　っていうか、さっきのもだけど女子が引いたらどうするつもりだったんだっ!?

『まぁ、冗じよう談だんのカードですので戻してください』

　さっきの上半身裸は冗談じゃないんだ。

　次はまともなカードが出ますように。




『適当に見み繕つくろってこい』




「これがまともに見えるのは、前の二つがひどすぎたからだろうね」

　足あし下もとから機械音が鳴り、拘束具が外れるようになった。

「それじゃあ急いで着き替がえてきますから！　勝ちましょう！」

　本心は三人の衣装を一秒でも長く見たいからですけどね！




　近くの店に入り、制服から貴重品を取り出し、チノパンとＴシャツにシャツの上着を合わせ、入り口へ戻ってきた。脱ぬいだ制服は商店街の出口に届けてくれるらしい。

　にしても周囲を見ると、面おも白しろい。着ぐるみ、浴衣ゆかた、アマゾンの奥地にいる先住民族っぽい衣装等々、ありとあらゆる服を着た人たちが商店街の入り口に集まっている。

「「「うぉおぉおおっ！」」」

　その人たちを見ていると歓かん喜きに満ちた声が響く。

　声を上げた人たちが見ている方へ視線を向けると、美少女三人が三種の衣装に身を包んでこちらへ向かって歩いてきていた。

「か、かなり恥ずかしいわよ、これ」

　紺こん色いろのザ・スク水を着た梨香さんが恥ずかしそうにしている。

「動きやすくていいですね！」

　奏ちゃんは青いチャイナドレス。見事な乳ちち袋ぶくろと、これでもかと短いスカートにスリットが入った姿が……もう最高です！

「わたくしはっ！　わたくしは最高に幸せですわっ!!」

　咲姫先せん輩ぱいは緋ひ袴ばかま姿になっている。カードの指示通り、ノースリーブとミニスカになっていた。

　あの白生き地じの部分に付着している赤い斑はん点てんは、興奮して出した鼻血の跡あとだろう。咲姫先輩が、梨香さんと奏ちゃんを見て興奮するなという方が無理だと思う。

「ちょ、ちょっとっ!?　ヒイロまで咲姫先輩みたいに鼻血出さないでよっ!!」

　そんな素す敵てきな衣装を着ている三人を見たら、鼻血ぐらい許してほしい。
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「ほ、ほら！　この衣装は商店街の中だけでいいんだから、早く行くわよ！」

「そこの喫きつ茶さ店てんでお茶でもしましょうか」

「賛成ですわ」

「何を言ってんのっ!?」

　梨香さんに急せかされ、足を拘束具で繫ぎ直し、僕たちは商店街の出口へ向かって走った。




　商店街の中にはこれまた定番と言える障害物が多数あった。

　跳とび箱を歩いて超こえる、その場で回転し目を回して歩く、四人で飛ぶ縄なわ跳とび、ぶら下がっているあんパンを口だけで取るなど。

　撒まき菱びしを撒まいたり、砲ほう丸がんを投げつけたりと他チームへの妨ぼう害がいを繰くり返し、数多あまたの障害物を越こえ、商店街の出口へ到とう着ちやく。

　出口を塞ふさぐようにネットが敷しかれ『最後の障害物・ネット潜くぐり』の立て札があった。どうやら最初ののぼり棒と平均台だけが、失敗イコール死の障害物だったみたいだ。

「ねぇ、ヒイロ。私たちって十一位だったのよね？」

　スク水の恥はずかしさに慣れた梨香さんが問いかけてくる。

「そうですね。田丸君の情報を信じるのなら、そうだったはずです」

「その田丸も含ふくめ、ネットの所に十チームいるって事は、私たち追いついた？」

　言われてネットの所にいるチームを数えてみると、確かに十チームいる。

　気になるのは、十チーム中五チームがネットには潜らずネットの脇わきで腰こし掛かけてぐったりしている事だ。あの人たち、焦こげてない？

「ぶふぁ！　一番乗り！　フィギュア五百万円分はぼくの物だ！」

　十メートルの幅はばのあるネットを潜り終えた田丸君が、スタンガンを持ちながら高々と手をあげている。

「ま、待て田丸！　そのスタンガンを今、ネットに落とされたら！」

　ネットの下を匍ほ匐ふく前進で進む人が、恐きよう怖ふに怯おびえたような声で田丸君に話しかけていた。

「そうだね。あっちで腰こしを落としている人たちと同じになるね。バイバイ」

「ぎゃあぁあぁぁあっ!!」

　スタンガンがネットに落とされ、潜っていた生徒全員が断だん末まつ魔まの叫びをあげて気絶した。

「このネット、ローションと水を混ぜた物で濡ぬれていますわね」

　潜りにくいようにそうしたんだろうか？　そこにスタンガンを落とされたから電気が流れて気絶したのか。

　座っている人が焦げている理由が分かった。田丸君があれを使って妨害したからだ。焦げるほどの電流を平然と流せるとは。君がいつか、人を平気で殺あやめる日が来る気がするよ。

「じゃあ会長！　スタンガンのスイッチは入れっぱなしにしておくから、頑がん張ばってね！」

「くっ！」

　このままじゃ通れない。何か方法は。

「何を悩なやんでいるのよ。こっちには奏や咲姫先輩がいるのよ」

「あっ、そうか！　奏ちゃんの爆ばく弾だんでスタンガンを吹ふき飛ばしてもらっていい？」

「分かりましたです！　ただ、失敗したらネットの下で気絶している人を亡なき者にしてしまうかもしれませんが、いいです？」

「訊きかなくても駄だ目めって分かるよねっ!?　他ほかに方法はない？」

「じゃあクナイでスタンガンを破は壊かいするです！」

　スカートの中に手を入れ、クナイを一本取り出しスタンガンめがけ投とう擲てきする。一発でスタンガンに当たり、バチバチと音を立て停止した。

「さすがね、奏。田丸が前にいるチームを戦せん闘とう不能にしてくれたおかげで、一気に優勝が見えてきたわ。急ぐわよ！」

「分かりました！　オタクグッズ五百万円分を目指して！」

「クナイ五百本！」

「パンツとブラに埋うもれるわたくしの部屋！」

　咲姫先輩の発言だけを聞いた人は、どんな風に思うんだろう。優勝したら是ぜ非ひとも部屋に招待していただきたい。

　ネットの下に潜るとローションが体に纏まとわり付く。しかしまぁ、三名の姿がエロい。

　露ろ出しゆつされている腕うでや足がローションで光こう沢たくを放ち、着用している物が徐じよ々じよに濡れていく様はドキドキしてたまらない。

　地面にもローションがたっぷりで、手を使って前に進もうとしてもなかなか進めない。両手で体を浮うかせた瞬しゆん間かん、

「あわっ!?」

「うわっ！」

　隣となりで奏ちゃんがバランスを崩し、僕の下へ滑り込んできた。反動で僕も体勢を乱して、奏ちゃんに体をくっつける形になってしまった。

「あう～っ」

「ご、ごめん！」

　慌あわてて体を起こすもローションで滑り、また奏ちゃんと体を密着させてしまう。

　わ、わざとじゃないよっ!?　あわよくば、顔がおっぱいに当たらないかなぁとか思ってないよっ!?

「ちょ、ちょっとヒイロ！　どさくさに紛まぎれて何を──」

　そこまで言うと梨香さんが両手を使い体を持ち上げ、

「きゃ」

　どこかわざとらしく悲鳴を上げた。咲姫先輩の下を器用に滑り、奏ちゃんの体を少し押しのけ、僕に密着してきた。

「あ、あの梨香さん？」

「ごめん、滑っちゃって」

　そのわりには慌てた様子がないんだけど。

　しかしこの状じよう況きようはどうしたものか。

「「「この障害を抜ぬけたら絶対に殺す！」」」

　ほらね。ネットを潜る違ちがうチームから殺意しか感じない発言が聞こえてきたでしょ？

　とりあえずはさっさとネットを抜けましょう。命を失いたくはありませんからね！

「うぅ、気持ち悪い」

　濡れた服ってどうしてこう気持ち悪いんだろう。こういう濡れるイベントは二次元の美少女限定にしてほしいよ。透すけブラなんて夏の風物詩だしさ。

「早く着替えるわよ！　もうこんな羞しゆう恥ちは嫌いや！」

　用意された簡易シャワールームに飛び込む梨香さん。

　あぁ、名残なごり惜おしい！　プールの授業が男女別だから、スク水なんて今後拝めないかもしれないのに！

「じゃあ奏たちも着替えてくるです！」

「お二人の可愛かわいい姿がここで見納めでガッカリする気持ちは分かりますが、ヒイロ君もエロさを全く感じない濡れた服をさっさと脱いできた方がいいですわよ」

「……そうですね。着替えてきます」

　カーテンで遮さえぎられたシャワールームへ入って濡れた服を籠かごに脱ぎ、シャワーを浴びる。ローションを洗い流し、外へ出て脱いだ服から貴重品を取り出す。

「あ、あれっ!?」

　僕の慌てた声に三人がシャワールームから顔を出した。

「どうしたの？」

「な、無いんです！」

「何がです？」

「家の鍵かぎが！」

「そんなに慌てる事ですの？」

「慌てますよ！　だってあれには咲姫先輩がくれたキーホルダーが付いてるんです！」

　この服に着替えた時には確かにあった。貴重品を取り出してポケットに入れた記き憶おくははっきりとある。

　商店街の中で落としたんだ。転んだりもしたし、間ま違ちがいない。

「ちょ、ちょっと僕、捜さがしてきます！」

　誰だれかに踏ふまれて壊こわれでもしたら大変だ！

「いいではありませんの。どこでも売っている物なんですから」

「よくないです！　咲姫先輩は黙だまっててください！」

　咲姫先輩を一いつ蹴しゆうして商店街を逆走した。

　目の前にあったネット潜りには見当たらない。さらに逆走していくけど、見当たらない。

　転んだ記憶のある場所に来たけど、それらしき物は落ちていなかった。

「くそっ！　持ち歩くんじゃなかった！」

　普ふ段だんなら鍵はバッグに入れておくんだけど、貰もらったプレゼントが嬉うれしくて……。後こう悔かいしていても仕方がない。

　ふと視界の端はしに鈍にぶく光る銀色が飛び込んだ。そこへ駆かけ寄ると鍵が落ちていた。間違いなく家の鍵だ。だけど、

「……無い」

　緋ひ色いろのガラス玉が無くなっていた。キーホルダーのチェーンが切れ、鍵とホルダーの輪っかだけが付いていた。

『優勝者が決定しました！　しかし、皆みんなも諦あきらめずにゴールしてください！　完走賞として一万円分の商品券をお贈りします！』

　イベントなんて、もうどうでもよかった。




　あの後、三人と合流して完走だけはした。でも僕は三人と話しもせず、教室へやってきた。今日はイベントだけで終わりだから、教室には誰もいない。夕日が差し込む教室で、僕は落ち込んだままだった。

　せっかく咲姫先せん輩ぱいが誕生日にくれたのに。大事にするって言ったのに。

　プレゼントを無くした事も落ち込む理由だけど、僕自身の駄目さが落ち込む気持ちに追い打ちをかける。

　昨日、咲姫先輩に僕はなんて言った？

『僕は咲姫先輩の憧あこがれていたお父さんみたいな男にはなれません。だから、僕を見て信しん頼らいして貰えるか決めてほしいんです。他でもない咲姫先輩自身に僕自身を見てもらって』

　あんな格好つけた事を言ったくせに。

　貰った物を翌日に無くすような僕を信頼してほしいだなんて、無理にもほどがある。

「はぁ～」

　ため息が止まらない。

「教室中の空気を無くす勢いのため息ですわね」

「えっ？」

　教室の入り口に、腕を組んでドアに寄りかかる咲姫先輩がいた。

「あ、あれ？　帰ったんじゃ？」

「梨香さんと奏さんはずっと貴方あなたが出てくるのを待っているようですわよ。わたくしは一度帰りましたが」

「そう、ですか」

　梨香さんたち、待っててくれてるんだ。

　情けない。自分の不ふ甲が斐いなさで、皆に迷めい惑わくをかけるなんて。

「さっきはごめんなさい」

　不意に咲姫先輩が神しん妙みような面おも持もちで謝ってきた。

「貴方がわたくしのプレゼントを嬉しく思っていたのを分かっていたのに、ひどい言い方をしてしまって」

　咲姫先輩が謝るのは違う。謝るのは僕の方なんだ。プレゼントを無くし、そのあげく八つ当たりするように怒ど鳴なったのだから。

「貴方の事だから自分が全部悪いとか思っていそうですわね」

　それが事実だ。全部、僕が悪い。

「ヒイロ君。そんな風に考えて、前に進めないのは貴方の悪い癖くせです。それは自分に自信がないからではなくて？　そろそろ自信を持ってもいいと思いますわよ」

　父さんと似たような事を咲姫先輩は口にする。

「わたくしでさえ、貴方の優やさしさには惹ひかれているのです。まぁ、異性として惚ほれるのはまだまだ頑がん張ばっていただかないと困りますが」

　何を言ってるんだ、咲姫先輩は。

「まずは貴方が本当にわたくしが認める男であるか、見み極きわめさせていただきます。あの人の願う幸せを叶かなえられるのは、貴方だけなのですから。是非、叶えてあげてください」

　なんだか咲姫先輩が変なんだけど、勘かん違ちがいかな。なんだからしくない気がする。

「ちょっと屋上で待っていてくださいます？　後ですぐに行きますから」

　そう言って咲姫先輩は教室から出ていってしまった。

　屋上か。イベント日で同好会の活動禁止だし、物静かだろう。自分の情けなさを顧かえりみるには、丁度いいかもしれない。

　屋上へ出るドアを開けると、夏が始まったと感じられる風が外から校舎内へ流れ込む。

　その風に一いつ瞬しゆん、目を閉じてしまい、再び開けると夕日のオレンジ色を背にして金かな網あみに寄りかかる影かげが飛び込んだ。

「ヒイロ？」

「梨香さん？」

　影になっていて顔ははっきり見えないけど、間違いない。梨香さんだ。

　なんで梨香さんがここに？　僕を待っていたっていうのなら、下げ駄た箱ばことかじゃないの？

「……あっ、咲姫先輩。もしかして私の為ために……」

「？」

「ううん、なんでもない。変なところで気を回すんだから」

　僕が僅わずかに浮かべた疑ぎ問もん符ふを見て、梨香さんがすぐさま首を横に振ふる。

「……そういえば、前の対たい抗こうイベントの時。佐さ倉くら君に告白されたのって今ぐらいの時間だったわよね」

「そう、でしたね。僕が聞いちゃって」

　梨香さんの傍そばへ歩みを進める。隣に並んでも、梨香さんはこっちを向くわけでもなく、校舎内に続くドア一点だけを見つめたまま。

　どうしてか分からないけど、僕も梨香さんを見ている事ができず、金かな網あみ越ごしに外を見ていた。真新しい体育館と室内プールの屋根が夕日でオレンジ色に染まっている。

「……これ」

　梨香さんが僕の前に差し出したのは、先週の金曜日に配られた景品を書いた紙。

「結局出せないまま、鞄かばんに入れたままだったんだ」

　受け取り、プリントの一番下に書かれている望む景品を見てみた。

「えっ？」

　そこには欲しい『物』は書かれていなかった。

『景品はいらない。代わりに真藤ヒイロ君と二人きりになれる場が欲しい』

「これって……」

　梨香さんの横顔を見ると、心臓が大きく脈打った。

　夕日で影になっているからはっきりと顔は見えない。でも、緊きん張ちようしているのが分かる。

　視線を少し下げると、見覚えのあるネックレスが梨香さんの首から下がっていた。

「梨香さん、そのネックレス」

「あぁ、これ？　ビックリした？　ヒイロと同じネックレス」

　梨香さんがこっちを見ることなく微笑ほほえむ。

「本当はね。昨日もつけたかったんだけど、恥はずかしくて無理だったんだ。公園でつけようとしたんだけど、ヒイロが来ちゃって。それからずっと握にぎってて手が痛かったよ」

　公園でずっと手を握ったままだったけど、そのネックレスを持っていたからだったのか。

　それから数秒、会話も無くただ時間だけが流れる。

「ご、ごめん！　今、私、なんか焦あせっちゃってて！」

　梨香さんが声を張り上げた。驚おどろく間も無く、そのまま続けて言葉を口にしていく。

「奏もいつ自分の気持ちに気づくか分からないし、咲姫先輩も少しずつだけど、心を許してるのが分かったから！　本当は、攻こう略りやくされたかったんだけど！　ずっと待ってるつもりだったんだけど！　何もしないで、誰かに取られたくなくて！　奏も咲姫先輩も大切な友人だけど、二人にだって取られたくなくて！　本当はこんな風に言いたくないんだけど！」

　僕の方を一度も向くことはなく、強く目を閉じたまま、大きな声で矢や継つぎ早ばやに言葉を繫つなげていく。梨香さんの髪かみが風に靡なびき、言葉が止まった。まるで話し出すきっかけを作るように風が止まり、梨香さんが深く深呼吸して、
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「私、ヒイロが──好き」




　今にも消えそうな声で言った。







　第六章　伝えられなかった事を







　あれ？　僕は屋上で何をしてるんだっけ？

　……………………………………………………………………………………………………。

　あぁ、そうだ。咲さ姫き先輩が屋上で待っていてくれって言ったんだ。

「終わりまして？」

　咲姫先輩が校舎に続くドアから顔を出す。

「？　何がですか？」

「何がって……なんでしょう？」

　おかしな咲姫先輩だな。

「それで、屋上で待っていてくれってなんなんですか？」

　駄だ目めだ。どうやら僕は、まだ落ち込んでいるらしい。どうも言葉にトゲがある気がする。

「と、特に大した用ではありませんわ！」

　本当に目の前にいるのは咲姫先輩かな？　照れ隠かくしをしているような顔を見ていると咲姫先輩ではないような気がする。

「あまり引っ張るような事でもありませんわね！　ほら、手を出しなさい！」

　言われた通りに手を出すと、咲姫先輩がスカートのポケットから何かを取り出し、僕の手のひらに何かを置いた。

「……これ」

　見覚えのある包装紙に包まれた何かが僕の手のひらに収まっている。

　この包装紙は昨日、奏かなでちゃんがくれたリストバンドを包んでいた物と同じ。

「一日遅おくれましたが。お誕生日、おめでとうですわ」

　包装紙を開くと、僕が落として壊こわしてしまった物と同じキーホルダーが入っていた。

「これ……」

「ヒイロ君が一番欲しい物をプレゼントし直そうと考えた結果、それが一番いいのではと思いまして。今度はおめでとうの気持ちを込めましたわ」

　咲姫先輩の発言に消しよう滅めつ試練が頭をよぎる。

　咲姫先輩の試練達成までの期間は想おもいを込めた物を渡わたすまで。僕の手にあるこれには、僕への誕生日おめでとうの気持ちが込められている。

「あ、あの咲姫先せん輩ぱい！　体に異変とかありませんかっ!?」

「失礼ですわね！　人がせっかくヒイロ君の為にと思ってプレゼントを買い直してきたというのに！」

　いや、そういう意味じゃないんだけど。

「なんでもありませんわよ。ゴミ屑くずヒイロ君の為に一いつ旦たん、商店街まで行ってプレゼントなんて買ってくるんじゃありませんでしたわ」

　よかった。いつもの咲姫先輩だ。

　消滅試練が達成できていたんだという実感が初めて込み上げる。こうして咲姫先輩が消えていないのが証しよう拠こだ。

　咲姫先輩がいてくれる事も嬉うれしいけど、咲姫先輩が僕の為に誕生日プレゼントを買ってきてくれたという事実がもっと嬉しい。

「なんですの？　さっきまで落ち込んでいたくせに。ニヤニヤして凄すごく不快ですわ」

　そりゃあ、にやけたくもなる。

「咲姫先輩、ありがとうございます」

「まったく。ほら、帰りますわよ。奏さんも待っておりますから」

「はいっ！」

　咲姫先輩は分かってないだろうな。僕を見てくれていた事に感謝してのありがとうだって事を。

　もしそんな事を言っても「ゴミ屑を認め始めてるなんて、絶対に認めませんわ」とか言いそうだ。

「あっ、ヒイロ様っ！　咲姫様っ！」

　校門に着くと奏ちゃんが元気よく手を振って、僕たちを迎むかえてくれた。

「上手うまく行ったですか？」

　奏ちゃんが咲姫先輩に問いかける。さっきのサプライズプレゼントの事かな？

「？　何がですの？」

　咲姫先輩が小首を傾かしげる。あれ？　どうやら違ちがうらしい。

「ほえ？　なんでしたっけ？」

　奏ちゃんも小首を傾げ、頭上にクエスチョンマークを浮うかべている。

「う～ん。まぁ、いいです！　ヒイロ様も元気になったですね！」

「そうだね。心配かけてごめん」

「いえ！　ヒイロ様が元気になったのなら、それでいいです！」

　奏ちゃんがニコッと笑う。それを合図にしたように、奏ちゃんのお腹なかから虫の鳴き声が聞こえてきた。

「あう～。奏、お腹が空いたです」

　そういえばお昼って障害物にあったパンを食べただけだ。

「そう言われると、僕もお腹が空いてきた」

「わたくしもですわ。ヒイロ君がいつになっても帰ろうとしないのが悪いのです」

「うぅ、ごめんなさい。じゃあ僕がとっておきの和風ハンバーグを作ってあげますから、それで許してください」

「ヒイロ様！　早く帰ろうです！　奏、よだれが止まらないです！」

　急せかす奏ちゃんに手を取られ、僕たちは家路を急いだ。




　自分で言ったからには晩ご飯を作らなきゃって思ったんだけど、家に着く頃ころには筋肉痛が発はつ症しようし出していた。一歩動く度たびに体中が痛む。痛くない場所を探す方が難しい。

　ここ最近、筋トレをしていたのに筋肉痛になるなんて。普ふ段だん、使わない筋肉を使った障害物はローションネット潜くぐりしか思い当たらない。

「情けないですわね、ヒイロ君。壁かべに手をつかないと歩けないなんて」

「そういう咲姫先輩も手をついてるじゃないですか」

　こうやって喋しやべるだけでもきつい。

「えいっ！」

　余よ裕ゆうの奏ちゃんが、僕と咲姫先輩の体を指で突つつく。

「「はうっ!?」」

「おぉ、二人とも面おも白しろいです！」

　それからしばらく、奏ちゃんのツンツン攻こう撃げきが続き、料理をシェフに任せて自室へ逃にげてきた。

　部屋の窓を開けてバッグを床ゆかに投げ捨て、着き替がえる気力も無く制服のまま床に倒たおれ込む。ポケットに入っていた物をちゃぶ台の上に置いて、天てん井じようを仰あおいだ。

「はぁ～。疲つかれたぁ」

　大変だったけど楽しかった。僕がキーホルダーを落としてなければ優勝できたかな？

　そうだ。鍵かぎにはまだ壊れたキーホルダーが付いてるんだった。重い体を起こし、新しく付け直す。綺き麗れいなガラス玉が左右に揺ゆれた。

　奏ちゃんのくれたリストバンド共々、今度こそ大事にしよう。咲姫先輩がおめでとうってくれたんだ。消滅試練の達成記念の思い出にも──。

　あれ？　そういえば、咲姫先輩は誰だれの幸せを、自分の幸せのように感じたんだ？　イベント中に何かあったのかな？　僕がいた時にそんな事は無かったと思うけど。

「まさか咲姫先輩が僕の幸せを。なわけないか」

　きっと奏ちゃんの事で何かあったんだ。うんうん。そうに決まってる。

　さて、晩ご飯ができるまでアニメでも観みてようかな。

　テレビを点つけようとした瞬しゆん間かん、真っ暗な画面に映る自分が見えた。その自分に何か違い和わ感かんがあった。蛍けい光こう灯とうに反射して、胸むな元もとで何か光っていた。

「何これ？」

　視線を落とすと、羽を模したシルバー製のネックレスが首からかかっていた。

　これ、なんだっけ？…………そうだ。誕生日プレゼントで貰もらったんだ。

　……誰に？　奏ちゃんはこのリストバンド。咲姫先輩はこのキーホルダー。

　あれ？　今日の四人五脚きやくって誰と組んだ？　僕と奏ちゃんと咲姫先輩と……。

　体が震ふるえてくる。この喪そう失しつ感かんはなんだ？　僕は……何を忘れている？

　僕は知っているんだ。このネックレスをくれた人を。お揃そろいのネックレスをつけられなかった恥はずかしがり屋のあの人を。すぐに顔を赤くして、素す直なおじゃないあの人を。

　一いつ緒しよにいたはずなのに。色んな顔を見たはずなのに。なんで思い出せない？

　開けていた窓から風が入ってきた。その風に目が細くなり、隣となりに幻げん覚かくを生んだ。

　透すけるような白い肌はだ。大きくて丸い目。サイドポニーテールにしている髪かみ。気にしていたけど決して小さくない胸。ニーソが似合う綺麗な足。

　僕と同じネックレスをしている幻覚が、ゆっくりと口を開いた。




『私、ヒイロが──好き』




「……梨り……香か……さん」

　気づけば名を呼んで、幻覚に手を伸のばしていた。けれど、手に触ふれる物はなく、幻覚は消えていった。

　……そうだよ。梨香さんだ。手を伸ばせば、触れられる距きよ離りにいた女の子。

　僕に好きって言って……そこから梨香さんの記き憶おくが無い。頭の中に消滅試練がよぎる。体が痛いのも忘れて立ち上がり、棚たなから手紙を取り出した。





『久く檀だん梨香の消滅試練：好きになった人に攻こう略りやくされる事。

　試練達成までの期間：好きになった人に告白される前に、自分から告白するまで。

　試練内容の経過発表：先に告白してしまったので試練失敗。よって久檀梨香消しよう滅めつ』






　確かに梨香さんは僕に「好き」と言った。でも、僕への感情は与あたえられた噓うその感情だったはずじゃ。

「……噓……だ……」

　あれは……噓じゃなかった？

　罪悪感。喪失感。虚きよ無む感。色んな感覚が体を駆かけ巡めぐる。

　居ても立っても居られず、僕は部屋を飛び出した。ダイニングのテーブルに着いていた咲姫先輩に駆け寄り、

「咲姫先輩！　梨香さんの事、分かりますかっ!?」

「梨香さん？　誰ですの、それ？」

　想像通りの返答に心が揺れる。

「ヒイロ君、顔が真っ青ですわよ？　どうしたんですの？　梨香さんって……ヒイロ君お気に入りのキャラクターか何かですの？」

「違うんですっ！　そういうのじゃ……そういうのじゃなくてっ!!」

　あんなに一緒になって楽しそうに笑っていたのに、どうして覚えてないの？

「あっ、ヒイロ様っ！　もうすぐご飯ができるって爺じいが──」

「奏ちゃん！」

「ふえっ!?」

　近づいてきた奏ちゃんの両りよう肩かたを摑つかみ、問いかける。

「奏ちゃんは……奏ちゃんは梨香さんの事を覚えてる？」

「梨香……様です？　咲姫様、知ってるですか？」

　咲姫先輩が肩かたをすくめ、奏ちゃんも首を横に振ふる。両肩を摑んでいた腕うでが力なく垂れる。

「どうしたですか、ヒイロ様？　なんだか元気ないですよ？」

「……ごめん……なさい」

　僕は今、誰に対して、何に対して謝ったんだろう。そんな事も分からないまま、僕は部屋に戻もどった。

　気がつけばスマホで番号を知っているクラスメイト全員に電話していた。

「会長。そんなキャラクターはいないでしょ？　ついに脳まで二次元に浸しん蝕しよくされたの？」

　田た丸まる君も。

「真しん藤どうが見た幻覚の話なら田丸と同好会室でゆっくりして」

　委員長も。誰一人として覚えていなかった。

　喪失感が増すのは分かっているのに。僕は希望が欲しかった。

　僕以外の誰でもいい。たった一人でも梨香さんを覚えているのなら、もしかしたら梨香さんはいるんじゃないかって。消しよう滅めつしたのは噓だって。

　力の入らなくなった手からスマホが落ち、視線が梨香さんのフィギュアがディスプレイされている棚に向く。けれど、そこに梨香さんのフィギュアは無かった。

「どう……して……？　……ちょっと待って……もしかして……」

　僕は、自分の認にん識しきの違いがあるのではという疑問を抱いだく。

　消滅試練が失敗しても『三次元』から消えるだけだと思っていた。けれど、それは違うんじゃないか。梨香さんは『消滅』した。全すべてから。

　床に落ちたスマホを取り『恋こいに恋する前に』のホームページを開く。確かにあったはずの梨香さんのキャラクター紹しよう介かいページが消えていた。

　パソコンを立ち上げＧｏｏｇｌｅ先生の画像検けん索さくをかけても、梨香さんの姿は出てこない。ソフトを起動しても梨香さんが登場するシーンは見事に書き換かえられていた。

　いなくなってしまったのではない。久檀梨香という人物は、二次元にも三次元にもいなかった事になってしまった。

「……僕は……」

　何を言っても何を思っても、梨香さんはいない。その現実はもう変わらない。

　……僕がバカな願いを書いたりしなければ、梨香さんが消滅する事なんて無かったんだ。元の世界で好きな人と結ばれなかったかもしれない。それでも消える事は無かった。

「……全部……僕が悪いんだ……」

　パソコンの画面が滲にじむ。

　……泣く資格なんて僕にあるのか？　梨香さんが僕を好きだって思ってくれていた事に気づかず……違ちがう。気づいていたのに、気づかないフリをしていた最低の僕にっ！

　不意にちゃぶ台の上に載のっていたスマホが鳴り出した。目を擦こすると、スマホには番号だけが表示されていた。

　その番号には覚えがあった。スマホを耳に当て開口一番に名を叫さけぶ。

「梨香さんっ!!」

　昨日、交こう換かんしたばかりの番号。名前が表示されていなかった理由とか、そんな事はどうでもいい。梨香さんがいるかもしれない。その期待に胸を高鳴らせていた。

『う～ん。やっぱり覚えているんですね？』

「……誰？」

　聞いた事のない声。男とも女とも取れる声質に、期待はあっさりと裏切られる。

『そういえば、直接お話をするのは初めてでしたね。人間が神様って呼ぶ存在です』

「……失礼します」

『あぁ、待って！　切らないでくださいよ！』

　制止を無視して電話を切る。今、神様と話すようなテンションじゃない。

『切らないでって言ったのに、酷ひどいじゃないですか！』

　な、何これっ!?　直接、頭に声が聞こえてくるんだけどっ!?

『そのぐらいできますよ。なんたって神様ですから！』

　思考も読み取ってるっ!?　ってか気持ち悪い、これっ!!

『電話を切るからですよ。こっちは話があるっていうのに』

「分かった！　電話でお願い！　本当に気持ち悪い！」

　アニメで頭の中で会話したりするけど、実体験するとすっごく違和感。

　スマホがまた鳴り出し、さっきと同じ番号が表示される。

「もしもし」

『あえて脳内に直接、話しかけてみる』

「電話かけた意味あるかなっ!?」

『まぁ、冗じよう談だんですよ。少しは元気が出たみたいですね』

　……その発言が僕の元気を奪うばう事に気づかないのかな？

「なんの用？」

『いえ、用というほどの事ではないんですが。どうして真藤ヒイロさんは、久檀梨香さんを覚えているのですか？　わたしの力で完全に消滅させたのに──』

「アンタが梨香さんを消したのか？」

　八つ当たりだって事ぐらい分かってる。それでも、口に出して言わなきゃ気が済まなかった。神様が梨香さんを消しさえしなければ、こんな思いをしなくてもよかった。言う権利は僕にある。

　そう思ったはずだったのに、続けて言おうとした「梨香さんは関係ないだろ」の言葉が出てこなかった。

『何故なぜ、言葉が続かないのですか？　まぁ、わたしには分かっていますがね』

　電話越ごしに聞こえる神様の声。あえて僕に言わせるつもりなんだろう。

「……どんな言葉を並べても、最後に付く言葉は『こんな事になったのは、不ふ甲が斐いない僕のせいじゃないか』になる。結局、全部の責任は僕にあるんだ」

『自分の努力が足りず、久檀梨香さんの消滅試練を先送りにした事が今の結果を招いている事は理解しているようですね』

　神様の言うとおりだ。

　梨香さんの消滅試練が分かっているのにもかかわらず、自分のよく分からない気持ちにモヤモヤして先送りにした。

　僕は梨香さんの為ために何をしたんだろう？　きっと何もしてあげられなかった。

　好きな人に振り向むいてもらえず、恋をしたくて三次元へ来たはずなのに。きっと梨香さんは、僕に振り向いてもらおうとサインを送っていたはずだ。それに気づかず──

『違います。貴方あなたは気づいていたはずです』

　僕の思考を神様が制止した。

『何故、貴方は久檀梨香さんの気持ちを否定し続けたのか。答えは簡単です。貴方は自分が傷つく事、相手を傷つける事を恐おそれたのです。中学生の時に味わった事を繰くり返したくないと。恋の辛つらさを相手に味わわせまいとしていたのです』

　……否定できなかった。する気も起きなかった。

『恋れん愛あいとは傷つくものなのではないですか？　そんなに傷つくのが怖こわいのですか？』

　意識的にしていたわけじゃない。きっと無意識に自分自身を抑よく止ししていたんだと思う。

　梨香さんの行動をいちいち『偽いつわりの感情』と決めつけ、自分に向けられている好意を否定し、自分の気持ちが梨香さんへ向くのを誤ご魔ま化かしてきた。

『貴方がどれだけ後こう悔かいしようと、やり直そうと願っても、今の結果は変わりません。ですが、一つだけ訊きかせてください』

「何？」

『久檀梨香さんに逢いたいですか？』

　ドクンッと胸が高鳴る。梨香さんの姿が思い浮うかぶ。

　電話をしているのに、僕は言葉にせず首を動かして意思表示をしていた。

『結果は変わりませんが、いいでしょう』

　そう言われ、持っていたスマホが手からすり落ちる。視界が狭せばまり、僕の意識は闇やみへと落ちていった。




　気がつくと歩いていた。

　直感的にこれが夢だと分かった。だって、何もない景色を現実だとは思えない。

　ただ真っ白な空間。前に進んでいるのかさえ分からず、どっちが上でどっちが下かも分からない。一歩踏ふみ出す足に地面を踏んだ感かん触しよくは無く、まるで宙を歩いているような感覚。分かるのは現実ではないって事だけ。

　自分の意志で動かしていない足がどこかへ向かって歩き続けていく。

　しばらく歩くと、唐とう突とつに足が止まった。

　その直後だった。真っ白だった視界が真っ黒に変わる。夢とは思えない温ぬくもりが目を覆おおっている。

「だ～れだ」

　時間にしたら数時間も経たっていない。それなのに随ずい分ぶんと懐なつかしく感じる声。

「梨香……さん？」

「当たり！」

　目め隠かくしを外し、梨香さんが僕の前に回ってきた。微笑ほほえむ梨香さんだけがいる世界が僕の前にあった。

「こういう事、恋こい人びとになってしたかったけど。これで最後だから許してね」

　梨香さんに触ふれたいのに、体が動かない。まるで首から下が石像にでもなったみたいだ。

「ありがとう、ヒイロ」

　体を動かそうと抗あらがっていると、梨香さんがお礼を言ってきた。いったい、なんのお礼なんだろう？

「神様から聞いたんだ。ヒイロが私たちの為に頑がん張ばってくれてた事」

「そんなの、当たり前じゃないですか」

　僕は皆みんなと一いつ緒しよにいたい。そのためならなんだってする。そう思っていたのに。

「……でも梨香さんは」

　いなくなってしまったんだ。守れなかった。恋をしたいと願ってやってきた梨香さんの願いを叶かなえられなかった。

「いいのよ、もう。私のことで悩なやんで苦しむ必要はないんだ」

　梨香さんは僕に背を向ける。

「ヒイロがバカみたいな願いを叶えたおかげで私はヒイロに出で逢あえた。そして好きになれた。今でも自信を持って言える。世界で一番、ヒイロのことが好きだって。だって喩たとえようのないぐらい好きなんだもん」

「……梨香さん」

　梨香さんの言葉に胸が詰つまった。

　僕はその気持ちに気づいていたのに、応こたえなかった。本当に自分が情けなくなってくる。

「でも、ヒイロには奏も咲姫先せん輩ぱいもいる」

「……なんですか、それ」

　振ふり返り、必死に笑う梨香さん。その姿がとても痛々しくて、抱だきしめたかった。それなのに体が動かない。

　梨香さんの気持ちに応えず消しよう滅めつさせてしまったように、また僕は何もできないのか？

　こんな顔をしてほしくないのに、ただ眺ながめている事しかできないのか？

「きっと、奏はヒイロへの気持ちに気づく。咲姫先輩も時間はかかるだろうけど、振り向いてくれるわよ。だって、私が好きになった人だからね。自信を持っていいよ」

　自信を持つ。父さん、咲姫先輩に続き、梨香さんまでも同じ事を言う。

「……そんな寂さびしい事を言わないでくださいよ」

「その寂しさも私を忘れたら思い出さないから。というか、なんでヒイロは私のことを覚えてるのよ？　私は存在してなかった存在なんだからね。早く忘れなさい！」

　人差し指を僕に突つき出し、また必死に笑っている。

「……僕は梨香さんを忘れませんよ。きっと皆も寂さみしがりますよ」

　僕は必死に言葉を探していた。

「きっと奏ちゃんと咲姫先輩は、一緒にお風ふ呂ろで騒さわげる人がいなくなって寂しいって思いますよ」

　……違う。

「そ、そうかな？」

「そうですよ。田丸君だって僕を攻こう撃げきする要因が減ったって残念がります。委員長もからかう相手がいなくなってストレス溜ためちゃいますよ」

　……これも違ちがう。

「あははっ、そうかもね。でもそれはヒイロにとって良い事なんじゃないの？」

「爺じいなんて手のかかるお嬢じよう様さまがいなくなったって思って執しつ事じ辞やめちゃうかも」

　……何を言ってるんだ、僕は。

「気を遣つかってくれてありが──」

「……全部、噓うそです」

　お礼を言いかけた梨香さんの言葉を遮さえぎる。

「……えっ？」

　さっきまでの言葉に僕はいなかった。相手を気遣い、自分が傷つかない言葉を選んで、自分のいない言葉を選んでいた。

　こんな事はもう止やめなきゃいけない。たとえ、これが梨香さんと話せる最後の機会だとしても。相手を傷つけて、修復するチャンスが無いとしても、言葉を選んではいけない。

「誰だれも梨香さんのことを覚えてません。寂しいなんて思わないです。でも」

　自分が傷つく事なんてどうでもいい。思ってることを全部伝えなきゃ絶対に後悔する。

「僕は寂しい！　梨香さんがいなくなって寂しいに決まってるじゃないですか！　何時間も経ってないのに、もう何年もいないような気がするぐらい寂しい！　もう梨香さんは僕の中で、それだけ大きい存在なんです！」

「……ヒイロ」

「──きなんです」

　皆、言ったじゃないか。自信を持てって。だからもう止めるんだ。自分を誤魔化すのも、今日で終わりにするんだ。

「僕は梨香さんが好きなんです！　梨香さんが僕を好きだって想おもってくれる気持ちに負けないぐらい、梨香さんが好きです！　いいや、大好きです！」

　これが何も誤魔化さない自分の気持ちだ。

　梨香さんが顔を伏ふせて、体を震ふるわせている。

「……遅おそいのよ、バカっ！　なんで今いま更さら、攻こう略りやくするのよっ!?」

　泣いていると思ったのに顔を真っ赤にして怒おこってきた。……なんで？

「ここで罵ば倒とうって。アニメなら最終回で、感動して号ごう泣きゆうってシーンだと思うんですけど」

「うるさい！　私が散々アピールしてきたのに、気づかなかったヒイロが悪いっ!!」

　それは認めますけど。

「……でも本当？」

「えっ？」

「だ、だから！」

　梨香さんの顔が、どんどん赤くなっていく。えっと、つまりはもう一回、言えって事なのかな？

「じーっ」

　擬ぎ音おんまで口にして、まっすぐにこっちを見つめている。しょうがない。

「僕、梨香さんが好きです。あれですよ？　友達としてじゃないですからね」

「……うん！」

　嬉うれしそうに笑う梨香さんを見て、僕は気持ちを再さい確かく認にんした。

　僕は梨香さんが好きだった。いつからだったか分からないけど、間ま違ちがいなく僕は梨香さんが好きだ。

「ごめん。やっぱり、もうちょっと早くヒイロが言ってくれてたらって思っちゃうね」

　いつの間にか笑えみが消え、梨香さんの両目から涙なみだがこぼれていく。

「嬉しかった。ヒイロが好きって言ってくれて。ヒイロの傍そばで過ごした日々は幸せだった。もう思い残すことはないよ。……約束して。私の事で悩んだり悲しんだりしないって」

　梨香さんの体が透すけていく。まるで、真っ白の空間に梨香さんが溶とけていくように。

「待って！　待って、梨香さん！」

「約束」

　涙を瞬まばたきで払はらい、満面の笑みを作る梨香さん。それでも涙は止めどなく流れ続けていた。

　どうしてここでそんな笑顔をするの？　どうしてここでも強がるの？　本当は思い残すこと、沢たく山さんあるはずなのに。

「約束する！　約束するから！」

　さっきまで動かなかった体が動く。梨香さんを摑つかもうと手を伸のばす。

　けど、さっきの幻げん覚かく同様に触れることなく僕の手は梨香さんをすり抜ぬけた。

「梨香さん！」

　……消えないでほしい。いなくなってほしくない。この気持ちを伝えなきゃ駄だ目めだ！

「梨香さんは『幸せだった』って過去形で言った！　これからはっ!?　僕は……僕は梨香さんと一緒に幸せになりたい！」

　完全に消えた梨香さんを見て強い喪そう失しつ感かんを感じ、僕の意識は再び闇に落ちた。




　小鳥の囀さえずりで意識が覚かく醒せいする。

　見慣れた自分の部屋の天てん井じようを見つめ、自分にかけられた布ふ団とんを握にぎりしめ、現実を理解して数秒後、

「………………うわあぁあぁぁあああぁぁっ!!」

　顔を床ゆかに伏せて、泣き叫さけぶしかできなかった。

　梨香さんの強がった涙に濡ぬれた最後の笑顔。その顔が寂しさを募つのらせる。

　もう梨香さんには逢あえない。もう逢いたい人に逢えない現実を理解すればするほど、涙が止まらなくなった。




　どのぐらい泣いていただろう。

　もう泣くだけ泣いた。後こう悔かいするだけ後悔した。だから、梨香さんの事で悩んで泣くのはこれで終わりだ。

　随分と素す直なおな体だ。気持ちを切り替かえたら、腹の虫が鳴った。

「朝って事はあのまま寝ねちゃったんだ」

　奏ちゃんと咲姫先輩に悪い事をしちゃったな。せめて朝ご飯は一緒に食べよう。

「おや、ヒイロ様。おはようございます」

　顔を洗いに行こうと立ち上がると同時に、身なりを整えた爺がクリーニングをかけた制服を持って部屋にやってきた。

「おはよう」

「お体の方は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　昨日はお疲つかれだったようで。昨晩、学園の方から電話がありまして、本日は休校となりました。なんでも、大多数の先生方が体を痛め、授業にならないとの事です」

　そういう事態を生んだのが校長だっていう事実を、あの校長は理解してないだろうね。次からも教師陣じんが次々と倒たおれるようなイベントをお願いします。

「ありがとう、爺。じゃあ今日はのんびりとしようかな」

「ヒイロ様。本当に理解されておりますか？」

「？　どうして？」

「制服に着き替がえておられますので」

　無意識に爺から受け取った制服に着替えていた。……まだ気が動転しているらしい。

「だ、大丈夫。今日は私服って気分じゃないから制服を着てるだけだよ」

「そうでございますか」

　しゃんとしろ、僕。これじゃ梨香さんとの約束を蔑ないがしろにしているようなものじゃないか。

　爺と一緒に部屋を出てダイニングへやってきた。

「おはようございますです、ヒイロ様っ！」

「あぐっ！」

　ダイニングのドアを開けると同時に、私服と言っても過言ではないメイド服の奏ちゃんがダイビングヘッドを打ち込んできた。

　奏ちゃんの頭がジャストフィットで僕の鳩尾みぞおちに直ちよく撃げきした。筋肉痛の体にこれは辛つらい！

「昨日は一いつ緒しよにお食事を食べられなくて残念でしたです！」

「あ、うん。ごめんね」

　僕に抱だきついたまま、見上げる奏ちゃん。朝一からこの笑顔は本当に癒いやされる。

　あれですよ？　奏ちゃんのおっぱいが体に当たっていて、それが気持ちよくて癒されている訳ではないですからね？

「おはようですわ、ヒイロ君」

　声がした方を向くと、反対側のドアから咲姫先せん輩ぱいが顔を覗のぞかせていた。

「おはようございます、咲姫先輩」

「朝から随ずい分ぶんと羨うらやましい状じよう況きようになっておりますのね。まぁ、一昨日おとといは誕生日だったので大目に見てあげますわ」

「両手に金棒を持って言う台詞せりふじゃないと思うんですけどっ!?」

　咲姫先輩も奏ちゃんもいつもと変わらない。

　梨香さんがいない事になんの違い和わ感かんも無いんだろう。

　でも、これでいいんだ。辛い思いをするのは僕だけでいい。他ほかの誰かに僕が感じているような喪失感を抱いてほしくない。

「そういえば忘れるところでした」

　僕が席に着くと爺がポケットからスマホを取り出し、差し出してきた。

「ヒイロ様。ヒイロ様好みの縞しまパンとはどれにございましょう？」

　画面には多色多様の縞パンが表示されていた。

「え～っと」

　青にピンクに黄色に緑。ストライプの太さも、パンツ自体の質もかなり良さそうだ。

「ちょっと待った！　『世界初・縞パン専門ランジェリーショップ』って何っ!?」

　サイト名通り、爺がスクロールする画面には縞パンしか掲けい載さいされていない。ターゲット絞しぼりすぎでしょ。

「先日、ご主人様に縞パンを購こう入にゆうするように頼たのまれたとお伝えしました所、一日で製造会社を企き画かく・起業されまして、昨晩にはショッピングサイトを立ち上げられたようです」

「爺のご主人はアグレッシブな人なんですね」

「明日には、東京都内に店てん舗ぽを開く予定でございます」

　その店、来年には存在していないかもしれない。

　何度も言うけど、縞パンってのは二次元にだけ許された装備であって、リアルでは着用してはいけないんだよ。

「奏もヒイロ様が好きな縞パン欲しいです！」

「奏ちゃんには青が似合うと思うよ！」

「では、一緒にご注文をしておきましょう」

　爺じいがどこからか書類を取り出し『縞パン・ブルーカラー』と『枚数百枚』と記き載さいしている。……奏ちゃんが穿はくなら、何枚あってもいいか。うん、良いと思う。

「その百枚。毎日、二枚ずつ減っていくのが目に見えますわね」

「おっと、咲姫先輩。僕は盗ぬすむ気はありませんから、その発言は撤てつ回かい願います」

「何を言っておりますの？　わたくしが二枚いただくのですわ。観賞用と保存用に！」

　フィギュアじゃないんだから、それは違ちがうと思う。

「部屋には毎日、計四枚ずつ増えていくのですわね。最高ですわ！」

　最近、本当に心配するけど、咲姫先輩がいつか罪を犯おかしそうで怖こわい。しっかりと僕が監かん視ししてなきゃまずそうだ。

　奏ちゃんは奏ちゃんで、加減が分かってないからなぁ。いつか人殺しをしてしまいそうで怖い。

　考えると梨香さんが一番、この中ではまともだったのかな？　妙みような心配しなくても良かったし。今いま更さらだけど、梨香さんが攻こう撃げき色を見せていたのって僕にだけだった気がする。

　こうやって間が空くと、梨香さんの事を考えて落ち込みそうになる。

　……ごめん、梨香さん。僕、しばらくは約束を守れそうにないや。梨香さんを思い出すと、胸が苦しくなる。悲しくなる。

「ところでお嬢じよう様さまはまだお休みなのですか？」

「ほえ？　奏が起きた時にはいなかったですよ？」

「あら？　わたくしが起きたのが最後だったはずですが。いつものようにお風ふ呂ろではありませんの？」

　追い打ちをかけるように三人が梨香さんの話題を口に出すから……………………あれ？

「それが脱だつ衣い所に向かったのですが、入浴している痕こん跡せきがなかったのです。お嬢様にどの縞パンが良いかご相談したいのですが」

「では、自室ではなくて？　先日、ヒイロ君の写真がプリントアウトされた抱き枕まくらカバーを特注して喜んでいましたし、抱きつきながらクンカクンカしているのでは？」

「咲姫様じゃないんですから、それは無いと思うですよ？」

「奏さんも言うようになりましたわね」

「……あ、あの！」

　立ち上がり、皆みんなに質問を投げかけていた。

「皆、誰だれの話をしてるんですか？」

　心と体が震ふるえて、上手うまく喋しやべれていないのが分かった。

「ふえ？　誰って梨香様ですよ？」

「まさかヒイロ君が梨香さんを忘れるなんて、何があったんですの？」

　体に電気が走る。椅い子すが倒れたのも気にせず、僕は部屋に駆かけ込んだ。

「……ある」

　昨日、無くなっていたはずの梨香さんのフィギュアがあった。

　公式サイトに梨香さんのキャラクター紹しよう介かいページがある。画像検けん索さくしても梨香さんが出てくる。

　……どうなってるの？　だって梨香さんは……。

　いや、いるんだ。三人の記き憶おくに梨香さんが復活しているのが何よりの証しよう拠こじゃないか。

　……だったら、どうして家にいないんだろう？　もし、三次元に戻もどっているのならどこに……あっ！

「もしかして……」

　気がつくと、僕は走って家を飛び出していた。

　体を動かす度たびに筋肉痛で体が悲鳴を上げる。

「っ！」

　邪じや魔まをするな！　体に走る痛みに歯を食いしばりながら、心の中で叫ぶ。一秒でも早く、行かなきゃいけない場所があるんだ。

　流れる汗あせを拭ぬぐう事も忘れて一心不乱に走り続ける。一分の赤信号が、五分にも十じゆつ分ぷんにも感じられる。青になった途と端たん、また全力で走る。

　駅を越こえて、陸橋を越えると潮の香かおりが混じる風が吹ふいてきた。あの日の記憶が蘇よみがえる。たった二日なのに、随分と昔の事に感じた。

　あの時以上の速さで、海風を浴びながら全力で走り続けた。やがて『木の公園』と呼ばれる場所が視界に飛び込む。

　僕の誕生日。梨香さんとのデートで最後に来た場所。あの日、梨香さんが何に思い悩なやんでいたのか今なら分かる。

　緑の芝しばを抜ぬけ、これでもかと自己主張をする大樹。それを目の前にして、走り続けていた足が止まった。

「ハァ……ハァ……」

　色んな思いが僕の中を駆け巡めぐる。

　緊きん張ちよう。恐きよう怖ふ。期待。希望。不安。絶望。

　負の感情が多くて、次の一歩を躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　もしいなかったら？

　……うん。いなかったら、待ち続けるだけだ。梨香さんはきっと、三次元のどこかにいる。だから、きっと来る。怖がる事なんてないじゃないか。

　ゆっくりと木に近づいて、迂う回かいしていく。

　ベンチとそれに腰こし掛かける姿が視界に飛び込むと、無意識に足早になる。

　後ろ姿じゃ全部の不安が拭えなかった。正面に回り込むと、そこには僕の大好きな人が、作っていない僕の大好きな笑えみで微笑ほほえんでいた。

「梨香……さん？」

「他の誰かに見えるなら、眼科に行った方がいいわよ？」

　視線を少し下げる。間ま違ちがいない。梨香さんだ！

「アンタ今、太もも見て私だって確信したでしょっ!?」

「はい！」

「否定しな──」

　気がついたら、梨香さんを思いきり抱だきしめていた。

「……触さわれる。幻まぼろしではないんですよね？」

　梨香さんは一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどったようだったけど、僕の肩かたに腕うでを回して抱き返してきた。

「うん。帰ってきたよ」

「……おかえりなさい、梨香さん」

「ただいま、ヒイロ。ちゃんとここに来てくれたね」

　僕と梨香さんはあの日、約束した。




『梨香さんとはぐれたら、僕はここに来ます。梨香さんが来るまでずっと待ってます。だから梨香さんも僕と離はなれたらここへ来てください。約束ですよ？』

『分かった。もし、何かあってヒイロの傍そばを離れちゃったら、必ずここに来るから』




　梨香さんを離して、僕も隣となりに腰掛けた。

「でも、どうして？　だって昨日はいなくなってて、夢みたいなところで梨香さんと逢あって。もう逢えないって思ったのに」

「あの後、色々あってなんとか復活させてもらえたんだ」

　あの神様が簡単に願いをきくとは思えないんだけど。

「何があったんですか？」

「……教えない！　ほら、学校へ行かなきゃ！」

　立ち上がり、公園の出口に向かう。梨香さんは出口で立ち止まり、僕が来るのを待っている。

　また開いた僕たちの距きよ離り。でも、届く距離だ。

　僕は決めた。もう梨香さんとは離れない。だから、微笑む梨香さんのもとへ駆け寄った。

「そういえば今日は学校が休みになったんですよ」

　梨香さんの横に並んで手を差し出す。一いつ瞬しゆん戸と惑まどったみたいだけど、

「そうなんだ。じゃあ帰ろっか。私たちの家に」

　笑顔で僕の手を握にぎってくれた。

　握られた手から梨香さんの温ぬくもりが伝わる。

　梨香さんがいる。本当にいるんだ。今はこの幸せを……。

　──ううん、違うね。これからずっと、梨香さんと一いつ緒しよにこの幸せを感じていたい。







　エピローグ







　いつものように四人で取る朝食。

「ほら、奏かなで。そんなに慌あわてて食べると、トマトソースが服に付くわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　ヒイロ様の作った卵焼きと梨り香か様の作ったトマトソースの組み合わせは凄すごいです！　絶品です！　奏、おかわりです！」

「あぁ、奏さん！　口元に付いているソースはわたくしが舐なめてさしあげますわ！」

「咲さ姫き先せん輩ぱいは少し自重してください」

　軽い朝食を取りながらの何気ない会話。これがこんなにも嬉うれしいなんて。

　でもまだ終わってない。神様が言った賭かけに勝たないと、私はまた消えてしまう。




　ヒイロが逢いに来てくれて、私の事を好きだって言ってくれて。消しよう滅めつなんてできるわけがなかった。

　四人五脚きやくでヒイロが落ち込んで帰ってこない時。咲姫先輩が「他人の幸せを考えるのも嬉しいものですわね」と言った事で私は唐とう突とつに焦あせってしまった。

　あの咲姫先輩でさえヒイロに気持ちが動いている。だからヒイロに告白すると決心した。

　実際は私の早とちりだったんだけど。

　咲姫先輩はヒイロの幸せも考えたんだろうけど、一番に私の事を考えてくれていた。

　だから私に屋上へ行くように指示して、ヒイロを屋上へ呼んでくれたんだ。結局、その焦りが私自身を消滅させる事へ繫つながってしまった。

　成じよう仏ぶつできない幽ゆう霊れいの気持ちが分かる日が来るとは思いもしなかった。未練はやっぱり残しちゃいけないんだと思う。

『人間とは不可解な生き物ですね。存在しない感情を、まるで形があるように感じ取る。わたしには理解できません』

「私にもよく分からないけど。……ヒイロの傍に居たいって気持ちは、やっぱりちゃんとあるんだよ」

『……分かりました。なら賭けをしましょう』

「賭け？」

『貴女あなたを期間限定で復活させます。貴女が存在する間に真しん藤どうヒイロさんと貴女がキスしたら、今回の消滅試練は特別に達成したことにします。その行こう為い自体が、貴女が攻こう略りやくされたと同義だと思いますので』

　気づくと、朝日が昇のぼる福ふく音いん町を学校の屋上から見ていた。




　それから公園にまっすぐ向かったけど、まさかすぐにヒイロが来るとは思わなかった。どうすればヒイロが私にキスしてくれるか思いついてから来てくれたら良かったのに。

「梨香さん、何してるんですか？」

「あっ、うん。ちょっと待って」

　ネックレスを首から下げ、皆が待つ玄げん関かんへ向かう。ヒイロも同じネックレスをしていて、思わず頰ほおが緩ゆるむ。

「お待たせ！」

「じゃあ行きましょうか」

　昨日に続き、今日も学校が休みになった。なんでも先生たちが未いまだに動けないらしい。

「でも、どういう風の吹き回しですの？」

　玄関を出ると、咲姫先輩がヒイロに問いかけた。

「いいじゃないですか。たまには四人で出かけるのも」

「です！　奏、お昼に食べるお弁当を楽しみにしているです！」

　さっき朝食を食べたばかりだというのに、奏はお昼ご飯で頭がいっぱいらしい。

　今日はヒイロの提案で四人で買い物したり映画を観みたりして、お昼にあの公園でお弁当を食べようという話になったのだ。

　二人は分かっていないと思うけど、ヒイロは私が戻もどった記念に提案したんだと思う。

　四人で門を出た直後だった。

「むぐっ！」

　ヒイロが何かを踏ふんで、その何かが声を上げる。全員で足あし下もとを見ると、見覚えのあるツインテール頭があった。

　そこには、奏が前の世界で仕えていた四し季き空ぞらハルカ姫ひめがいた。

「「「ハ、ハルカ姫っ!?」」」「姫様っ!?」

　全員の声が重なる。

「久しいのう、皆みなの衆。ちと家出をしてきたので、しばらく厄やつ介かいになるぞ？」

　ニコッと笑うと同時に腹の虫が鳴り響ひびく。どうやら空腹で倒たおれていたらしい。

「仕方がないなぁ。ハルカ姫も含ふくめて五人で行きましょうか」

「そうね。人数は多い方が楽しいもんね」

　ヒイロが腰こしを落とし、ハルカ姫を背負う。するとハルカ姫が私の顔をじっと見つめた。

「ふむ？　梨香よ。お主、何かあったか？　以前と顔が違ちがうぞ？」

「えっ？　そうかな？」

「うむ。まるで告白した相手に自分も好きだったと言われたような顔をしておる」

「「なっ!?」」

　私とヒイロの声が見事に重なった。

「さすがはハルカ姫です！　お二人は思いの丈たけを全すべて打ち明けているです！」

「二人は告白済みですからね。もしも梨香さんを泣かせるような事をしたら、ミンチにして動物園にいる肉にく食しよく獣じゆうの餌えさにしてくれますわ」

　そういえば奏と咲姫先輩は、私が屋上で告白するのを知っていたんだった。私がいない空白の記き憶おくがどうなっているか知らないけど、告白して付き合っている事になっているのかな？　ヒイロはまだ「付き合ってください」とか言ってくれてない。




　確かに、お互たがいの気持ちは伝えたけど。付き合ってはいないのかなぁ。やっぱりちゃんと「付き合ってください」と言わなきゃいけないのかな？

　今まで人に告白なんてしたことがないから、どう言ったらいいか分からないんだ。

「おぉ、そうじゃ。忘れるところであった。ヒイロに渡わたす物があったのじゃ」

　そういってハルカ姫が手紙を差し出してきた。神様からの手紙だ。ハルカ姫を片手で支え、手紙を開く。





『真藤ヒイロさん




　久く檀だん梨香さんを復活させたのはわたしの気き紛まぐれですが、なんの条件も無しに復活させたと思いますか？』






　いや、もしかしたらとは思っていたけど。何かあるんだろうなぁ。




『三人で打ち止めだと誰だれが言いました？　追加です、テヘッ』




　僕の手元が急に影かげになった。空を見上げると、何か降ってくる。あのまま落ちてきたら、僕にぶつかるような……。それを察したハルカ姫が僕の背中からジャンプして逃にげた。

　そして落下物は僕を下した敷じきにするように落ちた。

「痛たたっ」

「なんで落とすんだよっ!?　普ふ通つうに出せよな！」

「……同意」

　下敷きになっている僕を尻しり目めに上では何やら会話をしていた。僕がモゾモゾと動くとようやく踏んでいる事に気づき、どいてくれた。

　見上げると、そこには梨香さんたちとは別の美少女が三人いた。

「えっと、真藤ヒイロさんですか？」

「そ、そうですけど」

　ヤバッ。皆、可愛かわいい。

「アタシ、二次元から来ました！　好きです！　付き合ってください！」

「あっ、ウチもだから。真藤ヒイロだっけ？　アンタの事が好きだから、よろしく！」

「……好き」

　……何、これ？　髪かみをお団子にした奏ちゃんほどじゃない巨きよ乳にゆうの女の子と、ショートカットの活発に見える女の子と、カチューシャをつけて眼鏡めがねの似合う女の子と……三人がいきなり告白？　まぁ、三人とも確かに可愛いけども！

「ちょっと、ヒイロ！　アンタ、何をデレデレした顔をしてるのよっ!?」

「あ、いや……」

　梨香さんがもの凄い勢いで憤ふん慨がいしていた。気持ちは分かるけど、しょうがない。男っていうのは美少女を見たら顔がにやけてしまうものなんだ。

「皆さんも二次元から来たですか？　奏たちもそうなんですよ！　よろしくです！」

「またわたくしのもとに美少女が！　出かけるのを止やめてお風ふ呂ろに入りませんっ!?」

　僕たちを尻目に奏ちゃんと咲姫先輩は嬉しそうだ。

「ふむ。お主たち三人には悪いが、ヒイロにはすでに想おもい人がおるぞ？　そこの梨香じゃ」

　唯ゆい一いつ、落ち着いていたハルカ姫が僕と梨香さんを名指しして、降ってきた三人に説明をしている。それを聞いた梨香さんが、

「そ、そうよ！　私はヒイロに攻略されて付き合ってるんだから！」

　と自信満々に言い放つ。あ、あれ？　付き合ってるんだっけ？

「……証しよう拠こ」

　眼鏡をかけた新たな美少女の一人が呟つぶやく。

「だな。証拠の一つでも見せてくれなきゃ、信じないぞ」

　呼応するように、ショートカットの子も問い詰つめてくる。

「しょ、証拠って……わ、分かったわ！」

　立ち上がらず、現状を傍ぼう観かんしている僕に梨香さんが近づいてきた。腰を下ろすと、

「うぐっ!?」

　梨香さんの顔が接近し柔やわらかい感かん触しよくが、僕の唇くちびるを覆おおう。

「こ、これが証拠──」

　そこまで言うと梨香さんが顔を真っ赤にして僕の胸むな元もとへ倒れ込んだ。……気絶するなら止めればいいのに。

「本当みたいですね。でも、アタシは諦あきらめません！　きっと奪うばい取ってみせます！　そういうことで宜よろしくお願いします！」

「……あははっ……はぁ」

　苦にが笑わらいとため息が自然と出てきた。どうやら僕の生活は、新たな美少女を加えて、今以上に手に負えなくなるみたいだ。……けどまぁ、それでもいいかな。

　気がつけば、僕の胸で笑えみを浮うかべながら気絶している女の子を強く抱だきしめていた。

　もう自分の気持ちを誤ご魔ま化かさない。

　これから何があっても、梨香さんへの気持ちは変わらない。ずっと大切にしたい。もう二度と離はなさない。どんなに手に負えない事が起きても大だい丈じよう夫ぶ。

　この気持ちは、自信を持って言える。

　僕は梨香さんが大好きだって。







　あとがき




　本作『僕の欲望ヒロインは手に負えない』三巻を手に取っていただき、ありがとうございます。手に取り、あとがきを読み、まだレジへ行かれていない方は、是ぜ非ひともレジへ向かってください。さぁ一秒でも早く！　あなたの気が変わらないうちに！

　さて三巻を一言で表すなら何か？　もう『縞しまパン』以外にあり得ないと思います。ちなみに私の中では一巻は『太もも』で、二巻は『おっぱい』です。異論は認めません！




　ここでちょっと裏話を。本作は第十七回スニーカー大賞に送った作品を改題・改かい稿こうした物語です。先日、ファイルの整理中に『タイトル集』なるメモ帳を発見。私自身も忘れていた中身を見てみると、思いつくままに書いたと思われるタイトルが二十八ありました。その中に受賞時のタイトル「三次元への招待状」があったんです。

　この話はストーリーからではなく「このタイトルならラブコメとかかな？　うん、挑ちよう戦せんしてみよう！」と意気込み、ラブコメ初挑戦した事を思い出しました。こう考えると感かん慨がい深いものです。

　たった八文字から始まった物語は、応おう募ぼ・受賞を経て『僕の欲望ヒロインは手に負えない』へと生まれ変わり、気がつけば三巻です。

　ここまで出す事ができたのも、この作品に携たずさわってくださった皆みな様さま方のおかげです。新刊が出る度たびに感謝の気持ちが溢あふれてきます。今の私は『皆様への感謝』で作られていると言っても過言ではありません！　本当にありがとうございました！

　今作は、ここで区切りを迎むかえます。どこか一いつ箇か所しよでも面おも白しろかったと思っていただけたのなら、私としては嬉うれしい限りです。次回作ではそれ以上になるよう頑がん張ばります！

　全く面白くなかったと思われた方もいるかもしれません。次の作品はそうならぬよう、精しよう進じんしていきたいと思います！

　最後になりますが謝辞を。

　シリーズ通して色々なアドバイスをくださった担当Ｕさん。届く度に興奮してしまう素す敵てきなイラストを描えがいてくださった〆しめ鯖さばコハダさん。他ほかにも多方面の方々へ深く感謝しております。

　そして何より、ご購こう読どくしてくださった皆様方に、多大なる御お礼れいを申し上げます。

　皆様とまた違ちがう場所で会える事を願って。


二〇一三年七月　天あま音ね　マサキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／〆鯖コハダ

カバー・口絵・本文デザイン／福田功（ｉｍａｇｅｊａｃｋ）










僕ぼくの欲望ヒロインは手てに負おえない３








天あま音ねマサキ





[image: ]





平成25年9月25日　発行





(C)2013 Masaki Amane, Kohada Shimesaba





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『僕の欲望は手に負えない３』

平成25年9月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9：00～17：00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　スマートフォンから始まる悲劇



		第二章　嫌いな理由



		第三章　サプライズ・イベント



		第四章　不器用な初デート



		第五章　告白



		第六章　伝えられなかった事を



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo-sneaker.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
CONTENTS

700-%--003
PSSR RN
$& PLaIREH--055 (
YISAZANIE106
RBAGEAT—h-136
%6175

$AE GASNADTBE221
IED-%--255
HelE-265

14

i
=
1 Ik

b
B

8- AXA SAN/ A EEI\S
O#&- AN T Y12 /&HL) (imagejack)
.





item/image/kuchie-002.jpg
wBERE=FE

HE: AR
A2z 5 ZE RV

B D BFERET SBEA0AK

il BT ER AL 4
Bzl g

IS LIS DAE,
RiEeROGASHO






item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg





